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この報告書は、平成 8年から10年にかけて調査した松山市道「平井・水泥線」建設

に伴う3遺跡の発掘調査報告書です。

松山平野東部に広がる小野地区は、北西部に高縄山系を、南東部には石鎚山系を望

むところにあります。平野を見おろす丘陵には数多 くの古墳が築かれ、窯跡なども発

見されています。

今回の調査では、平野部を蛇行 しながら西流する弥生時代前期から古代にかけての

自然流路 と、その周辺における古墳時代から古代にかけての集落址を確認することが

できました。そして、自然流路 と人々の営みの密接な係わり合いを明らかにすること

ができました。

こうした成果をあげることができましたのも、関係各位の埋蔵文化財に対する深い

ご理解 とご協力のたまものと感謝申し上げます。

本書が埋蔵文化財研究の一助 となり、ひいては文化財保護、教育文化の向上に寄与

できることを願 うものです。

平成12年 3月 21日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長 中 村 時 広



例   言

1.本書は、松山市教育委員会・側松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが平成 8年～平成10

年の間に松山市平井町内の松山市道新設工事に伴い実施した、 3遺跡についての埋蔵文化財発掘調

査の報告書である。

2.遺構は呼称を略号で記述した。竪穴式住居址 :SB、 濤 :SD、 土坑 :SK、 自然流路 :SR、 柱穴 :

SP、 性格不明遺構 :SXと した。

3.遺物の復元は、青野茂子、寺尾和恵、徳田弘子、西川千秋、松本美代子、横田知子、渡部英子が

行った。

4.遺物の実測・製図及び遺構の製図は、担当調査員の指導のもと、山邊進也、カロ島なおみ、猪野美

喜子、岩本美保、岡本邦栄、寺尾和恵、丹生谷道代、三神千春、横田知子が行った。

5.遺物の実測図は、土製品を1/4、 石製品は1/2を基本 とした。

6.遺構図 。遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

7.本書に使用した方位は磁北である。

8。 本書にかかる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターが保管 。収蔵している。

9。 本書の執筆は、栗田茂敏、相原浩二、河野史知が分担執筆 し、編集は河野史知が行った。なお、

編集 と校正は、梅木謙一、水口あおい、猪野美喜子、岡本邦栄の協力を得た。

10。 遺物の撮影及び写真図版の作成は大西朋子が行った。

11.報告書作成においては、奈良国立文化財研究所松井章氏から御指導と御教示を賜つた。記して感

謝申し上げます。

12.製版 カラー写真 。写真図版-175L

印用」 オフセット印刷

用紙 カラー写真―シルバーダイヤS菊判76.5kg使用

白黒図版―シルバーダイヤs菊判76.5kg使用

本文―シルバーダイヤS菊判62.5kg使用

製本 アジロ綴じ
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第 1章 は じめ に

1.調査に至る経緯

松山市は、松山市東南部の平井町、水泥町において松山市道の新設を計画した。この計画路線は、

松山市の指定する周知の包蔵地「h90権現山古墳群・血152平井遺物包含地」に含まれる地点にあた

る。平成 7年10月 、このうち、用地買収が進行中の平井町部分の総延長約 l km、 14,500m2に ついての

埋蔵文化財確認調査願が松山市道路部道路建設第 1課から、松山市教育委員会 (以下、市教委)に提

出された。これにもとづき、平成 8年 3月 、市教委によって実施された試掘調査の結果、弥生時代か

ら古代 。中世にわたる遺物を包含する土層が申請地の各所において検出され、これらの地点について

は本格調査が必要と判断された。このため、道路建設第 1課 と市教委、ならびに動松山市生涯学習振

興財団埋蔵文化財センターの三者は、遺跡の取 り扱いについて協議を行い、遺跡 と判断された部分に

ついての本格調査を実施することとなった。道路は、水田地帯を東西に貫 くかたちで計画されており、

現況農道、生活道路、用水路、畦畔等の保全が前提 となったうえ、用地買収の遅れている部分もあり、

結果的に調査は工区を 4区に分割し、それぞれに担当者を置き、断続的に 3年次の工程で実施された。

以下に調査区、調査期間、担当者を記してお く。

「古市遺跡 1区」……………°平成 8年 4月 1日～ 同 年 9月 30日 担当 :栗田茂敏、大森一成

「古市遺跡 2区」……………・平成 9年 2月 17日 ～ 同 年 3月 31日 担当 :河野史知

「下苅屋遺跡 2次調査地」…・平成 8年11月 18日 ～平成 9年 2月 14日  担当 :河野史知

「下苅屋遺跡 3次調査地」…平成 9年 4月 18日 ～平成10年 10月 31日 担当 :河野史知、相原浩二

2. 千可4子雅齢哉 (平成12年 3

松 山 市 教 育 委 員 会

事  務  局

文 化 教 育 課

側松山市生涯学習振興財団
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3.立地 と環境

(1)地理 的 環 境

道後平野は、その北東部を高縄半島の大部分を占める高縄山系の南西面に、また、東から南東部を

四国山脈北東麓に限られ、西方の海岸線に向かって扇状に開けた沖積平野である。平野には、高縄山

系に源を発し、北東から南西方向に流れる石手川と、四国山脈東三方が森に水源を持ち、西流する重

信川の 2大河川がある。この 2河川は、それぞれいくつかの支流を集めながら西流し、西方の海岸線

から約 4 kmの通称出合で合流し、伊予灘に注いでいる。平野は、これらの河川の沖積作用によって形

成されている。その構成を大雑把にみてみると、北方の石手川扇状地、およびその西方にひろがる氾

濫原、南方の重信川扇状地、およびその中流域以西にひろがる大規模な氾濫原に加えて、両河川の中

間にあって、石手川の支流である小野川により形成された比較的小規模な扇状地などが主なものであ

る。調査地はこの小野川の現流路の北約 l km付近の小野川扇状地上、北方扇側部付近にあり、北方直

近には高縄山系の南東麓斜面が迫 り、調査地の特に北方周辺には沖積作用によって形成された段丘状

の高まりが残っている。

凡  例

田 山系

£t堅 ::義:‡

第 1図 松山平野の地形分類図

転載 :松山市史 第一巻



立 地 と 環 境

(2)歴史 的環境

ここでは、調査地周辺の道後平野南東部の平井・小野地区から若千西方の来住 。久米地区の遺跡分

布を中心に述べることにする。

旧石器時代の遺物は、この地区に限らず道後平野では該期の遺構とともに出上した例は知られてお

らず、数例ある資料も採集遺物であったり、単独出上であったりする例がすべてである。この地区で

は、鷹子町五郎兵衛谷古墳群の調査に伴い出土した角錐状形石器、久米窪田V遺跡出上の角錐状石器、

あるいは平井町山田池で採集されたナイフ形石器などの数例が知られているのみで、いずれも後期旧

石器時代のものと考えられている 〔重松 1992〕 。

この地区で、確実な遺構とともに遺物が出土するのは、縄文時代後期中頃以降である。この時期の

良好な一括遺物としては、久米窪田町森元遺跡の上坑出上の上器群がある 〔栗田 1989〕 。この森元遺

跡の近隣の久米窪田 I遺跡でも同様の時期の遺物を出土しており、これらの遺物は小型方形住居址に

ともなうものとされている〔吉本 他 1981〕 。晩期では、近年になって来住台地上での遺構 。遺物の検

出が目立ってきている。特に久米高畑遺跡36次調査では、晩期中葉の上器群をともなう円形住居址 1

棟が検出されているほか、同エリア内の26次調査・35次調査でも同様の時期の上坑の検出をみており、

該期の資料の希薄な当平野にあっては、貴重な例といえる 〔小玉 1997/河野 1998/小笠原 1998〕 。

晩期末の上ヒ較的良好な例としては、南久米片廻り遺跡 2次調査の上器群がある。明確な遺構にともな

うものではないが、層位 。平面ともにまとまりがみられ、一括性の高い遺物群である〔松村 他 1996〕 。

縄文時代には点的であった遺跡分布も弥生時代になると、面的なひろがりを持ち、その数も大幅に

増大する。その中でも最も注目されるのが、やはり来住台地上に展開する前期末から中期初頭の集落

である。このエリアの弥生遺跡は、前期末から後期まで継続してはいるが、その盛期は上述の前末～中

初の段階にある。集落は、少数の円形竪穴住居と数多くの無柱長方形竪穴と土坑などによって構成さ

れているが、近年の調査 (久米高畑23・ 25・ 28。 29次 )や過去の来住V遺跡などの調査成果をあわせ

ると、同時期併存の環濠を複数ともなう可能性が高くなってきている 〔橋本 1995/高 尾 1996/小笠

原 1997〕 。中期の良好な資料は現在のところ少ないが、中期も後半あるいは後期初頭、凹線文の段階

の遺物を出土する遺跡はいくつかある。来住廃寺15次調査では、台地の縁辺の落ち際に投棄された状

況で多数の凹線文段階の遺物が出上し〔西尾 他 1993〕 、また、久米窪田町古屋敷C遺跡では比較的規

模の大きい溝からやはり該期の遺物が出上している〔梅木 他 1992〕 。この両遺跡ともに、台地の縁辺

部に位置することで共通しているが、台地上には現在のところこの時期に該当する遺構が希薄であり、

この時期のこのエリアの集落展開についてはまだ不明な部分が多い。なお、この段階の住居址は鷹子

町五郎兵衛谷古墳群の調査中に、低丘陵緩斜面で 1棟検出されているが 〔森 1978〕 、平地部との比高

差20m程度の緩傾斜面であり、高地性集落と言えるような立地ではない。後期の集落は、面としての

ひろがりは把握されていないのが現状であるが、単発的に遺構が検出される例はいくつかある。南久

米片廻り遺跡では円形住居址 1棟から、終末期の土器とともに鉄鏃を1点出上していることで注目で

きる〔栗田 1987)。 その他、後期の遺構・遺物は主に久米窪田 I～V遺跡や、平井遺跡〔豊田 他 1982〕

など国道11号松山東道路関係の調査での出上が報告されている。

このエリアにおける古墳時代の集落は、 6世紀代以降のものが主に確認されている。南土居町開遺

跡では、比較的小規模な調査面積であったにもかかわらず、方形竪穴住居址 5棟、掘立柱建物 3棟な

どが検出され、出土遺物ならびに切り合いから、 6世紀初頭から後半までの住居形態の変遷や竪穴か
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ら掘立への移行が検討されている 〔宮内 1996〕 。本調査地南西端に隣接する下苅屋遺跡も6世紀後半

を主体とする集落で、検出された9棟の方形竪穴住居址の一部から生焼け・焼け歪みの顕著な須恵器

が出上している。遺跡北東の小野谷に分布する窯址群からの中継点あるいは集積地のような性格を推

定されている集落である 〔重松 1996〕 。

調査地北方の丘陵上には桧山峠古墳群、芝ケ峠古墳群、かいなご古墳群、久米大池古墳群、東方の

低丘陵上には播磨塚古墳群など小規模な円墳あるいは方墳を主体とする古墳群が密集しており、その

ほとんどが後期古墳と考えられているが、これらの古墳群の中には平井町の観音山古墳のように5世

紀代の大規模な帆立貝形古墳と推定されているようなもの 〔相田 1980〕 、あるいは鷹子町素鵞神社古

墳のような当地では最大規模の円墳 〔愛媛県教委 1991〕 とされている古墳がある。また、平地部に眼

を転ずると高井町波賀部神社古墳、北久米町ニツ塚古墳、北梅本町葉佐池古墳 〔栗田 1994〕 や、現在

では消滅してしまったが鷹子町タンチ山古墳など当平野では数少ない後期の前方後円墳が多く分布す

る地域である。この背景のひとつには当然後述するように、 7世紀代になって来住台地上に展開する

官衡遺跡群や古代寺院成立の基盤となった地方豪族の存在が挙げられよう。

近年の来住台地上での久米官行遺跡群の調査は着実な成果を挙げつつある。白鳳寺院址来住廃寺の

調査が契機となり、その後調査の進展とともに明らかとなった、寺院隣接部分の方一町規模の「回廊

状遺構」で区画された施設の存在や、台地北部の掘立柱建物群をともなう半町規模の方形区画域の至

近距離での「久米評」線刻須恵器の発見により高まったこの区画の評庁院の可能性、あるいはその西

部の濠で囲われた正倉域の発見に加えて、これらの施設とともに存在する台地上の方一町規模の方形

地割り等、きわめて重要な遺跡群である 〔橋本 1997・ 1998〕 。これらの施設の初現は現在のところ7

世紀前葉の年代が推定されているが、この遺跡群に須恵器を供給した可能性の高い窯址群が先にもぶ

れた小野谷に分布する松山平野東部古窯址群である。発掘調査が行われたものは7世紀前半の駄場姥

ケJ膜 1号窯 1基のみであるが、この地区では現在のところ駄場姥ケ懐、悪社谷、枝柔下池、茨谷など

10数基の須恵器窯の存在が確認されており、最も古いもので 6世紀後半、新しいものには8世紀後半

のものがある。操業の盛期を、概ね 7世紀代に持つ窯址群である 〔栗田・岡根 1996〕 。

〔文献〕

重松 佳久

栗田 茂敏

栗田 茂敏・
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小玉亜紀子

河野 史知
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第 2章 古市遺跡 1区

(1)概  要

1区 は路線東端部の東西150m、 南北16mの範囲である。現況は水田で、道路はこれらの水田をそれ

ぞれ分断するようなかたちで計画された。したがって、調査中はこれら水田の畦畔、用水路、取排水

施設の保全が前提 となり、調査区全域の面的な掘削は行い得なかった。そこで、それぞれの水田一枚

ごとにトレンチを設定することにより、調査区全体の遺構の濃淡を把握することとした。設定された

トレンチは合計12本、配置は第 3図のとおりである
｀
。その結果、最東部のTlと 、中央よりのT6か

ら西端部のT12に至る範囲で遺物を包合した自然流路や溝状の遺構が検出された。基本的には 2、 3

面の水田下面で、含礫黄色シル トを切 り込んだかたちでの検出であった。なお、Tl周辺では現況水

田や用水路の関係から拡張掘削が困難であつたため、このトレンチ調査による記録でとどめざるを得

なかった。したがって、本格調査時にある程度面的な調査 となったのはT6以西の部分で、これらの

部分についても用水路、畦畔に規制されて第 3図 に示されたような調査区の形状、配置 となった。

(2)試掘 調 査 出土 遺 物 (第 4図、図版 8)

試掘調査で遺物を出上したのはTl、 3～ 6、 8、 ■である。このうち、Tlでは幅15mの 自然流

路が検出されており、遺物はこの流路出上のものである。湧水やこれにともなう崩落のため深部まで

の掘削は行い得なかった。遺物は後述する流路 SR lの 5・ 6層相当層出上のものである。また、T3

～ 5は水田耕土中の採集品、T6以西の トレンチでは流路あるいは溝の平面プラン検出面までの掘削

でとどめており、遺物は遺構最上層のものということになる。

Tl出土遺物

須恵器蓋 (1-4) 口縁部にかえりをもつもの4と 、持たない 2・ 3がある。 4に は 1の ような

宝珠つまみが伴う。

須恵器邪 (5～ 7) 貼 り付け高台を持つ 5・ 7と 、持たない 6がある。 6は復原口径10.lcm、 器

高2.5cmと 小型で浅 く、口縁部が大きく外反する特異な形態である。口端部内面には凹線状の窪みが巡

る。

須恵器麓 (8) 肩部から口顕基部にかけての片、肩部には2条の沈線、その上位に 5本単位の櫛

歯状工具による列点文を施されている。

須恵器壷 (9) 肩部から体部下位の片、肩部の 2条の沈線間に 4本単位の工具による押し引きに

近い列点文を施されている。

須恵器皿 (10)復原口径17.2cmの 皿、乳白色の色調を呈している。

上師器不 (■) 円盤高台の回転台土師器不の底部、切 り離しは回転ヘラ切 りである。

調査
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T3出土遺物

土師器郭 (12) 回転台成形の邦片、回転ヘラ切 りによる切 り離 しである。

T4出土遺物

青磁碗 (13・ 14) 龍泉窯系碗の底部小片、いずれ も高台内には施釉 されず、13で は畳付 も削 られ

ている。

T5出 土遺物

須恵器甕 (15)焼成不良の口頸部片である。国縁部 は外上方に直線的に開 き、上端 に面 を持って

ヤゝる。

碗 (16) 黒褐色の鉄釉 を施 された天 目茶碗の小破片である。

T6出 土遺物

須恵器不 (17) 体部の遺存が僅かなため、判然 としないが、若干歪んでいるものと思われる。底

部外面 は、ヘラ切 り未調整のままである。

須恵器壷 (18) 脚付壷の脚部片、 1条の突帯 と4方向の長方形透孔が確認で きる。

T8出 土遺物

須恵器壷 (19。 20) 19は長頸壷の顕部、20は短頚壷の底～体部片である。

須恵器高郭 (21)脚裾片、復原径13.2cmを 計 る。

Tll出土遺物

須恵器壷 (22) 長顕重頸部片、中位 に平行沈線 2条が施 されている。

上師器椀 (23)断面三角形の貼 り付け高台を持つ底部。白色 に近い胎上で堅緻に焼成 されている。

10
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2.遺構 と遺物

検出された遺構には、SR lと している自然流路 と溝 SD lがある。SR lは東から西方向に蛇行し

ながら流れており、調査ではその北岸付近の一部のみが検出されたにすぎない。これとても湧水のた

め最下層まで完掘できたわけではないが、掘削できた範囲での最下層10層 には弥生時代前期の遺物が

比較的単純なかたちで包含されている。何面かの水田耕上下面の 5・ 6層 には古墳時代から中世にか

けての遺物があり、その下位、10層上面の 8・ 9層 には、 5・ 6層相当、10層相当の遺物が混清状態

で包含されていた。

SD lは SR lを切る清で、深さ10～ 30cm程度の遺存状況である。多 くの角礫や円礫 とともに弥生時

代から中世までの遺物を含んでいる。本来これらの礫によって構築された石組みの水路であったもの

と思われる。

(1)SR l出 土 遺 物 (第 7～ 17図 )

10層出上の遺物 (第 7～ 12図、図版 5。 6)

弥生土器 (第 7～12図 )

甕 (24～65) 24～ 27は 口縁部を折 り曲げ、端部に刻み目を持ち、頸部無文のものである。頸部に

ヘラ描沈線による施文を持つ28～34の多 くが口縁部折 り曲げであるが、33は 口端部に接して断面三角

形の突帯状の貼 り付けによる口縁部で三角形の頂部を小さく刻まれている。胴部の内外面に粗いミガ

キを施されている。34は 口径14.5～ 14.8cm、 国縁部を折 り曲げた後、花弁状の突起を捻 り出すように

成形した特異な形状の口縁部形態をなしている。頸部には4条のヘラ描沈線が巡っている。その他、

頸部施文には35の ような複数条の沈線 と山形文を組み合わせたものや、37の ような格子状の施文、48

のような沈線 と刺突文の組み合わせなどがある。底部には分厚い平底が多いが、中には58～ 60の よう

に低い輪高台状に周縁が若干高 くなるものや、窪み底の62・ 63な どがある。57や60の ようなものは三

であるかもしれない。その他、64や 65の ようなものは、中期以降に年代の降るものである。

1.水田耕±  5.掲色シルト           9.緑 掲色シルト              ＼

2.水 田床±   6.暗褐色シルト          10.茶 掲色粘質土+暗灰色砂ブロック

 監_「可_T~下」卜~~~____壻
m

3.旧水田耕±  7.黒掲色砂質土 (水路 SDl埋土)11.灰色砂礫

4.旧水田床±  8黒 色粘質±          12.灰 白色ンルト (S=1:50)

第 5図  SR l土層堆積図
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第8図  SR l 10層 出土遺物実測図(2)

壷 (66～131) 中・小型品が多 く、日径が30cmを 超えると考えられるような大型品86・ 97な どが僅

かに存在している。中・小型品の口顕部には、74・ 76の ように筒状の顕部を経て短い口縁部が開 くも

の、肩部からすぼまった後明確な頸部を形成しないで回縁部が外上方に開 くものとがある。多 くのも

のが顕部、あるいは胴上 。中位にヘラ描沈線を主体 とした施文を持つ。これらの中には明確な削り出

し突帯を持つ70・ 72・ 76・ 78や、曖昧ながらも削り出し突帯状を呈する84・ 97な どが含まれている。

口端面に刻みを持つものも多 く、67・ 68の ように横位の一条の沈線 と刻み目を併せ持つものもある。

18
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長頸壷のなかには所謂「連鎖状刻目文」を施された突帯を伴う77の ようなものもある。なお、81の頸

部突帯は貼 り付けによっている。66・ 84では口縁部内面突帯を伴う。底部は平底を基本 としている。

129の外底面にはヘラ描による記号状の陰刻が施されている。またこれらの壷の多 くはよく磨かれ、比

較的堅緻に焼かれている。

蓋 (132・ 133)復原完形品132は器高10.4cm、 裾径20。 4cmで、裾部を欠 く133と ともに天丼部は若

干の窪みを持っている。132は 内外面ともに、また133では内面をよく磨かれ、焼成 も堅緻である。

石製品 (第 12図 )

石庖丁 (134・ 135) 2点 ともに緑色片岩製で、134は外湾刃半月形、両面からの 2箇所の穿孔のう

ち、その 1箇所の部分で折損している。研磨は全面には行われず、刃部 と背部の周縁のごく限られた

部分を磨かれているのみである。刃部の成形に偏 りはなく、両面から均等に研ぎ出されている。135は、

穿孔部から背部周辺の破片であるが、134と 同形態をなすものと考えられる。

石斧 (136) 黒色片岩製の加工斧片。剣離や破損のため、刃部 と側縁の一部のみが生きているが、

刃部は偏った研ぎとなっている。

al」片 (137・ 139) 137は安山岩の大型剣片、139はサヌカイトである。

砥石 (138)細粒砂岩を素材 とした砥石、 3面を使用されている。

8・ 9層 出上の遺物 (第 13・ 14図、図版 7)

縄文土器 (第 13図 )

鉢 (140)胴部から顕部の小破片で、胴部で強 く屈曲した後、頸部が大 きく外反する。晩期中～後

半に属するものと思われる。

弥生土器 (第 13図 )

壷 (141～148)141は 明確な頸部を形成せず、短い口縁部が開 くもの、頸部には2条の沈線を施さ

れる。145で は筒状の頸部を経て短い口縁部が開 く。胴部中位 と顕基部には4～ 5条の沈線が巡 り、頸

部ではこの沈線に「連鎖状刻目文」を施した突帯が組み合わされている。口縁部内面には刻目を持っ

た突帯が注口状に巡っている。なお、胎上には長石粒が多 く含まれる。142も 口縁部内面突帯を持つ口

縁部片であるが、この内面突帯上面には連続竹管文が施されている。胴部に施文を持つものには、143

のような沈線 。重弧文・斜格子文を組み合わされたものがある。底部には146の ような突出した平底 と

単純な平底 とがあるが、後者は時期が下る可能性がある。

甕 (149。 150) 149は強 く屈曲した短い口縁部 と、頸部下に断面三角形の圧痕文突帯を持つ甕で、

中期中葉の特徴を備えている。150は、これよりも降る中期後葉、凹線文系の甕である。

蓋 (151)裾径14.4cmの小型の蓋。天丼部外面に若干の摩滅がみられるが、現況で器高6.6cmを 測

る。器壁が分厚 く、外面の調整 も刷毛目の後ナデられているのみで磨 きはみられず、比較的鈍重な印

象を受ける。

須恵器 (第 14図 )

磁 (152)顎部から回縁部を欠失している。胴部上位の穿孔部直上 と顕基部にそれぞれ 1条の沈線

23
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が巡る。焼成は甘 く、乳白色に近い色調を呈している。

横金 (153)復原口径12.2cmの口縁部片。顕部の屈曲の度合いからすると、横盆 とするのが適当と

思われる。

甕 (154。 155) 大型甕の頸部片 2点。

壷 (156～158) すべて底部片で、丸底の156、 平底の157、 高台を欠いてはいるが、輪高台の158と

がある。
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第14図 SR 1 8。 9層 出土遺物実測図(2)

5・ 6層 出上の遺物 (第 15～17図、図版 7)

須恵器 (第 15。 16図 )

郷 (159～176)身 には古墳時代タイプのもの160～164と 、それ以降の身、蓋が逆転するタイプ

165・ 166、 さらに後続する159・ 167～ 176の ようなものがある。このうち、164は蓋になるかもしれな

ヤゝ。

皿 (177・ 178) 177の 口縁部が外上方に開き気味に立ち上がるのに対して、178は より垂直に近 く

立ち上がっている。

椀 (179。 180) 内湾する国縁部の破片と、円盤高台の底部片がある。底部外面は切 り離し後撫で

られており、すのこ痕が残っている。

高邦 (181～183) 小型の高邪脚部片。

壷 (184～192) 短頸壷、長顕壷、脚付壺などがある。短頸壷187の肩部や丸底の壷189の外底面に

はヘラ記号が刻まれている。脚付壺192の脚端部外面にはヘラによる列点文が施されている。

甕 (193～198) 小型の胴部198の ほか口頸部の出上がある。198に は195の ような短 く外上方に開 く

ような口縁部が伴うものと考えられる。

土師器 (第 16図 )

邪 (199・ 200) 回転台土師器邦の底部が 2点出上している。うち、199は二次的に被熱している。

椀 (201～203) 貼 り付け高台を持つ椀底部片。

皿 (204・ 205) 204は復原底径14.5cmの底部から短い口縁部が外上方に直線的に立ち上がってい

る。鋭角的に立ち上がる204に較べて205の屈曲は緩やかで、日縁部が若干外反している。

25
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第16図 SR 1 5。 6層 出土遺物実測図(2)

黒色土器 (第 16図 )

椀 (206・ 207) 両者 ともにA類椀、2061ま 口縁部片、内面には横方向の細かい ミガキを施 されてい

る。

瓦器椀 (第 16図-208) 直径4.7cmの 低い輪高台を持つ和泉型椀の底部片。

施釉陶器 (第 16図 )

灰釉皿 (209) 内面に段 を持つ段皿、外面の施釉部位 は口縁部付近のみ。

195
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0                  5cm

(S=1:2)

第 17図 SR1 5・ 6層 出土遺物実測図13)

青磁碗 (210)龍泉窯系青磁碗。内面見込

み部には花文を陰刻するが、この部分には釉

掛けが施されていない。また、高台内面や畳

付けも露胎である。

石製品 (第 17図 )

スクレイパー (2■)サ ヌカイ トの横長剣

片を素材 としている。

層位不明の遺物 (第 18図、図版 7)

とり上げ、あるいは整理途中で結果的に出土層位が曖昧になってしまった遺物が若干存在するが、

SR l出上であることにかわりはないので、ここでとり上げておく。
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弥生土器

壷 (212～217) 2点ある口縁部のうち、212は 国径9.7側 を測る小型品。口端部に刻みを持ち、内

面には馬蹄形状に突帯が貼 り付けられ、注口状になっている。頸部外面には4条の沈線が施されてい

る。外面は刷毛目の後横方向に磨かれ、焼成は堅緻である。胴上部の片には小型品213と 中型品215の

2点があり、両者 ともに最大径部やや上位に 3～ 4条の沈線が巡っている。また、213の 頸基部には現

状で 2条の沈線が確認できる。本来、212の ような口頸部を伴っていたものと考えられる。

蓋 (216)裾部、天丼部を欠 く。外面の調整が刷毛目の後ヘラ状工具で粗 くナデられているのに較

べて内面は入念に磨かれている。

須恵器

不 (218～221) 身受けのかえりを持つ218、 持たない平底の219・ 220、 さらに底部に貼 り付け高台

を持つ221がある。

壷 (222)短頸壼の底部 と思われる丸底の底部。

土師器

鍋 (223) 口縁部の小片で復原口径には若干の不安があるが、中世の上師器鍋である。

SD l出 上の遺物 (第19～23図、図版 8)

弥生土器 (第 19図 )

壷 (224～227)肩部の片224に は、細い竹管様のものを 3本、あるいは2本束ねた工具で、刺突列

点文、平行沈線文、波状文を組み合わせた文様を描いている。その他の底部はみな平底、胎土に長石

粒を多 く含んでいる。

須恵器 (第 19・ 20図 )

不 (228～257) 身・蓋をあわせると、古墳時代タイプのものから輪高台の底部を持つものまで各

時期のものがある。これらのうち、比較的遺存状況の良好なものについて記述してお く。蓋230は 国径

10.4cm、 器高3.6cm、 日縁部 と天丼部 との境に鈍い稜がある。天丼部 は、切 り離し痕が目だたない程度

に軽 く撫でられている。身231は復原口径10.7cm、 器高3.4cmを測る。底部の切 り離し痕は調整されて

いない。底部で破裂しており、製品として用をなさなかったものと考えられる。身245は器高5。 3cm、

復原口径15.7cm、 底径10.6cmを測る。断面方形の高台は貼 り付けによる。体部は直線的に外上方に立

ち上がるが、国縁部で若干外反している。

椀 (258) 円盤状高台の底部片。

甕 (259～262) 口頸部片 3点のうち、日縁部が開 くもの259・ 260と 、直立する261と がある。261

は肩部の 2箇所に環状把手を持つ双耳甕である。262の胴部下半は砲弾形を呈する。外面は浅い格子叩

き、内面の叩きは横方向に粗 く撫で消されている。

壷 (263～268)輪高台を持つもの264～267と 平底の268がある。肩部263と 下半部264と は接合はし

ないが、同一個体 と考えられるもので、稜を持って屈曲する胴部形態をなす。

硯 (269)か ろうじて機能する程度の低い輪高台を持った小型の陶硯であるが、使用痕はみられない。
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(S=1:4)

第20図 SD l出土遺物実測図12)

土師器 (第21図 )

椀 (270～279) 貼 り付けの輪高台を持つ椀の一群。ほとんどが、断面三角形の低い高台を持つ。

いずれも摩滅が進行したり、二次的な被熱により器面が荒れており観察が難しいが、270の内面は磨か

れているようである。また、この椀の外面には回転成形の痕跡が凹凸として残っている。

邦 (280～284) 回転台成形の邪の一群、これらも摩滅のため切 りはなし痕等の観察はできない。

284は パヽ皿になるかもしれない。
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第21図 SD l出 上遺物実測図(3)

瓦器 (第 21図 )

椀 (285～288) いずれも和泉型の椀である。285で器高5.2cm、 口径15.5cm、 底径5.8cmを 測る。

瓦 (第21図 -289) 斜格子叩きの平瓦 と思われる片、表面の布目は若干粗い。

石製品 (第 22図 )

台石 (290～292)砂岩の自然石を利用したもので、いずれも破損している。作業面には擦 り痕 と

敲打痕の双方が確認できる。

石核 (293) かなり風化しているが、サヌカイ トの石核。側縁の 2面に自然面を残している。

石斧 (294) 緑泥片岩製の柱状片刃、基部を欠損しており、現存長で6.8cmを 測る。横断面形は 1
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(S=1:2)

第23図 SD i出 土遺物実測図(51。 古銭拓影

銭貨 (297～299) 中国銭が 3点出上 している。

955年初鋳の北宋銭、「至道元費」 2種。

cm四 方の隅丸方形に近い形状をなしており、

全体的に鏑が甘い。

石鏃 (295)長 さ2.8cm、 基部幅1.8cmの 三

角形鏃、重量1.4gを 測る。サヌカイ ト製。

その他の遺物 (第 23図 )

管玉 (296) 直径1.2cmを 測る大型の管玉

片、碧玉製。

297は「開元通費」、621年初鋳の唐銭。298・ 299は

◇ 299
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◎
ふ
囲
】
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0

耕作土中の表採遺物 (第 24・ 25図、図版 8)

須恵器 (第 24図 )

不 (300～308)300は かえりを持つ蓋の小破片、端部に面を持つのが特徴的である。その他、輪高

台を持つ不が多 く出上している。
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壷 (309～312)309・ 310は短頸壷、312は台付壷である。復原完形品の309は、日径6.3cm、 器高5.2

cm、 胴部最大径10.lcmを 測る小型品である。

蓋 (313・ 314)端部の形状に若干違和感があるが、一応壷蓋 として扱ってお く。特に314は脚付壷

の脚端になるかもしれない。

甕 (315) 端部に突帯や肥厚帯を持たず、これといった特徴のない口頸部。

0

) 、、 ψ 0

Cm

(S=1:3)

第25図 表採遺物実沢」図(21
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緑釉陶器椀 (第 24図-316) 小片のため、傾 きに若干不安な部分があり、皿になるかもしれない。

須恵質の生地の内外面に施釉されているが、ほとんど銀化してしまっている。

土師器椀 (第 24図 -317)

がみられる。

径5.8cmの 貼 り付け高台を持つ底部片、高台には貼 り付け時の指頭圧痕

石製品 (第 25図 )

石斧 (318～321)カロエ斧 2点、伐採斧 2点の出土があり、いずれも緑泥片岩製である。柱状片刃

の318は完形品で、全長10.2cm、 重量36.Og。 両側面はほとんど研磨されていない。319は扁平片刃の

未製品と考えられ、短冊状の自然石から刃部を研磨し始めた時点で製作を放棄している。320・ 321の

2点の伐採斧は折損あるいは象J離 した破損品である。

台石 (322) 破損した小片であるが、肌理の細かい砂岩で擦 り痕がある。

3. /Jヽ

この調査区において調査されたのは、SR lと している自然流路 と溝 SD lであり、両者 ともに多様

な遺物を包含していた。SR lは東西方向に蛇行しながら流れるもので、調査ではその北岸付近の一部

が検出されているのみで、対岸 となる南岸は検出されていない。ここで周辺の地形をみてみると、調

査区内を西流している現況用水路の北直近には東西方向に走る段丘があり、この段丘に沿うように現

在の用水路が流れ、また SR lの北岸も検出されている。したがって、現存するこの段丘はSR lに

よって形成されたものと考えられる。そこで、調査区の南方向を見渡してみると、南約70～100mの付

近にこの北段丘に対応するような高まりが東西に走っており、この高まりが流路南岸に相当するもの

と考えられる。つまり、調査では幅70～ 100m前後の東西方向に走る大規模な流路の北岸付近の一部が

検出されているものと推定できる。試掘調査Tlで確認されたような幅10m程度の比較的小規模な流

路は北東方向からこの大規模な流路に合流しているのであろう。

本文中でも述べたように流路の最深部まで完掘できたわけではないが、調査できた範囲内では流路

内には大きく3枚の包含層があり、下位の第10層 としている暗茶褐色粘質土からは弥生時代前期の遺

物が出土している。甕でいえば多 くのものが口縁部折 り曲げで、端部に刻み目を持ち、頸部は無文の

もの、 2・ 3条から多いものでは 7・ 8条程度のヘラ描沈線、あるいは複数条のヘラ描沈線間に山形

文を組み合わせたものなどがある。外面の調整は確認できるものでは刷毛目あるいはナデが多いが、

唯一口縁部貼 り付けのもの (33)に は内外面にミガキが採用されている。壷では、頸部や胴部上位に

2・ 3条のヘラ描沈線を持つものが多い。これらの中には削り出した突帯上に沈線を施すものが含ま

れている。また、「連鎖状刻目」を伴う突帯を持つものも僅かではあるが存在している。これらのこと

から、10層 の弥生遺物は前期後半から末、梅木謙一氏による当平野の弥生編年の前期Ⅲ・Ⅳ、特にⅢ

段階を中心とした遺物群 と判断できる。また、土器の多 くには激しいローリングを受けた形跡がみら

れない。近年の調査で、流路北側の段丘上の直近において、やはりこの時期の遺物を伴う土坑等が検

出されており、該期の集落が付近に存在することが判明しつつある。したがって、これらの遺物の多

くはこの集落にかかわるものである可能性が高い。
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この10層上位の 9～ 5層にかけては、 7～ 8世紀を中心 とした遺物が包含されている。下位の 8・

9層 にはそれらに弥生時代前期後半から中期の遺物が混ざり、上位の 5・ 6層 には10～ 13世紀代の遺

物が少量含まれるという状況である。先述のようにこの流路は溝 SD lに切 られている。5・ 6層 に含

まれる比較的年代の降る遺物はこの溝にかかわるものと考え、流路 SR lの北岸は8世紀代にはほと

んど埋まっていたものと推定する。当然、幅70mを超える流路であるので、その全体が埋没した年代

については不明 とせざるを得ない。

溝 SD lか らは古代の遺物 も多 く出上し、また少量ながら弥生時代の上器。石器や古墳時代の管玉、

唐銭 。北宋銭、10世紀以降の上師器など多様な遺物が出土しているが、最も新しい遺物は13世紀中頃

と考えられる瓦器である。また、これらの遺物 とともに拳大から人頭大あるいはこれを超える大 きさ

の角礫・ 円礫が多数検出された。これらの礫群によって構築された水路のようなものではなかったか

と考えており、いつの段階で構築されたものかは不詳であるにしても、13世紀頃まではその機能を果

たしていたものと考えられる。

なお、調査地北の段丘上には先述の弥生集落のみならず、縄文晩期の上坑、古墳時代後期の竪穴住

居、古墳時代から古代の掘立柱建物など各期の遺構が確認されてお り、流路内の遺物の多 くはやはり

段丘上のこれらの遺構群にかかわるものと推定される。

〔文献〕

梅木 謙― 「西瀬戸内地方の弥生時代前期土器一松山平野を中心として一」『牟田裕二君追悼論集』牟田裕二君遺障論

集刊行会 1994

山本 健―・山之内志郎 「古市遺跡 2次調査地 (1区 )」 「五楽遺跡 (1、 5区 )」 『松山市文化財調査年報IX』 松山市

教育委員会・動松山市埋蔵文化財センター 1997

遺物観察表

(1)番号は本文中の通し番号である。

(2)法量欄 ( )は復原推定値である。

調整欄 遺物の各部位を略記した。

国縁部一日、口縁端部一回端、頸部一頸、胴部一胴、胴部上半―胴上、胴部下半一胴

下、底部一底、必部一邦、脚部一脚、柱部―柱、天丼部一天、受部一受、つまみ一つ、

かえリーか、裾部一裾、高台一高

胎土 。焼成欄 胎上には、その粗密とともに含まれる鉱物を略記した。石英一石、長石―長、

砂粒一砂、なおカッコ内は鉱物粒子の大 きさをミリメー トル単位で表している。

焼成具合は次のとおりである。良好一◎、ふつう一〇、不良―△。

７
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つ
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表 1 試掘調査出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 敷

五 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版
外  面 内   面

1 杯蓋 残高  18
宝珠つ まみ。焼 けひずみ してい る。

ナ デ ナ デ 灰 色
長(1)

◎
T-1

2 不吾
口径 (170)

残高 22

やや扁平な笠形の天丼部。国縁部は下方へ

屈曲し端面にクポミがみられる。
○回転ヘラ削り
Θ回転ナデ

ナ デ 灰 色
密

◎
T-1

3 不 蓋
口径 (248)

残高  18

やや扁平な笠形の天丼部。日縁部は下方ヘ

ゆるやかに屈曲し端部は丸みをおびてい

る。

○回転ヘラ削リ

Θ回転ナデ
ナ デ 灰色

長(1)

◎
T-1

4 不 蓋
径

高

回

残

(126)

20

扁平な天丼部。国縁端部とかえり端部はほ

ぼ同じ位置で接地する。 回転 ナデ 回転 ナデ 灰 色
長(1)

◎
T-1

5 不 身

径

高

径

口

器

底

(136)

41
(101)

貼り付け高台。高台は体部と底部の境付近

に付く。 回転 ナデ 回転 ナデ 灰 色
長(1)

◎
T-1 8

6 邦 身

径

高

径

口

器

底

(101)

25
76

底部は扁平。日縁部は外反し端面にはクボ

ミがある。内面に自然釉付着。
Θ回転ナデ

◎ヘラ切り
回転 ナデ

色

色

灰

灰

自

淡

密

◎
T-1

7 不 身
底径 (100)

残高  11

底体部の境付近に貼 り付高台。
◎回転ナデ

⑥ヘラ切り
回転 ナ デ 灰色

密

◎
T-1

8 慇 残高 31
肩部に2乗の沈線。その上位に5本単位の

工具で押し引きしたような列点がある。自

然和付着。

回転ナデ 回転 ナデ 淡灰色
密。長(1)

◎
T-1

9 重 残高 65
肩部に2乗の沈線。その間に 4本単位の歯

状工具による列点文がみられる。 回転 ナデ 回転 ナデ
淡灰色

白灰色

密・長(1)

◎
T-1

10 皿

口径 (172)

器高  15
底径 (146)

平底。体部は斜め上方に直線的に立ち上が

る。国縁端面部は丸みをおぴている。
◎ナデ

◎回転ヘラ切り
ナ デ 白色

密

△
T-1

11 邪
底径 (52)
残高  17

円盤高台。

マ メツ マメツ 淡橙色
石・長(1)

○
T-1

12 不
径

高

底

残

(56)

29

平底の底部から斜め上に直線的に立ち上が

る。
④ナデ

⑥回転ヘラ切り
ナ デ

淡灰褐色

淡責白色

石。長(1～ 2)

○
T-3

13 碗
底径 (64)
残高 19

龍泉窯系青磁碗の底部。高台内面は露胎。

畳付が削られている。 施釉 施釉 緑灰色
密

◎
T-4

14 碗
径

高

底

残
龍泉窯系青磁碗の底部。高台内面は露胎。

帥 釉

⑮無釉
施釉 淡緑色

密

◎
T-4

15 奏
口径 (386)

残高 81

口縁部は外上方に直線的に開き上端部に面

をもつ。
◎回転ナデ

④タタキ
◎回転ナデ

④タタキ
淡黄褐色

密

△
T-5

碗
口径 (■ 0)

残高 37

天目茶碗・黒褐色の鉄釉。

施 FHI 施釉 黒茶色
密

◎
T-5

杯 残高 24
底部は扁平で立ち上がりは内湾している。

④回転ナデ

⑮回転ヘラ切り
回転 ナデ 暗灰色

密

◎
T-6

残高  56
脚付壷の脚部。 1条の突帯と4方向の長方

形透孔がみられる。 回転 ナデ 回転 ナデ 淡灰色
密・石・長 (1)

◎
T-6

残高 103
長頸童の頸部。内外面とも自然釉付着。

回転 ナデ 回転 ナデ 淡灰色
密

◎
T-8

豆 残高  88
短頸壷の底部～体部。肩部 が張 っている。

マメツ マメツ 白灰色
長

△
T-8

38



出土遺物観察表

試掘調査出土遺物観察表 土製品

表 2 SR l(10層 )出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外   面 内   面

高邪
底径 (122)

残高  37

脚裾片。裾端部に面をもつ。自然釉付着。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

暗灰色

密

◎
T-8

壺 残高  92
長顕壺の頸部。中位に平行沈線 2条。

回転 ナデ 回転ナデ 白灰色
密

◎
T ll

椀
径

古回

底

残

(70)

19

貼り付け高台。断面三角形の高台が底部と

体部の境に付いている。 回転 ナデ 回転 ナデ 乳 白色
密

○
T― ■

(I)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外   面 内  面

甕
径

高

口

残

(158)

58

口縁端面 に亥」目。頸部無文。
③ヨコナデ

⑪ハケ(12本 /1cm)

Θヨコナデ

⑩ミガキ
黒色

淡黄 白色

石。長(1～ 2)

◎
5

甕
口径 (212)

残高  44

国縁端面に深い刻目。頸部無文。

ナ デ ナ デ
黒色

淡褐色

石・長(1～ 3)

◎

外面 に

スス付

着

5

甕
口径 (200)

残高 53

口縁端面 に刻 目。頸部無文。

ナ デ ナ デ
茶褐色

淡黄白色

石 (1～ 3)

◎
5

甕
回径 (242)

残高  50

口縁端面 に刻 目。頸部無文。
◎ヨヨナデ

⑪ハケ(5本/1cm)

Θヨコナデ

⑮ ミガキ

灰褐色

暗褐色

石(3)

◎
5

甕
口径 (200)

残高  78

口縁端面 に刻 目。頸部 にヘ ラ描沈線文 1条。
◎指頭痕→ナデ

⑪ナデ
Θナデ

⑩指頭痕→ナデ 色

色

褐

黒

灰

石・長(1～ 3)

◎

外面 に

スス付

着

5

甕
径

高

回

残

(196)

57

口縁端面に刻目。頸部にヘラ描沈線文 3条。
◎指頭痕→ナデ

⑪ナデ
Θナデ

⑩指頭痕→ナデ
淡褐色

淡責褐色

石。長(1)

ウンモ

◎

5

甕
口径 (188)

残高 49

口縁端面に刻目。頸部にヘラ描沈線文 4条。

ナデ
◎ナデ

⑩指頭痕→ナデ

淡褐色

黒褐色

石・長 (1～ 3)

金

◎

5

甕
口径 (300)

残高 50

回縁端面は無文で丸くおさめられている。

頸部にヘラ描沈線文 4条。 ナ デ 指頭痕→ナデ 淡責白色
石・長 (1～ 3)

◎
5

甕
回径 (213)

残高 ■ 1

口縁端面に刻目。頸部にヘラ描沈線文 7条。
Θ指頭痕→ナデ

⑩ハケ→ナデ
ナ デ 灰責褐色

石・長(1～ 3)

◎
5

甕
口径 (173)

残高 96

断面三角形状の貼り付けによる口縁。口縁

端面に刻目。頸部にヘラ描沈線文 4条。
◎ヨヨナデ

⑪ ミガキ

◎指頭痕→ナデ

⑪ミガキ
茶褐色

石・長(1～ 4)

◎

外面 に

スス付

着

5

甕

回径 14 5

-148
12 5残 高

口縁を折り曲げた後、花弁状の突起をもた

らした口縁部。頸部にヘラ描沈線文 4条。 ケヽ→ナデ
指頭 痕・ハ ケ→ ナ

淡灰褐色
石。長(1～ 2)

◎
5

甕
口径 (240)

残高 57

口縁端面に刻目。頸部に上段・ヘラ描沈線文

4条、中段・山形文、下段・ヘラ描沈線文 4

条。

Θヨコナデ

⑮ハケ
◎ヨコナデ

⑩指頭痕

黒褐色

淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
5

甕
径

高

国

残

(238)

42

口縁端面、顎部ともに無文。日縁端部は丸

くおさめられている。 ナ デ
Θヨコナデ

⑩ミガキ
赤褐色

石。長(1～ 2)

◎
5

甕 残高 33
口縁部片。頸部 にヘ ラ描格子文。

ナ デ ナ デ 赤掲色
石・長(1～ 3)

◎

甕 残高  54
頸部片。ヘラ描沈線文 6条。

ナ デ ナ デ
黒褐色

黒色

石・長(1～ 3)

○

甕 残高 56
頸部片。ヘ ラ描沈線文 3条。

ナ デ ナ デ 黄褐色
長(1～ 2)

○

39



古市 遺 跡 1区

SR l(10層 )出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内   面

甕 残高 45
頸部片。ヘラ描沈線文 4条。

ナ デ ナ デ 髄鋭
淡

淡

石・長(1～ 3)

ウンモ

○

奏 残高 47
頸部片。ヘラ描沈線文 8条。

ナ デ ナ デ 灰4g」色
石・長(2)

◎

外面に

スス付

着

甕 残高 58
頸部片。やや厚みのある器壁。ヘラ描沈線

文 8条。 ナ デ 指頭痕→ナデ 淡褐色
石。長(2)

◎

甕 残高 64
頸部片。ヘ ラ描沈線文 7条。

ナ デ ミガキ
色

色

褐

黒

灰

石・長(1～ 3)

◎

外面に

スス付

着

甕 残高  99
頸部片。ヘラ描沈線文は5条 まで確認でき

る。 ハ ク ナ デ
黒色

灰褐色

石。長(1～ 4)

◎

外面に

スス付

着

甕 残高  72
頸部片。ヘラ描沈線文は3条 まで確認でき

る。 ハケ (5～6本/1cm) ミガキ
黒色

灰褐色

長(1-5)
◎

外面に

スス付

着

甕 残高  57
頸部片。ヘラ描沈線文は4条 まで確認でき

る。 ナ デ ナ デ 淡褐色
長(1～ 2)

◎

奏 残高 41
頸部片。ヘラ描沈線文は3条 まで確認でき

る。 ハ ク ミガキ 黒 色
石。長(1～ 5)

◎

密 残高  43
頸部片。ヘラ描沈線文は1条まで確認でき、

その上に刺突文。 ハ イオ ナデ 灰褐色

石・長(1～ 2)

ウンモ

◎

甕
径

高

底

残

(60)

54

平底。

ナ デ ナ デ 淡黄橙色
長 (1～ 2)

◎

甕
径

高

底

残

平底。

ナ デ ミガキ 淡責褐色
石。長(5)

◎

甕
径

高

底

残

(87)

55

平底。
⑮ハケ(6本/1cm)

◎ナデ
指頭痕→ナ デ 淡褐色

石(3)

◎

奏
径

一局

底

残

厚みをもち突出する平底。

ナ デ 指頭痕 →ナデ
黒褐色

黒色

石 (1～ 3)

◎

甕
径

高

底

残

(74)

50

厚みのある平底。

ナデ ミガキ 乳灰白色
石。長(3)

◎

甕
径

一品

厘

残

(70)

47

平底。
⑩ハケ→ナデ

◎ナデ
ナ デ

色

色

褐

褐

淡

茶

石。長(1～ 3)

◎

甕
底径 (100)

残高 29

平底。

ナ デ 指頭痕→ナデ
灰茶褐色

淡褐色

石・長(1～ 4)

ウンモ

◎

甕
径

高

層

残

(78)

32

厚 みのある平底。

ナ デ 指頭痕→ナデ 淡黄灰白色

石(1～ 2)

ウンモ

◎

甕
径

高

底

残

(85)

47

ゆるやかなくびれをもつ平底。

ナ デ
⑩ ハケ

⑪ ミガキ→ナデ
淡責褐色

石。長(1～ 2)

◎

甕
径

高

底

残

(90)

47

周縁に輪状の若子の高まりをもつ底部。
⑪ハケ→ナデ

◎ナデ
ケヽ→ナデ

橙褐色

黒褐色

石・長(2)

ウンモ

○

奏
径

高

底

残

(80)

33

周縁に輪状の若子の高まりをもつ底部。

ナデ ナ デ 黄褐色
石・長(1～ 3)

○



出土遺物観察表

SR l(10層 )出 土遺物観察表 土製品 (3)

番 号 器 種 法量 (cn) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図 lla

外   面 内  面

甕
底径 (68)
残高 32

周縁に輪状の若千の高まりをもつ底部。

ナ デ ナ デ 淡褐色
石。長 (1～ 2)

◎

甕
底径 (50)
残高 43

わずかに突出する平底。

ケヽ→ナデ ケヽ→ナデ
淡灰 白色

黄灰色

石・長 (2)

◎

甕
底径 61
残高 44

厚みのあるクボ ミ底。

ナ デ ナ デ 淡黄褐色
石・長 (1～ 3)

◎

甕
径

高

底

残

56
25

厚 みのあるクボ ミ底。
⑩ハケ

⑮ナデ
ケヽ

黄白色

黄褐色

石・長 (1～ 3)

○

甕 残高 86
頸胴部片。頸部に断面三角状の貼 り付け突

ミガキ ミガキ
色褐

色

黄

黒

石・長 (1～ 4)

◎

甕
径

高

口

残

(176)

70

口端部外側 に平坦面。やや張 りのある胴部。

ハ ケ クヽ
黒褐色

淡責白色

長(1)

◎

外面 に

スス付

着

士望
日径 (248)

残高 52

口縁端面に亥」目。日縁内面に刻目貼 り付け

突帯。
但⊃ナデ

〇 ミガキ
ナ デ 黒褐色

石・長(2)

◎

一空
口径 (152)

残高  47

口縁端面の 1条のヘラ描沈線の上下に刻

目。 ナデ ミガキ 灰褐色
長(2)

◎

士望
日径 (156)

残高  14

口縁端面の 1条のヘラ描沈線の上下に刻

目。 ナ デ ナデ 暗褐色
石・長 (1～ 2)

◎

壺
国径 (174)

残高  25

口縁端面にヘラ描斜格子文。

ナ デ ミガキ→ナデ 茶褐色
石 (3)

◎

立
口径 (156)

残高 61

口縁部にψ4mmの 円孔。頸部削り出し突帝

上に沈線2条。 ミガキ ミガキ 灰褐色
石・長 (1～ 2)

◎

一宝
口径 (122)

残高  41

ゆるやかに外反する国縁。端部は面をもつ。
ヽケ ケヽ (11本 /1cm) 茶褐色

長(2)

◎

一霊
径

高

回

残

(166)

59

ゆるやかに外反する口縁。日縁端部は丸 く

おさめられている。頸部に削出突帯上に 2

条の沈線。

ナ デ 指頭痕→ ナデ 淡褐色
石・長 (1～ 2)

◎

士軍
口径 (116)

残高 38

短く開く回縁。筒状の頸部にヘラ描沈線文

1条。
◎ヨコナデ

⑤ハケ
ミガキ 黒褐色

石・長 (1～ 3)

◎

残高  75
頸部片。ヘラ描沈線文 4条。

ナ デ 指頭痕→ナデ ▼L白 色

石・長 (1～ 3)

ウンモ

○

壷
口径 (104)

残高 44

短 く開く口縁。筒状の頸部にはヘラ描状線

文が 4条まで確認できる。 ミガキ ナ デ 随
随

茶

黄

長(3)

◎

壷
口径 160
残高 116

口縁端部は平らで頸部に明確な削り出し突

帯上に4条の沈線。

Θヨヨナデ

◎ハケ

⑩ミガキ

◎ヨコナデ

⑮ミガキ

⑪ハケ

色

色

褐

褐

茶

黄

石。長(3)

◎
5

77 壷 残高  58
長頸童の頸部片。ヘラ摘沈線文 8条の下に

連鎖状刻目突帯。 ケヽ ナ デ 灰褐色
石。長 (2～ 5)

○

士宜 残高 41
頸部片。削り出し突帯上の沈線は5条 まで

確認できる。 ミガキ ナ デ
色

色

褐

褐

黒

灰

石・長 (1～ 4)

◎

士電 残高  36
頸部片。沈線は3条まで確認できる。

ナ デ 指頭痕→ナデ 灰褐色
石・長 (1～ 2)

◎

刀
仕



古 市遺 跡 1区

SR l(10層 )出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内画 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 コ 版

外   面 内   面

士電 残高  39
頸部片。沈線は4条 まで確認できる。

ナ デ ナ デ
淡黄褐色

灰褐色

石・長(1～ 2)

○

壷 残高 62
頸部片。貼付突帯上に横位の沈線。

ナ デ
◎ ミガキ

⑩ナデ

乳灰色

灰褐色

長(2)

◎

一虹 残高 43
頸部片。ヘラ描沈線文 3条。

ナ デ ナ デ 淡責褐色
石。長(1～ 2)

◎

士軍 残高  64
胴部片。頸部に沈線 1条まで確認できる。

胴部上位に3条の沈線。 ケヽ→ミガキ 指頭痕→ナデ
色

色

褐

褐

黒

灰

石。長(1～ 2)

ウンモ

◎

壷

口径 169
器高 (302)

底径 187

口縁内面に突帯。口端面に1条 の沈線。頸

部に削り出し突帯上に5条の沈線。
キガ

デ

と
ヽ

ナ

↓
キ

コ
ケ

ガ

デ

③ョ餅
は
戯

デナ

デ
　
　
↓
キ

ナ

キ

ケ

ガ

コ
ガ

ハ
ミ
ヽ

岬
鹸

∽

廠

黒掲・淡褐

淡褐・黒褐

石・長(3)

◎
5

士笠 残高 125
胴上位から頸基部の片。

ハケ→ミガキ ミガ 茸 灰褐色 長 (1)

士望 残高 ■ 5

胴部上位にヘラ描沈線文 1条。大型品。

ナデ ナ デ
黒褐色

淡灰褐色

石・長(2)

○

士軍 残高 114
胴部片。丸味をおびた胴部。胴部上位にヘ

ラ描沈線文 5条。 ミガキ 指頭痕→ナデ
暗褐色

淡褐色

石。長(3)

◎

壷 残高 43
胴郡片。ヘラ描斜格子文。

ナ デ ナ デ
橙褐色

黒褐色

石・長(1～ 2)

◎
6

一空 残高  44
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 1条以上。

ナ デ ハケ→ミガキ
黒褐色

淡灰褐色

石・長(2)

◎
6

士霊 残高 55
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 1条以上。

ナ デ 指頭痕→ナデ
黄褐色

淡灰褐色

石。長(1～ 2)

ウンモ

◎

6

〓軍 残高  50
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 3条以上。

ミガキ ナ デ 暗茶褐色
石。長(2～ 6)

○
6

重 残高  31
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 2条以上。

ナ デ ナ デ 淡褐色
石。長(1～ 2)

◎
6

一更 残高  36
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 2条。

ナ デ ナ デ 淡責褐色
石・長(1～ 2)

◎

士電 残高  36
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 5条。

ヽケ ナデ
黄褐色

淡責褐色

石・長(1)

◎

一電 残高 40
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 8条以上。

ナ デ マメツ 灰褐色
石・長(1～ 2)

○
6

一霊 残高  40
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 3条。

ミガキ 指頭痕→ ナデ
灰褐色

黒褐色

石。長(1～ 2)

◎
6

壷 残高  52
大型童の胴部片。削り出し突帯上に4条の

沈線。 ミガキ ナ デ 淡褐色

石。長(1～ 3)

ウンモ

◎

6

壷 残高  59
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 4条。そ

の下に格子文。 ナ デ ナデ 黒色
石。長(2)

◎
6

残高 47
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 ユ条以上。

ミガキ ナ デ 黒 色
長(1～ 4)

◎
6

42



出土遺物観察表

SR l(10層 )出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cr) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考 図jII

外   面 内  面

重 残高 62
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 4条以上。

ミガキ ナ デ
灰色

淡黄白色

石・長(1～ 3)

○
6

一霊 残高  60
胴部片。胴部上位 にヘ ラ描 沈線文 3条。

ナ デ ナデ 責褐色
石。長(1～ 2)

◎
6

一霊 残高 66
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 4条。

ナ デ 指頭痕→ ナデ
淡黄褐色

淡黄白色

石・長(1～ 4)

○
6

壺 残高  56
胴部片。胴部上位 にヘ ラ描沈線文 3条以上。

ミガキ ナ デ 灰褐色
5ミ (1)

◎

士軍 残高 62
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 2条以上。

ケヽ→ミガキ ナ デ 淡黄褐色
石・長(1～ 2)

◎

壺 残高 46
胴部片。胴都中位にヘラ描沈線文 5～ 4条。

ミガキ ナ デ 淡灰褐色
石・長(2)

○

残高  46
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 4条以上。

ミガキ ナ デ 茶褐色
石。長(2)

○

残高 52
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 5条以上。

ミガキ マメツ
黒色

灰褐色

石。長(1～ 3)

◎

外面 に

スス付

着

士軍 残高  46
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 3～ 2条。

マメツ ナデ
乳 白色

淡灰褐色

石・長(1～ 2)

○

豆 残高 34
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 2条。

マメツ ナ デ
色

色

褐

褐

灰

淡

石・長(4)

○

士電 残高  46
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 1条以上。

ケヽ→ナデ 指頭痕→ナデ 淡褐色
7三・√ミ(1)

◎

士霊 残高 46
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 4条以上。

ミガキ ミガキ 髄
髄

暗

灰

石。長(1～ 6)

◎

士駆 残高  42
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 2条以上。

大型品。 ミガキ ミガキ 黒褐色
石。長(1～ 2)

◎

外面に

スス付

着

壷 残高  42
胴部片。胴部上位にヘラ描沈線文 2条以上。

ナ デ ナ デ
灰褐色

淡責褐色

長(1～ 3)

○

壺
径

高

底

残

61
41

平底。

ナ デ ナ デ 灰褐色
石・長(2～ 4)

○

壷
径

高

底

残

(80)

26

厚みのある平底。

ナ デ ナ デ
責褐色

茶褐色

石・長(2～ 3)

◎

豆
径

高

底

残

81
46

平底。
⑩ハケ

◎ナデ
ナ デ 淡黄白色

石。長(1～ 5)

◎

壷
底径  69
残高 46

厚みのある平底。

ナ デ ナ デ
黒褐色

淡黄褐色

石・長(1～ 4)

○

径

高

底

残

74
40

平底。
⑮ミガキ

⑥ナデ
ミガキ

淡褐色

黒灰色

石・長(1～ 2)

◎

士電
径

高

底

残

99
45

厚みのある平底。
⑪ミガキ

◎ナデ
ナ デ

淡責褐色

淡責灰褐色

石。長(1～ 2)

◎

つ
０

刀
■



古 市 遺 跡 1区

SR l(10層 )出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
威

胎
　
焼

備考 図 赫

外   面 内   面

径

高

底

残

74
45

平底。
⑩ミガキ

◎ナデ
ナデ 淡褐色

石。長 (1～ 2)

○

壷
底径 (88)
残高 43

突出気味の平底。
⑮ミガキ

Θナデ
ナ デ 淡褐色 石 (2)

壷
底径 (80)
残高 47

厚みのある平底。

ナ デ ケヽ
淡責灰白色

黒灰色

石・長(2)

◎

重
径

高

底

残

(72)

58

平底。
⑮ミガキ

◎ナデ
ミガキ

灰褐色

黒色

石。長(2)

◎

蓮
径

高

底

残

83
61

突出気味。厚みのある平底。
⑪指頭痕・ミガキ

◎ナデ
ナ デ 黒褐色

石・長 (1～ 2)

○

径

高

底

残

89
55

平底。

ナ デ ハケ→ナデ
淡黄灰白色

黒灰色

石・長(1～ 3)

◎

径

高

底

残

(80)

60

突出気味の平底。
⑩ハケ→ミガキ

⑤ナデ
ナ デ

淡灰白色

乳灰白色

石・長 (1～ 2)

◎

壷
径

高

底

残

(74)

58

厚みのある平底。

ナデ 指頭痕→ナデ 淡黄灰 白色
石(1～ 4)

○

壷
径

高

底

残

(80)

53

わずかなクボミをもつ平底。

ナ デ ケヽ→ナデ 渋責白色
長(2)

◎

一室
径

高

底

残

73
78

平底。外底面にヘラ描による記号状の陰刻。
⑩ ミガキ

◎ナデ
ナ デ

色褐

色

黒

黒

長(2)

◎

一霊
底径 (67)
残高 71

平底。
⑩ミガキ

Θナデ
ナ デ 淡褐色

石(2)

◎

壷
径

高

底

残

95
72

平底。 ⑮ハケ→ナデ

指頭痕

◎ナデ

ナ デ
色

色

白

褐

淡

黒

石・長(2)

○

蓋

天丼径 61
器高 105
底径 (204)

天丼部はわずかなクボミをもち裾端部はや

や丸味をもつ。
⊂⊃ナデ

CDミ ガキ
ミガキ 黒褐色

長(3)

◎

蓋
天丼径 66
残高  88

天丼部はわずかなクボミをもつ。
指頭痕・ハケ→ ミ

ガ孝
指頭痕→ ミガキ

責褐色

黒色

石(2)

◎

表 3 SR l(10層 )出土遺物観察表 石製品

番 号 器   種 残   存 材   質

法 量

備 考 コ版

長さ(cm) 幅 (cm) )享 さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 1/2 緑色片岩 6

石庖丁 緑色片岩 175 6

石  斧 黒色片岩 37 49 10 6

剖  片 安山岩 159 354 0

砥  石 細粒砂岩 4130

鋼  片 サヌカイト 31 137

ガ
仕



出土遺物観察表

表 4 SR l(8。 9層 )出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考

外  面 内  面

鉢 残高  42
縄文土器。頸～胴部片胴部で強 く屈 曲す る。

ナ デ ナ デ 淡褐色

石。長(1)

ウンモ

◎

士璽
口径 142
残高  54

短い口縁部。頸部 にヘ ラ描沈線文 2条。
◎ヨコナデ

◎ハケ→ナデ
Θヨコナデ

⑮ ミガキ
責白色

石・長(1)

○

一宜 残高 40
口縁部片。回縁内面に刻目をもつ貼り付け

突帯の上面に連続竹管文。 ナ デ ナ デ 乳 白色
石・長(1～ 2)

○

士霊 残高  53
胴部片。胴部上位にヘラ描重弧文・沈線 2

条・斜格子文。 ナ デ ナデ 暗褐色
長(3)

○

144 士里 残高 58
胴部片。胴部中位にヘラ描沈線文 2条。

ナ デ ナ デ
乳 白色

淡灰褐色

石・長(1～ 2)

○

士宝
口径 (162)

残高 176

口縁内面に貼付突帯。筒状の顕部に連鎖状

刻目をもつ貼付突帯の下に4条の沈線。胴

部上位に5条の沈線。

ハケ→ナデ 指頭痕→ ナデ 淡黄 白色
石。長(1～ 3)

○
7

士軍
径

高

底

残

(80)

34

突出した厚みのある平底。
⑩ハケ→ナデ

Θナデ
ナ デ

暗灰褐色

淡灰褐色

石。長(1～ 3)

◎

士里
径

高

底

残

(80)

43

平底。
⑪ミガキ

⑧ナデ
ミガキ 淡黄褐色

石。長(1～ 3)

◎

士宝
径

高

底

残

(102)

52

平底。
マメツ マメツ 暗灰褐色

石・長(1)

○

甕
径

高

口

残

(278)

34

屈曲した短い口縁部。頸部下位に断面三角

形の圧痕文突帯。 ケヽ→ナデ ナ デ 淡黄白色
石(2)

◎

甕
径

高

口

残

(200)

56

口縁部の屈曲が強く、短い口・頸部をもつ。

国縁端面に2条の沈線。 ナ デ 指頭痕→ナデ 淡黄 白色
石。長(1～ 3)

◎

蓋
底径 144
残高 66

小型品。厚 みのある器壁。

ケヽ→ナデ 指頭痕→ ナデ 黄褐色
石・長(1～ 3)

◎
7

慮
径

高

底

残

胴部にφ19cmの 円孔。円孔の部直上 と頸

基部にそれぞれ 1条の沈線。
饉D回転ナデ

⑤回転ヘラ削リ
ナ デ 淡黄 白色

密

△
7

横金
口径 (122)

残高 75

口縁端部 は平 らにお さめ られている。

回転 ナデ 回転ナデ 淡紫灰色
石・長(1)

◎

甕 残高  70
頸～胴部。大型 品。頸部 に 2条の沈線。

回転ナデ
◎回転ナデ

⑩タタキ
暗灰色

長(1)

◎

甕 残高 43
頸～胴部。大型品。内外面に自然和付着。

⑪回転ナデ

⑮カキロ
◎回転ナデ

⑩タタキ
緑灰色

灰白色

石。長(1)

◎

士軍 残高  32
丸底。

⑩回転ナデ

⑮回転ヘラ削リ
回転 ナデ

灰色

灰白色

砂

◎

士霊
径

高

底

残

10 6

56

平底。底面に自然和付着。
⑩回転ナデ

◎不定方向のナデ
回転 ナ デ

暗灰色

灰 白色

砂

◎

壷 残高  90
台付壷の胴～底部。高台部欠損。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰白色

密

◎

45



古市遺跡 1区

表 5 SR l(5・ 6層 )出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外  面 内  面

不蓋
径

高

口

残

(192)

08

口縁部は下方へ屈曲し、端部は丸 く仕上げ

る。 回転ナデ 回転 ナデ 淡灰色
密

◎

不身
口径 (123)

残高  21

立ち上がりは内傾し、受部は水平。国縁端

部はやや尖り気味。 回転 ナデ 回転 ナ デ 淡灰色
密

◎

雰 身
口径 (104)

残高  25

立ち上がりは内傾し、受部は上外方へのび

る。 回転 ナ デ 回転 ナデ
暗灰色

淡青灰色

√ミ(1)

◎

不身
口径 (144)

残高 30

立ち上がりは直立し、受部は短 く、水平。

外面に自然釉付着。 回転 ナデ 回転 ナデ
暗灰色

淡青灰色

密

◎

不 身
径

高

口

残

(104)

24

立ち上がりは内傾し、受部は上外方へのび

る。 回転 ナデ 回転 ナデ 淡灰色
紀晉・ を 少

◎

不 身
口径 (■ 0)

残高 22

立ち上がりは短 く、内傾。受部は上外方へ

のびる。蓋の可能性がある。 回転 ナデ 回転 ナデ 白灰色
密・砂

◎

不 身
径

高

底

残

扁平 な底部。
⑮回転ナデ

◎ヘラ切リ
回転 ナデ 淡灰色

√き(1)

◎

杯身
径

一局

底

残

(90)

17

扁平な底部。
⑩回転ナデ

⑥ヘラ切リ
回転 ナデ 明灰色

密

◎

不 身
底径 (109)

残高 14

高台の付く郭。高台は体部と底部の境付近
に付く。貼付高台。

廻の回転ナデ

◎ナデ
回転 ナ デ 暗青灰色

石・長(1)

◎

不 身
径

高

底

残

(102)

32

高台の付くイ・高台は体部と底部の境付近

に付 く。貼付高台。
⊂⊃回転ナデ
◎ナデ

回転 ナデ 淡灰色
て番・ 毛

"◎

郭身
底径 (102)

残高  19

高台の付く不。高台は短 く、体部 と底部の

境付近に付く。貼付高台。
廻⊃回転ナデ

◎ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

暗

淡

密・砂

◎

杯 身
底径 (■ 6)

残高 17

高台の付く郷。高台は境界よりやや内側に

付く。貼付高台。 回転ナデ 回転 ナデ
淡灰色

淡青灰色

雅〒(1)

◎

杯身

径

高

高

口

器

残

16 9

55
(98)

口縁端部は尖る。高台は短 く体部と底部の

境付近に付く。賠付高台。
(口 胴高)ヨ ヨナデ

◎ナデ
回転 ナ デ 暗灰色

長(1)

◎
7

不 身
口径 (150)

残高 44

口縁端部 は尖 り気味。

回転 ナデ 回転 ナデ 青灰色
長(1)

◎

不身
径

高

口

残

(158)

34

口縁端部は尖り気味。

回転ナデ 回転 ナデ 灰褐色
密

◎

不 身
径

高

口

残

(200)

62

口縁端部は丸 く仕上げる。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

明灰色

密・石。長(1)

◎

イ 身

径

高

径

口

器

底

(128)

40
(76)

口縁端部は尖り気味。平底。
◎回転ナデ

◎ヘラ切リ
回転 ナデ 淡茶灰褐色

長 (1)

◎
7

杯身

口径 (150)

器高 34
底径 (114)

口縁端部は丸く仕上げる。平底。
Θ回転ナデ

◎ヘラ切リ
回転 ナ デ 灰色

密

◎

皿

径

一局

径

口

器

底

(154)

20
(118)

回縁端部は丸く仕上げる。平底。
◎回転ナデ

◎回転ヘラ切リ
回転ナデ 暗灰色

密

◎

llll

径

高

径

口

器

底

(164)

18
(148)

口縁端面にわずかなクボミがみられる。平

底。
◎回転ナデ

⑥ヘラ切り→ナデ
回転ナデ 明灰色

密・長(1)

◎

46



出土遺物観察表

SR I(5・ 6層 )出上遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外   面 内   面

椀
口径 (140)

残高  31

口縁は内湾し、端部は丸 く仕上げる。

回転 ナデ 回転 ナ デ 明灰色
密

◎

椀
径

高

底

残

(78)

25

円盤高台。
⑮ナデ

⑥ヘラ切り→ナデ
ナ デ 白灰色

石(1)

◎

高不 残高  64
小型品。脚部片。

回転 ナデ “

働ナデ

⑩シボリ痕→回転

ナデ

明灰色
密

◎

高不
底径  (70)
残高  60

小型 品。脚端部 は下方 にわずかに屈曲す る。

脚柱部 に沈線 1条。イ底面・ 脚裾部 に自然

釉。

回転 ナデ 回転 ナ デ 明灰色
密

◎

高郷
径

高

底

残

84
67

小型品。脚端部は下方に強く屈曲し、端面

にはナデクボミ。 回転 ナ デ

⊂Dナ デ

⑩シボリ痕→回転

ナデ

灰色
密

◎

豆 残高 73
長頸壺の頸部。国縁にむけて大きく外反す

る。 カキロ→回転ナデ
頓⊃回転ナデ

∈⊃未調整
灰色

淡茶灰色

長(1)

◎

士望 残高  80
長頸童 の頸部。直立気味。

回転 ナデ 回転 ナデ 暗灰色
長(1)

◎

一霊
径

高

口

残

(70,

38

短頸壺。国縁 は直立 し端部 は丸 く仕上 げる。

回転 ナデ 回転ナデ
灰色

明灰色

密

◎

士霊 残高  32
短頸壺。肩部にヘラ記号。

廻⊃回転ナデ

廻⊃ ヘラ肖」リ
回転 ナ デ 灰色

密。長(4)

◎

壺 残高  24
丸底。

⑩回転ナデ

⑥ヘラ肖」リ
回転 ナ デ

白灰色

淡灰色

手ミ(1)

◎

一空 残高 34
丸底。底面にヘラ記号。

回転 ナデ 回転 ナ デ 灰色 密

士雲 残高  46
脚付壷。脚部の3方向に長方形の透し。

回転ナデ 回転 ナ デ
灰色

明灰色

石・長(1)

◎

孝霊
径

一局

底

残

(160)

33

脚付壺。有段の脚部。

回転 ナデ 回転ナデ
灰色

明灰色

密

◎

士軍
底径 (188)

残高 58

脚付壷。端部はゆるやかに内湾する。脚端

外面にヘラによる列点文。 回転 ナデ 回転 ナ デ 灰褐色
砂

◎

甕
口径 (178)

残高 61

口縁部は外反し、端面にクボミがある。

回転ナデ 回転ナデ 灰 色

密

◎

甕
径

高

口

残

(202)

26

口縁部はゆるやかに外反し、端部は丸く仕

上げる。 回転 ナデ 回転 ナデ 白灰色
密

◎

甕
口径 (154)

残高  32

口縁部は短 く外反し、端部は丸く仕上 Iデる。

回転 ナデ 回転ナデ 暗灰色
砂

◎

甕
口径 (216)

残高 44

口縁部はゆるやかに外反し端部は下方へや

や拡張している。 回転 ナデ 回転 ナ デ
灰色

明灰色

石。長(1)

◎

甕
口径 (196)

残高 85

回縁部は直線的に外反し、端部は丸く仕上

げる。浅い沈線 1条。内外面に自然釉付着。 回転ナデ 回転 ナデ 灰色
石。長(2)

◎

甕 残高 328
細長 い胴部。

タタキ タタキ 灰色
長(1)

◎
7

７
‘

刀
■



古市遺跡 1区

SR l(5。 6層 )出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内画 )

上
　
成

胎
　
焼

備考 図師

外   面 内  面

邪
底径 (60)
残高 18

土師質。二次的に被熱している。
⑩マメツ

◎回転ヘラ切リ
マメツ

淡橙色

淡責褐色

密

○

不
径

高

底

残

(90)

2 4

土師質。やや厚みのある器壁。

マメツ ナ デ
橙褐色

淡黄褐色

砂

○

椀
径

高

底

残

(64)

26

土師質。貼付高台。

マメツ マメツ 乳灰 白色
密

○

椀
底径 (86)
残高 21

上師質。貼付高台。高台底端面は平ら気味。

回転 ナデ 回転 ナデ 淡責褐色
密

○

椀
底径 62
残高 16

土師質。貼付高台。

ナ デ マメツ 乳 白色
石(2)

○

皿

口径 (166)

器高  13
底径 (145)

土師質。口縁部は短 く外上方に直線的に立

ち上がる。 ナデ ナ デ 淡橙色
砂

○

皿

口径 (152)

器高  15
底径 (122)

土師質。日縁部は緩やかに屈曲し、わずか

に外反する。
◎ナデ

◎回転ヘラ切リ
ナ デ 乳白色

砂

○

椀
口径 (150)

残高 36

黒色土器。国縁部はゆるやかに外反し、端

部は丸く仕上げる。
マメツ

(指頭痕)

ミガキ
淡灰褐色

黒色

密

◎

椀
底径 (60)
残高 25

黒色土器。貼付高台。

マメツ マメツ
灰褐色

黒色

石(1)

○

椀
底径  46
残高 14

瓦器。貼付高台。

指頭痕 マメツ 黒色
長(1)

○

皿
口径 (148)

残高 16

釉

釉

灰

施

内面に段をもつ。国縁部付近のみに

回転 ナデ 回転 ナデ 灰褐色
密

◎

碗
底径

残高

龍泉窯系青磁碗。内面見込み部に花文の陰

刻。内面見込み部・高台内面 。畳付けは露

胎。

⑩施釉

◎回転ナデ
施釉 緑灰色

密

◎

表 6 SR l(5。 6層 )出土遺物観察表 石製品

番 号 器   種 残   存 材   質

法 口望

備 考 図版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重さ(g)

スクレイパー 完存 サヌカイト 10

表 7 SR l(層 不明)出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備考 図版

外  面 内  面

一霊
径

高

口

残

(97)

47

小型品。国縁端面に刻目。国縁内面に馬蹄

形状に突帯が貼 り付けられる。注目状。頸

部に沈線 4条。

ハ ケ(8本 /1cm)→

ミガキ
ケヽ→ナデ 黒褐色

石。長(2)

◎
7

重 残高  48
胴部片。小型品。頸部に 2条の沈線。胴部

上位に4条の沈線が確認できる。 ミガキ ナ デ 黒褐色
石・長(1～ 2)

◎

壷
口径 (156)

残高 24

口縁端部 は丸 くお さめ られている。

ヨコナデ ヨコナデ 淡責 白色
石・長(1～ 2)

◎

重 残高  85
胴部片。胴部中位に4条の沈線。

ミガキ ナ デ
黒褐色

淡責褐色

石・長(2～ 3)

○

48



出土遺物観察表

SR l(層 不明)出上遺物観察表 土製品

表 8 SD l 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内   面

蓋 残高  57
天丼部、裾部欠損。

ハケ→ミガキ ミガキ 黄褐色
長(2～ 3)

○

壷
底径  81
残高  31

平底。

ナ デ ナ デ 淡灰褐色
石。長(2)

◎

杯 身
径

高

口

残

(144)

27

立 ち上 が りは直立 し、受部 は水平。

回転 ナデ 回転ナデ 暗灰色
密

◎

不 身

径

高

径

口

器

底

(122)

29
(9 2)

口縁は直線的に外反し、端郡は丸味をおび

ている。平底。
◎回転ナデ

⑤回転ヘラ切リ
回転 ナデ 明灰色

長(1)

◎

220 邦 身
底径 (110)

残高  20

平底。

回転 ナデ 回転 ナデ 明灰色
密

◎

イ身
径

高

底

残

(130)

22

高台は、体部と底部の境界に貼り付けられ

ている。
⑩回転ナデ

Θナデ
回転 ナデ 灰色

長(1)

◎

一霊 残高 29
短頸重。

⑩回転ナデ

◎ヘラ切リ
回転ナデ

灰色

淡青灰色

長(1)

◎

鍋
口径 (326)

残高 33

土師質。国縁は水平気味に広がり端部は面

をなす。 ケヽ ″ヽケ 黄白色
石・長(2～ 4)

○

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外  面 内   面

士霊 残高  48
竹管紋が上 2列下 3列ありその間に平行沈

線文と波状文を組み合わせた文様を描いて

いる。

マメツ マメツ 淡灰褐色
石・長(1～ 2)

○

豆
径

高

底

残

(87)

49

平底。
④ミガキ

⑥ナデ
ナ デ

淡灰褐色

暗灰褐色

石・長(1～ 3)

○

一笠
底径 (115)

残高  41

平底。

ナ デ ナ デ 淡灰褐色

石 。長 (1～ 2)

金・砂

○

一室
底径 (66)
残高  45

立ち上がりをもつ平底。
④ミガキ

◎ナデ
ナ デ

淡灰褐色

黒色

石 。長 (1～ 2)

砂

○

14N蓋 残高  25
扁平 な天丼部。

○回転ヘラ肖」リ

回転 ナデ
回転 ナデ 灰 白色

石・長 (1)

△

229 不 蓋 残高  27
天丼部外面はヘラ切り未調整。 ○回転ヘラ切り未

調整

④回転ナデ

○タテナデ

①回転ナデ

暗灰色

淡紫白色

密

◎

不 至
径

高

口

器

10 4

37

扁平な天丼部。口縁部と天丼部との境に鈍

い稜がある。
○回転ヘラ切リ

③回転ナデ
回転 ナデ

色

色

褐

褐

茶

紫

石・長(1～ 2)

砂

○

8

邦 身
口径 (1071

器高  34

底部切離し痕未調整。底部で破裂している。

口縁端部は尖る。
◎回転ナデ

◎回転ヘラ切リ
回転 ナデ 灰色

長(1～ 2)

◎

邪 身

径

高

径

口

器

底

立ち上がりはやや内湾。底部は扁平。口縁

部は丸みを帯びる。内面に自然TEI付 着。
⑤回転ナデ

⑥回転ヘラ切リ
回転 ナデ 淡紫灰色

密

◎

郭
底径 (74)
残高  10

扁平な底部。
④回転ナデ

◎回転ヘラ切リ
回転 ナ デ 青灰色

密

◎

49



古市 遺 跡 1区

SD l 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

偏 考 図版
外   面 内   面

邦
底径 (76)
残高 09

扁平 な底部。
④回転ナデ

⑥回転ヘラ切リ
回転ナデ

灰色

淡灰色

ザ髯  ( 1 )・ 花 歩

○

不
底径  (92)
残高  13

扁平 な底部。
④回転ナデ

⑧回転ヘラ削リ
回転 ナ デ

淡青灰色

灰褐色

長(1)

○

不
径

高

底

残

扁平 な底部。
④回転ナデ

⑤回転ヘラ切リ
回転 ナデ 灰色

砂

○

237 坪
底径 (108)

残高 22

扁平な底部。
④回転ナデ

⑥回転ヘラ切リ
回転ナデ 淡灰褐色

長 (1)。砂

○

不
底径 (88)
残高 13

扁平 な底部。
④回転ナデ

⑧回転ヘラ切リ
回転 ナデ 淡灰 白色

長(1)

○

蓋 残高 17
ボタン状のつまみが付 くき。

○回転ヘラ切リ
○タテナデ

④回転ナデ
暗灰色

灰褐色

密

○

芸
車 残高 13

扁平な天丼部。 ○回転ヘラ切り→

ナデ

◎回転ナデ
回転 ナデ 青灰 自色

密

◎

不
径

高

国

残

(104)

28

口縁端部はやや丸みを帯び、口縁は直線的

に立ち上がる。 回転 ナデ 回転 ナデ 淡緑灰色
密・砂

○

邪
径

高

口

残

(130)

25

口縁端部は丸みを帯びている。口縁は直線

的に立ち上がる。 回転ナデ 回転 ナ デ
灰色

淡灰 白色

密・長(1)

○

郷
口径 (213)

残高 43

口縁端部 は尖 り気味。口縁 は少 し外反す る。

回転 ナデ 回転 ナデ 淡灰掲色
長(1)

○

杯
径

一局

国

残

(199)

56

口縁端部は丸みを帯び日縁の立ち上がりは

少し外反している。 回転 ナデ 回転ナデ
淡灰色

淡灰色

密

○

不

径

高

径

口

器

底

(149)

53
(9 3)

賠り付け高台。体部は直線的に外方に立ち

上がるが口縁部で少し外反する。
○回転ナデ

⑥回転ヘラ切リ
回転 ナデ 灰色

砂

○
8

不

径

高

径

口

器

底

(182)

52
(116)

貼り付け高台。高台接地面に工具による窪

みが有る高台は底体部の内狽1に付く。 回転 ナデ 回転ナデ
淡灰褐色

灰色

砂

○

不

口径 (190)

器高 48
底径 (125)

貼 り付け高台接地面に工具による窪みが有

る。高台は底体部の内狽1に付く。 回転 ナ デ 回転 ナデ 淡青灰色
長(1)

○

イ
底径 (69)
残高 19

貼り付け高台。高台接地面に工具による窪

みがある。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰褐色

淡青灰色

密

◎

イ
底径 (100)

残高 15

貼 り付け高台。外側に接地面をもつ。

回転 ナ デ 回転 ナデ 淡青灰色
長(1)

○

不
底径 (108)

残高  12

貼 り付 け高台。高台が少 し内側 に入 り外側

に接地面 を もつ。 回転 ナデ 回転 ナデ
淡緑灰色

濃灰色

長 (1)・砂

○

杯
底径 (107)

残高 21

貼り付け高台。「ハJの字に付く。底体部の

境に付く。 回転 ナデ 回転ナデ 灰 色
砂

○

邪
底径 (109)

残高  13

貼り付け高台。接地面は外側で、底体部の

境に付 く。 回転 ナデ 回転 ナデ 灰 色
密

〇

杯
底径 (117)

残高 17

貼り付け高台。底体部の境に付く
④回転ナデ

⑮工具痕
回転 ナデ 青灰色

密

◎

医
υ



出土遺物観察表

SD l 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外   面 内   面

邪
底径 (■ 1)

残高  19

貼 り付け高台。「ハJの字に付 く。底体部の

境に付 く。 回転 ナデ 回転 ナデ

④灰茶褐色

⑥灰褐色
灰褐色

密

◎

不
底径 (121)

残高  17

貼 り付け高台。接地面に工具による窪みが

ある。高台は底体部の内側に付く。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

白

淡

灰

密

○

256 不
底径 (112)

残高  35

貼り付け高台。接地面に工具による窪みが

ある。高台は底体部の境に付 く。
④回転ナデ

◎工具痕
回転ナデ

淡灰 白色

淡灰色

長(1)

○

郷
底径 (78)
残高  18

貼 り付け高台。接地面は内側で「ハJの字

に付 く。底にヘラ記号が見られる。 回転ナデ 回転 ナデ 淡灰色
長(1)

○

不
径

一局

底

残

(69)

20

円盤状高台。体部は直線的に立ち上がる。
④回転ナデ

◎回転ナデ→ナデ
回転ナデ 灰 白色

長(1)

○

甕
国径 (179)

残高  65

頸部はゆるやかに立ち上がる。日端部は丸

みを帯びその内側に2つ の段がある。肩に

自然釉。

Θ回転ナデ

Θタタキ
回転 ナデ

淡灰褐色

青灰色

密・長(1)

◎

甕
口径 (273)

残高  58

頸部は外反し、日端部は面をなす。

回転ナデ 回転 ナデ 淡灰褐色
密。長(1～ 2)

○

甕

国径 (160)

基部径 (154)

残高 108

頸部はほぼまっすぐ立ち上がり回縁部で少

し開く。肩部には2ケ所に環状把手がつい

ている。

Θ回転ナデ

Θタタキ→カキロ

Θ回転ナデ

Θタタキ
淡灰色

密。長(1)

○

棗 残高 314
胴部下半は砲弾形をしている。外面は浅い

格子叩き、内面は横方向に粗く撫いで消さ

れている。

タタキ タタキ→ナデ
淡灰褐色

濃灰色

密・長(1)

○

口頸部径

(60)

残高  30

肩から短かく立ち上がり内側に窪みがある

がそこから上は欠損している。肩部に自然

釉付着。

回転 ナデ 回転ナデ
淡灰色

淡灰褐色

密

◎

や霊
径

高

底

残

(83)

11 5

高台は「ハ」の字に開いており接地面は内

側である。高台に工具による窪みがある。 肖」り→ナデ 回転 ナデ 淡灰色
砂

○

士軍
底径 (■ 0)

残高 27

貼 り付け高台。「ハコの字に開いている。内

側はガタガタしている。 回転 ヘ ラ削 リ 回転ナデ
淡灰褐色

青灰色

密・長(1～ 2)

◎

壺
底径 (120)

残高  42

貼り付け高台。「ハ」の字に開いている。内

面にヘラ描きがある。内、外面とも自然和

付着。

④回転ヘラ削リ

◎回転ナデ
回転 ナデ

灰禍色

淡灰色

長(1)

◎

一空
底径 (142)

残高  41

貼 り付け高台。「ハ」の字に開いており接地

面は内側で高台には工具による窪みがあ

る。

回転 ナ デ 回転 ナデ 淡責褐色
密・砂

△

一璽
底径 (74)
残高  42

平底。内面の立ち上がりに指頭痕があり、

底部外面にはワラ圧痕がある。
④ケズリ

⑤回転ヘラ切リ
回転 ナデ 淡灰 白色

密

○

硯
径

高

底

残

(98)

18

貼 り付け高台。接地面は外側になる。底部

が中央に向ってもり上がっている。 回転ナデ 回転 ナデ
暗灰色

淡青灰色

密・長(1)

砂

◎

8

椀
口径 (160)

残高  49

体部は内反し口端部は丸みを持つている。

マメツ マメツ 乳褐色
密

○

椀
径

一島

底

残

(74)

23

貼り付け輪高台。「ハ」の字に付いている。
マメツ マメツ 乳 白色

石(1)

○

椀
径

高

底

残

(68)

20

貼り付け輪高台。「ハ」の字に付いている。
④ハケロ→ナデ

⑥ナデ
ハケロ→ナデ

乳白色

乳褐色

密

○

278 椀
底径 (68)
残高 22

貼 り付け輪高台。「ハ」の字に付いており接

地面は内側になる。 マメツ マメツ

④黒色

⑧橙色
乳白色

石・長(1)

○

質
υ



古 市遺 跡 1区

SD i 出土遺物観察表 上製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 劉加

外  面 内   面

椀
底径 (68)
残高 22

貼 り付け輪高台。底体部の境に直立に付 く

マメツ マメツ
淡橙白色

灰白色

密

○

枕
底径  59
残高 30

貼 り付け輪高台。「ハ」の字に付いている。

ナデ ナ デ 淡責褐色
密 ・ 長  ( 1)

○

椀
底径 (60)
残高 20

貼 り付 け輪高台。底体部 の境 に直立 に付 く

マメツ マメツ
乳白色

淡橙白色

石(1)

○

椀
底径 (59)
残高 20

貼 り付け輪高台。底部の境に直立に付 く。

マメツ マメツ 乳責色
砂

○

枕
底径 (48)
残高 20

貼 り付け輪高台。高台が少し内反している。

外面に指頭痕有 り。
④ナデ

⑤マメツ
ナ デ

乳白色

淡灰褐色

石(1)

○

279 椀
底径 55
残高 14

貼 り付け輪高台。高台が少し内反している。
マメツ マメツ 乳灰 白色

密

○

杯

口径 (127)

器高 32
底径 (78)

立ち上がりは直線的。国縁端部は丸い。
④ マメツ

⑥回転糸切リ
マメツ 乳褐色

密

○

杯
底径 (66)
残高 21

円盤状高台。平底。高台からの立ち上がり

は直線的。 ナ デ ナ デ 乳責白色
石・長

O

杯
底径 (72)
残高 14

円経状高台。平底。高台からの立ち上がり

は直線的。 マメツ マメツ
乳橙色

乳橙白色

密。長

○

杯
底径 (64)
残高 14

円盤状高台。平底。高台からの立ち上がり

は直線的。 マメツ マメツ 淡乳褐色
石・長(1)

○

皿
底径 (54)
残高 12

底部からの立ち上がりは直線的。底部すの

こ痕。
④マメツ

◎回転ヘラ切リ
マメツ

淡黄褐色

乳白色

石。長

○

椀

口径 (155)

器高 (52)
底径 (58)

和泉型瓦器椀。日縁部直下の外面にナデ窪

Z永。 マメツ マ メツ 黒 色
密

○

椀
口径 (172)

残高 36

和泉型瓦器椀。

指頭痕 マメツ
黒色

灰白色

石(1～ 2)

○

椀
底径 (48)
残高 12

和泉型瓦器椀底部。
④マメツ

◎ナデ
マメツ 黒 色

密

○

椀
底径 (48)
残高 11

和泉型瓦器椀底部。
④マメツ・指頭痕

◎指頭痕
マメツ 淡橙褐色

石(1～ 2)

○

表 9 SD l 出土遺物観察表 瓦

番 号 種  類

法 量 調 整 (凸面 )

色調
(凹 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重さ(kg) 凸   面 四   面

平  瓦 0 14 斜格子 タタキ 布目痕 灰 白
長・砂(1)

○

つ
る

Ｒ
υ



出土遺物観察表

表10 SD l 出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材   質

法 塁

備 考 図版

長 さ (m) 幅 (m) 厚 さ (師 ) 重 さ (g)

台 石 破 損 砂岩

台  石 破 損 砂 岩 17 3 1255

台  石 破 損 砂 岩

石  核 サヌカイ ト

石  斧 ほぼ完存 緑泥片岩 11 151

石  鏃 完存 サヌカイト 8

管 玉 完存 書玉 13 8

表1l SD l 出土遺物観察表 銭貨

番 号 銭 名 初鋳年 銭径 (mm) 孔径 (mm) 外縁厚 (mm) 内側厚 (mm) 重量 (g) 備   考 図版

開 元 通 賛 15 14 8

至 道 元 費 13 8

299 至 道 元 費 13 8

表12 表採遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cln) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外  面 内  面

イ蓋
口径 (120)

残高  15

端部に面を持ち、かえりは端部より下がら

ない。 回転 ナデ 回転ナデ 灰色

密

◎

邦 身
口径 (■ 7)

残高  20

立ち上がりは内傾し、受部は太く水平にの

びる。 回転 ナデ 回転ナデ 淡灰白色
密

○

不
口径 (173)

残高  44

口縁端部は丸みを帯びる。

回転ナデ 回転ナデ
暗灰色

淡青灰色

√乙(1)

◎

郷
口径 (171)

残高  49

体部～口縁部にかけて直線的に立ち上が

る。 回転 ナデ 回転 ナデ 濃灰色
長(1)

○

野
底径 102
残高  24

貼り付け高台。高台接地面に工具による窪

みがある。
④回転ナデ

◎回転ヘラ削リ
回転ナデ

灰褐色

淡灰褐色

√霊(1)

○

不
底径 (■ 1)

残高  14

貼り付け高台。体部との接着部外側に、接

着時にできたと思われる窪みがある。
④回転ナデ

◎回転ヘラ削リ
回転 ナデ

灰色

灰白色

長・砂

◎

不
底径 (97)
残高  19

貼り付け高台。接着部内、外面にナデによ

る雀みがある。 回転ナデ 回転ナデ 灰色
長・砂

○

不
径

一局

底

残

(90)

(11)

貼り付け高台。高台接地面に工具による客

みがある。高台は「ハ」の字に開く。
④回転ナデ

◎回転ヘラ切リ
回転ナデ 灰色

長

○

つ
０

医
υ



古 市遺 跡 1区

表採遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

偏 考 図版
外   面 内   面

不
底径 (101)

残高 20

貼り付け高台。「ハJの字に開く。
①回転ナデ

⑮回転ヘラ切リ
回転 ナデ 淡橙色

密

△

短頸壺

口径  62
器高  51
胴部径 101

口縁は直線的に立ち短かく、日縁端部は、

丸みをもっている。
◎回転ナデ

⑤回転ヘラ削リ
◎回転ナデ

⑤タテナデ
暗灰色

長(1)

◎
8

短頸壷

日頸基部径
(74)

胴部径(137)
残高 64

自然釉がかかっている。胴部中央にナデた

時にできたと思われる窪みがある。
④回転ナデ

⑥回転ヘラ削リ
回転ナデ 灰色

石・長(1～ 3)

○

士軍 残高  30
丸底立の底部。

④回転ナデ

⑤回転ヘラ削リ
回転 ナデ

濃灰色

青灰色

密。長(1)

◎

台付壺 雛
姉

(46)

34

脚部の透 しは三方に開いていると思われ

る。全体に自然釉がかかっている。 ナ デ 回転 ナデ
淡緑灰色

淡灰色

密・長(1)

◎

蓋
日径 (114)

残高 22

接地面は平らで、内側に少し出っぱってし

る。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰褐色

灰色

密。長

○

芸
車

口径 (145)

残高  21

接地面は平らで、内側に少し出っぱってし

る。 回転 ナデ 回転 ナデ 淡紫灰色
密・長

◎

甕

国径 (184)

頸部径 (156)

残高  58

口縁部に工具による窪みがある頸部は稜を

もって外反し、内面には自然釉が付着して
いる。

回転 ナデ 回転 ナ デ
暗灰褐色

暗灰色

密

◎

椀
口径 (149)

残高 31

緑Th。 口縁端部は丸みを帯び、体部は内・

外面とも釉薬がかかってぃる。
④回転ナデ

⑮回転ヘラ削リ
回転 ナデ 濃灰色

密

◎

椀
底径 (60)
残高  15

貼り付け高台。体部との接着時に付いたと

思われる指頭痕あり。

④マメツ

◎回転ヘラ切リ
マメツ

マメツ 淡橙白色
石 (1)

○

表 13 表採遺物観察表 石製品

番号 器  種 残   存 材   質

法 白望

備   考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g)

磨製石斧 完 存 緑泥片岩 102 11 8

磨製石斧 緑泥片岩 未製品 8

磨製石斧 破損 緑泥片岩 140 8 8

磨製石斧 破 損 緑泥片岩 8

台 石 破損 砂岩 44
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第 3章 古市遺跡 2区

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯
1995(平成 7)年 10月 、松山市道路部道路建設第 1課 (以下、道路建設第 1課)よ り、松山市平井

町甲1724外における松山市道「平井 。水泥線」道路建設工事にあたり、当該地における埋蔵文化財の

確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

当該地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『90権現山古墳群』内にある。北に広がる丘陵に

は古墳時代後期を中心とした古墳群や、古墳時代後期から古代にかけての窯址群が多数存在している。

また、調査地周辺ではこれまでに上苅屋遺跡 1・ 2次調査地、下苅屋遺跡の調査が行われている。上

苅屋遺跡 1次調査地では、古墳時代後期の小型石室や掘立柱建物址、溝を検出した。上苅屋遺跡 2次

調査地では、古墳時代の掘立柱建物址 2棟を検出した。下苅屋遺跡では、古墳時代後期の竪穴式住居

址 6棟、土坑、清、掘立柱建物に伴う柱穴等が検出されている。調査地東隣の古市遺跡 1区では、弥

生時代前期から古代にかけて機能していたと考えられる自然流路や室町時代の水路が検出されてい

る。このように申請地周辺には多 くの遺跡が分布している。

したがって、文化教育課では、当該地における埋蔵文化財の有無 と、さらには遺跡の範囲やその性

格を確認するために、路線のうち用地買収完了部分について、1996(平成 8)年 11月 に 9本の トレン

チによる試掘調査を実施した。試掘調査の結果、古墳時代の掘立柱建物址や土坑、柱穴等を確認した。

これらの結果を受け、文化教育課・動松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターと道路建設第 1

課は発掘調査について協議を行い、開発工事によって失われる遺構や遺物について、記録保存のため

発掘調査を実施することにした。今回の調査では古墳時代の集落構造解明を主目的とし、平成 9年 2

月17日 から平成 9年 3月 31日 の間に野外調査を実施した。なお、調査の都合上、調査区をA・ B・ C・

D地区に分けた。さらに調査地内を4m四方のグリットに分け、グリットは北から南へA・ BoC、

西から東へ 1・ 2・ 3と し、第27図 に示した。

(2)調査 組織

調 査 地  松山市平井町甲1724・ 1725・ 1726・ 1735。 1736

遺 跡 名  古市遺跡

調査面積  1,297m2(2区 の面積)

調査期間  1997年 2月 17日 ～同年 3月 31日

調査担当  河野史知
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第26図 調査地位置図
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層

2.層 位 働 8・ 2咽 )

本遺跡は、小野谷に水源を発する小野川と、平井谷に水源を発する堀越川によって形成された扇状

地の扇央付近、標高71mに立地する。基本土層は第 I層暗青灰色上、第 H層責褐色上、第Ⅲ層暗灰色

上、第Ⅳ層黒褐色土、第V層黒色上、第Ⅵ層責灰色上である。調査地は東西に全長約90m、 南北に幅

14～ 19mで、東から西へ向けて約 lmの緩傾斜をなしている。

第 I層一農耕による耕作土で厚さ10～ 25側の堆積を測る。

第Ⅱ層一耕作に伴う床上で厚さ 3～ 15cmの 堆積を測る。

第Ⅲ層一旧耕作上で厚さ5～14cmの堆積を測る。

第Ⅳ層一 B地区の全域、D地区の南側に堆積する。上師器 。須恵器を包含し、厚さ 6～10cmの堆積

を預よる。

第V層一無遺物層で、柔らか く、やや粘性を帯びる。 B・ C地区に厚さ10～ 35cmの堆積を測る。色

調の違いからV一 a層 は黒色上、V― b層 はV― a層 に褐色を帯びた層になる。

第Ⅵ層一地山と呼ばれるものである。

遺構は、第V・ Ⅵ層上面にて掘立柱建物址 5棟、土坑 7基、柱穴25基、濤 4条、性格不明遺構 4基

を検出した。

10

第27図 調査地区割図
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吉市 遺 跡 2区

3.遺構 と遺

〔1〕 A地 区 彿30図 )

遺構は第Ⅵ層上面にて土坑 4基、柱穴 4基、性格不明遺構 1基を検出した。

SK l(第 30図 )

調査区北東部のA～ B。 2～ 3区に位置し、北端は調査区外に延びる。平面形態は不整長方形、断

面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸2.5m以上、短軸1.lm、 検出面よりの深さ40cmを 測る。埋土

は暗褐色上である。出土遺物は須恵器・土師器の細片が出土している。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋土から古墳時代 としか判らない。

Ａ
Ｏ

SK 2(第 30図 )

調査区東部のB・ 3区に位置する。平面形態は楕円形、断

面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸1.5m、 短軸0.8m、

検出面よりの深さ30cmを 測る。埋土は上層が暗褐色上、下層

が黒色上である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく時期判断は困難であるが、埋土より

古墳時代 と考えられる。

SK 3(第 30図 )

調査区南東部のB・ 3区 に位置する。平面形態は精円形、

断面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸1.lm、 短軸0.8m、

深さ32cmを 測る。埋土は黒色上である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく時期判断は困難であるが、埋土より

古墳時代 と考えられる。

SK 4(第 30図 )

調査区北東部のA・ 3区に位置する。平面形態は楕円形、

断面形態は逆台形状を呈し、規模は長軸0。 9m、 短軸0.85m、

深さ39cmを 測る。埋土は黒色上である。出土遺物はない。

時期 :埋土より古墳時代 と考えられる。

柱穴 (第 30図 )

本地区において検出したピットは4基である。円形 3基、

精円形 1基である。埋土 は暗褐色上である。規模 は直径

0.25～0.55m、 検出面よりの深さ3～1lcmを測る。出土遺物は

SP l・ 3か ら土師器の細片が出上している。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋土から古墳時代以降

に埋没したとしか半Jら ない。

0                  3m

(S=1:80)

第30図  A地 区遺構配置図
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遺 構 と 遺 物

SX l(第 30図 )

調査区北東部のA～ B・ 2～ 3区に位置する。平面形態が不整形、断面形態が逆三角形状を呈する。

規模は長軸1.6m、 短軸0.8m、 検出面よりの深さ30cmを 測る。埋土は上層が灰褐色上、中層から下層

にかけ黄灰褐色上を呈する。遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期判断は困難である。埋土から古墳時代以降に埋没したとしか判断できない。
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第31図  B地区遺構配置図



古市 遺 跡 2区

〔2〕 B地 区 い31図 )

第V層上面にて掘立柱建物址 3棟、柱穴■基、性格不明遺構 1基を検出した。旧地形は南東方向か

ら北西方向に緩傾斜する。

掘立 1(第 32図 )

調査区中央部西側のA～ B・ 7～ 9区に位置する。 3間 ×2～ 3間の東西棟で、主軸はE17° Sを

指向する。梁は西側が 3間分、東側が 2間分の検出であり、桁行長5。 2m、 梁行長3.5mを測る。柱穴

の平面形態は円形～楕円形を呈し、規模は径16～ 56cm、 検出面よりの深さ3～20cm、 床面積18.2m2を

測る。柱痕は未検出であるが、P3・ 8の基底部に根石を検出した。埋土は黒褐色～黒色上である。

tuO,0と H      8 ―す

|

-  1         1

-―

1       蜘

1 黒色土

2 1に責色粒土混じる

3 黒褐色土

「
″

「

0          1          2m

(S=1:50)

」
1

0          5         10cm

(S=1:4)

第32図  B地区掘立 1測量図・ 出土遺物実測図



遺 構 と 遺 物

遺物は須恵器・土師器片が出上している。

出土遺物 (第32図 )

1は P3出上の須恵器の邪蓋である。内湾して下がる国縁部に端部は外反する。

時期 :出土遺物 1の形態より、 6C末～ 7C初頭に埋没したと考える。

掘立 2(第33図 )

調査区西側のA～ B・ 6～ 7区に位置する。東西 1間以上×南北 2間以上で、東西 。南北は調査区

外に延びる。主軸はほぼ真北を指向する。柱間は東西2.Om以上、南北3.Om以上を測る。柱穴の平面

形態は円形を呈 し、規模は径40～86cm、 検出面よりの深さ10～ 29cmを測る。P2よ り直径15cmの柱痕

を検出し、基底部には柱痕の一部を囲む様に10～ 15cm大の根詰石を検出した。埋土は暗褐色～黒色土

である。遺物は須恵器 。上師器片が出土している。

出土遺物 (第 33図 )

2は P2出上の須恵器の邪蓋の口縁部片である。内湾気味に下がる国縁部をもつ。

時期 :出土遺物 2の形態や埋土より、 6C末～ 7C初頭に埋没したものと考えられる。

tuO雪 0と H

「       |

(S=1:4)

1 黒色土

2 1に 灰白色上が混 じる

3 灰白色土

4 灰掲色土

5 暗褐色土

o   1   2m   Pl l    l

(S=1:50)

第33図  B地区掘立 2測量図・出土遺物実測図

掘立 3(第34図、図版■)

調査区南側のA～ C・ 7～ 9区に位置する。 4間 ×3間の東西棟で、主軸はE-7°一Nを指向する。

桁行長8.Om、 梁行長4.5mを涙よる。柱穴の平面形態は円形を呈 し、規模は径32～ 95cm、 検出面よりの

深さ 7～49cm、 床面積36.Om2を測る。柱穴の大きさは桁方向P3～ 7・ 10が大きいのに対 し、梁方向

の内側のPl・ 2・ 8・ 9は小振 りな特徴をもつ。埋土は暗褐色～黒色土である。 P4・ 5・ 6にお
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灰褐色土

黒色土

2に灰白色土が混じる

暗褐色土

灰白色上に 2が混じる

第34図  B地区掘立 3測量図
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いて根詰石を検出した。遺物は須恵器・土師器片が出土している。

出土遺物 (第 35図 )

3～ 7は須恵器の邦蓋である。 3・ 4は内湾して下がる口縁部をもつ。 5～ 7は平らな天丼部をも

つ。 8は須恵器の邪身である。立ち上がりは外反気味である。 9は土師器の甑の把手である。湾曲し

ながら外上方向にのびる。

時期 :出土遺物の形態より、 6c末～ 7c初頭に埋没したものと考えられる。

3・ 5・ 6・ 9:P3出土

4'8   :P6出 土

7     :P10出 土

/                                                
、         イ

////==:Ξ

三〒==「 二:::三::::::i:A

5

Q0M―
(S=1:4)

第35図  B地区掘立3出上遺物実測図

柱穴 (第 31図 )

本地区において検出したピットは■基である。円形 6基、楕円形 5基で、埋上の違いにより2つ に

分類され、黒色± 4基 (SP 3・ 5・ 6・ 8)、 黄色粒土混じりの黒色± 7基 (SP l・ 2・ 4・ 7。 9・

10・ ■)と なる。平面形態は円形～精円形を呈し、規模は直径0.2～0.6m、 検出面よりの深さ4～30

cmを測る。遺物は弥生土器 。上師器・須恵器片が出上している。

時期 :出土遺物が細片であるため埋土より、古墳時代後期前後に埋没したとしか判断できない。

SX 2(第 31図 )

調査区北東部B・ 10区 に位置し、南 。東側は調査区外に延びる。東西に直線状に延びており、北か

ら南に段をもつ。規模は検出長2.3m、 検出面よりの深さ17cmを 測る。埋土は黒色上である。出土遺物

はない。

時期 :出土遺物がなく埋土より古墳時代に埋没したものとしか判 らない。

第Ⅳ層出土遺物 (第 36図 )

10は邦蓋である。内湾気味に下がる国縁部である。天丼部 と口縁部の境界の稜が微かにみられる。

■は不身である。受部は外上方につり上がる。12は甕の回縁部である。外反する国縁部に、端部は内

側に肥厚され、端面は平らな面をなす。

12

10cm

第36図  B地区第Ⅳ層出土遺物実測図

爾  丸
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〔3〕 C地 区 備37図 )

第V層上面にて掘立柱建物址 2棟、柱

穴 5基、溝 3条を検出した。旧地形は東

から西へ緩傾斜する。

掘立 4(第38図 )

調査区南側のB～ C・ 16～ 17区 に位置

し、南側は調査区外に延びる。掘立 5を

切る。東西 3間 ×南北 2間で、桁行長6.2

m以上、梁行長3.8mを測る。柱穴の平面

形態は円形を呈し、規模は径23～44cm、

検出面よりの深さ 7～25cmを 測る。埋土

は黒褐色～黒色上である。P5よ り直径

12cmの 柱痕を検出した。遺物はP2よ り

上師器の椀 と瓦器椀の 2点 を出上してい

る。この上器は、日縁部を被せ合わせた

状態で、基底部に横にして出上している。

出土遺物 (第38図、図版12・ 15)

13は瓦器椀である。胴部は内湾し、底

部に外踏ん張 りの比較的高い貼 り付け高

台をもつ。胴部内外面に横方向のミガキ

が施されている。和泉型瓦器椀。14は土

師器の椀である。内湾する胴部に日縁端

部付近に成形時の粘土紐の積み上げ痕が

残る。

時期 :出土遺物13の形態から、12C前

半に埋没したものと考えられる。

掘立 5(第39図 )

調査区南北側のA～ B・ 16～ 17区 に位

置する。東西 3間×南北 1間の検出であ

り、南側は未検出である。掘立 4に切 ら

れる。桁行長6.5mの柱間2.0～2.5m、 梁

行長2.3mの柱間を測る。柱穴の平面形態

は円形～楕円形を呈し、規模は径16～34

cm、 検出面よりの深さ 8～25cmを 測る。

埋土は黒褐色～黒色上である。柱痕は未

検出である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がないため、切 り合いや埋土から、

0                   3m

(S=1:80)

第37図  C地区遺構配置図

掘立 4に先行する古代 としか判 らない。
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ゴ ヒ

7♀す
＼

|

0          5         1 0Crl

(S=1:4)

第38図  C地区掘立 4測量図・出土遺物実測図



古市遺 跡 2区

SD l(第37図 )

調査区東端のA～ B・ 16～18区 に位置する。北方向より屈曲し南西方向に延びる。規模は検出長7.5

m、 上場幅0.3～ 0。 45m、 検出面よりの深さ 7 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒褐色土

である。遺物は土師質の細片が出上している。

時期 :僅かに出上した遺物や埋上が掘立 4と 類似していることより、12C前半に埋没したものと考

えられる。

SD 2(第 37図 )

調査区西側のA・ 15～ 16区 に位置する。

検出長1.6m、 上場幅20～ 30cm、 検出面より

の深さ 8 cmを測る。埋土は黒色上である。

出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく時期判断は困難で

ある。埋土から、古墳時代に埋没したとし

か判断できない。

SD 3(第 37図 )

調査区東側のB・ 17区 に位置し、掘立 4・

SD lに 切 られる。検出長1.4m、 上場幅38

cm、 検出面よりの深さ10cmを 測る。埋土は

黒色上である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく時期判断は困難で

ある。埋土から、古墳時代に埋没したとし

か判断できない。

柱穴 (第37図 )

本地区において検出したピットは5基で

ある。円形 4基、楕円形 1基で、埋土は黒

色上である。規模は直径17～43m、 検出面

よりの深さ 6～26cmを 測る。遺物は出上し

ていない。

時期 :出土遺物がなく時期判断は困難で

ある。埋土から古墳時代に埋没したとしか

判断できない。

o          1          2m

(S=1:50)

第39図  C地区掘立 5測量図
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〔4〕 D地 区 い40図 )

第Ⅵ層上面にて土坑 3基、柱穴 5基、溝 1条、

性格不明遺構 2基を検出した。

SK 5(第 40図 )

調査区北西部のC～ D・ 10～ 11区 に位置する。

平面形態は楕円形、断面形態は皿状を呈する。規

模は長軸1.9m、 短軸1.4m、 検出面よりの深さ18

cmを測る。埋土は暗褐色上である。遺物は須恵器・

土師器の細片が出土する。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋土から古

墳時代 としか判 らない。

SK 6(第 40図 )

調査区南西部のD・ 10区 に位置し、南側は調査

区外に延びる。平面形態は精円形、断面形態はレ

ンズ状を呈する。規模は長軸1.5m以上、短軸1.3

m、 検出面よりの深さ15cmを測る。埋土は暗褐色

上である。遺物は須恵器の細片が出土する。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋土から古

墳時代 としか判 らない。

‖                    3m
(S=1:80)

第40図  D地区遺構配置図

SK 7(第 40図 )

調査区南西部のD・ 11区 に位置し、SD 4に 切 られる。平面形態は精円形、断面形態は逆台形状を呈

する。規模は長軸0.7m以上、短軸0.4m、 検出面よりの深さ23cmを 測る。埋土は黒褐色上である。遺

物は須恵器が出土する。

出土遺物 (第 41図 )

15・ 16は須恵器の甕である。15は 口縁部は外反し端部は斜めに面をなす。16は緩やかな「 く」の字

状の国縁部に端部は丸い。

時期 :SD 4に切 られることより、下限を6C前半と考える。

第41図  D地区 SK 7出 土遺物実測図
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SD 4(第40図 )

調査区南東部のD・ 11区 に位置する。検出長3.Om、 上場幅0.8～0.9m、 検出面よりの深さ25cmを 測

り、東から南西方向の調査区外に延びる。東西を指向しており、断面形態は舟底状を呈する。埋土は

黒色上で、遺物は須恵器・土師器片が出上している。

出土遺物 (第 42図、図版15)

17～19は須恵器の無蓋高邪である。17・ 18は、胴部が内湾し、日縁部は外反する。17は 口縁 と胴部

の境界に稜をもち、その下に波状文が施される。19は底部 と胴部の境が屈曲し、日縁端部はやや外反

する。20は須恵器の器台の脚裾部である。

時期 :出土遺物より、 6C前半に埋没したものと考えられる。

20

第42図  D地区 SD 4出土遺物実測図

0          5         1ocm

(S=1:4)

柱穴 (第40図 )

本地区において検出したピットは5基である。円形 3基、精円形 2基で埋上の違いにより2つ に分

類され黒褐色± 3基 (SP l・ 2・ 3)、 黒色± 2基 (SP 4・ 5)と なる。規模は直径0.2～0.6m、 検

出面よりの深さ10～20cmを 測る。遺物は黒色土より弥生土器、黒褐色土より上師器・須恵器の細片が

出上している。

時期 :出土遺物より、黒色土は弥生時代、黒褐色土は古墳時代後期 と考える。

SX 3(第 40図 )

調査区東側 C～ D。 11区 に位置する。

を呈する。規模は長さ2.lm、 幅1.5m、

は土師器片が出上している。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋土から古墳時代 としか判 らない。

SX 4(第40図 )

調査区中央部D・ 10～ 11区 に位置する。平面形態は精円形、断面形態は逆台形状を呈している。規

模は長軸0.8m、 短軸0.6m、 検出面よりの深さ 6 cmを測る。埋土は暗褐色上である。出土遺物はない。

時期 :埋土より、古墳時代 としか判 らない。

平面形態は北側が突出した隅丸の方形、断面形態はレンズ状

検出面よりの深さ15cmを 測る。埋土は暗褐色上である。遺物

７
‘
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第Ⅳ層出土遺物 (第 43図、図版15)

21～ 28は須恵器で、21・ 22は不蓋である。21は 内湾して下がる国縁端はやや外反する。22は天丼部

に宝珠つまみをもつ。

23・ 24は不身である。23は立ち上がりは内傾しており受部に沈線状の凹みをもつ。24は立ち上がり

は短 く受部端は丸い。

25・ 26は高不である。25は端部付近で屈曲し端部は段をなす。内面にはしばり痕がみられる。26は

脚裾部が上下に肥厚される。

27・ 28は壼である。27は外反気味の回縁内外面には回転ナデ調整が施されている。28は 口頸部の基

部が細 く、日縁部は外反する。

29は土師器の甕である。「く」の字状の回縁部に端部は平らな面をなす。

第Ш層出上遺物 (第 43図 )

30は不蓋である。かえりが天丼端部より下方に突出する。31は横瓶の口縁部である。緩やかに外反

する。

第Ⅱ層出土遺物 (第 43図 )

32は青磁碗である。外面に片切彫 りによる蓮弁文が施される。龍泉窯系のものである。

r/ 1

27

21～ 29:第 Ⅳ層出土

30・ 31:第Ⅲ層出土

32  :第 ■層出土

、ヽ

30

キ 脚1  1
o          5         10cm

(S=1:4)

31

第Ⅱ oⅢ・Ⅳ層出土遺物実測図第43図  D地区
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4.小 結

今回の調査では、古墳時代 と古代の集落関連遺構を検出した。今回の調査地は古市遺跡 1区の弥生

時代前期から古代の自然流路の北側の微高地部にある。

縄文時代
A・ BoC地 区の低地部で検出した第V層黒色土は無遺物層で、古市遺跡 2次調査地のB区南側落

ち込み部に堆積した土層と同じものである。古市遺跡 2次調査地では、黒色上を縄文時代晩期の上坑

が切ることから、それ以前に堆積した土層であることが判っている。また、土質が柔らか く細粒上で

あることから、火山灰 (ア カホヤ火山灰)の降灰の可能性が考えられている。

弥生時代
D地区の SP 4と SP 5は弥生時代中期の柱穴である。北隣の古市遺跡 2次調査地では、弥生時代前

期から中期までの土坑を検出し、古市 1区では自然流路から弥生時代前期の上器が出上している。し

たがつて、今回の調査地を含む古市 1区自然流路の北側には、弥生時代前期～中期の集落が展開する

ものと考えられる。周辺において集落の存在を示す資料である。

古墳時代
B地区では掘立柱建物址が 3棟検出され、A・ C・ D地区では土坑を主とした集落関連遺構を検出

した。これらのことから、6世糸己末～ 7世紀初頭には居住域 として機能していたことが分かる。また、

掘立 1・ 3は重複しているが、柱穴には切 り合いがなく、出土遺物は同時期の遺物で、新旧関係は判

断できなかった。

古 代

掘立 4の柱穴内からは瓦器椀 と土師器椀が出上した。これは、建物の廃絶に伴う祭祀遺物 と考えら

れる。類例は兵庫県の多利・前田遺跡 (12世紀後半～13世紀初頭)において、掘立柱建物の柱を抜き

取 り、それを埋め戻す途中で瓦器椀を 1個ずつ埋納する柱穴を 2ヶ所検出しており、建物の廃絶時の

鎮物 と考えられている。同時期の遺構は、北隣の古市遺跡 2次調査地に掘立柱建物址が 2棟検出され

ており、古墳時代に継続 して集落が営まれていたことがわかる。

今回の調査では、古墳時代後期 と古代末の集落の一部を確認することができた。今後の調査では、

流路南岸の確認 と流路周辺における集落の構造や範囲を解明することが、調査課題である。

〔文献〕

尾上  実 「南河内の瓦器椀」『藤澤一夫先生古稀記念古文化論』1983

『多利遺跡群発掘調査報告』兵庫県教育委員会 1987

辻  佳伸 「皿 と銭貨 ―中世地鎮め遺構の一様相―」『真朱 (創刊号)』 財徳島県埋蔵文化財センター 1992

梅木謙一編 『小野川流域の遺跡』松山市教育委員会・卸松山市埋蔵文化財センター 1996

重松 佳久 「下苅屋遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅷ』松山市教育委員会・卸松山市埋蔵文化財センター 1996

栗田 茂敏・河野 史知 。大森 一成 「古市遺跡 (1・ 2区 )、 下苅屋遺跡 2次調査地」『松山市埋蔵文化財調査年報

７
ｒ



遺 構 一 覧

IX』 松山市教育委員会・動松山市埋蔵文化財センター 1997
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遺構 。遺 物 一 覧

(1)以下の表は遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

鬱)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ( ):復元推定値

形態 。施文欄 :土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、口端→口縁端部、天→天丼部、つ→つまみ、胴→胴部、郷→

郷部、脚→脚部、高→高台、底→底部

胎土・焼成欄 :胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製上、チャ→チャー ト

( )内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 (単位 :lmll)

焼成欄の略記について。◎→良好、O→良、△→不良。

表14 掘立柱建物址一覧

掘立

模
　

，間

規
　
く

方 向

桁 行 梁 行

方   位

積

，

面
　
ド

床

く
時   期 備  考

実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

l 3× 2～ 3 東 西 52 18・ 16・ 18 19・ 16 E-17° 一S 6C末～ 7C初頭

2 2以上Xl以上 南 北 80以上 16・ 14・ α 20以上 20,α N-1° Ⅵ/ 60以上 6C末～ 7C初頭
調査 区外 に

延びる

3 4× 3 東西 20・ 20'19'21 15・ 14・ 16 E-7° N 6C末～ 7C初頭
調査区外に

延びる

4 3× 2 東 西 2 1・ 2 1・ 20 19 E-8上 N 12C前半
に外区

る

査

び

調

延

5 3× 1以上 東西 25・ 20・ 20 23以上 23・ 2 E-33° N 150以上 古代

表15 土坑一覧

土坑
区  名 平面形 断面形

規   模 (m)

長さ (長径 )X幅 (短径 )× 深 さ

積
　

，

面
　
ド

床
　
く

埋  立 出土遺物 時  期 備   考

1

A～ B
2-3 不整長方形 逆台形状 25以上 Xl l× 04 暗褐色土 須恵・土師 古墳 調査区外に延びる

2 B・ 3 精円形 逆台形状 15× 08× 03
土

土
髄
色

暗

黒
ナ シ 古墳

3 B,3 楕円形 逆台形状 11× 08× 032 黒 色 土 ナ シ 古墳

4 A・ 3 楕円形 逆台形状 09× 085× 039 黒 色 土 ナ シ 古墳

5
Ｄ

ｌｌ

一　
”

Ｃ

ｌ０
tHE円形 皿 伏 19× 14× 018 暗褐色 土 須恵・上師 古墳

6 D。 10 精円形 レンズ状 15以上 ×13× 015 暗褐色土 須 恵 古 墳 調査区外に延びる

7 D・ 11 精円形 逆台形状 07以上 ×04× 023 黒褐色土 須恵 6C前半 SD 4に 切られる
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表16 溝一覧

溝

SD)
区 名 断面形

規   模 (m)

長さ (長径 )X幅 (短径 )× 深 さ
方  向 埋  立 出上遺物 時 期 備   考

I A― B・ 16-18 レンズ状 75以上 ×045× 007 南西 黒掲色土 土師質 12C前半 調査 区外 に延 びる

2 A・ 15～ 16 レンズ状 16× 03× 008 北東 黒 色 土 ナ シ 古墳

3 B。 17 レンズ状 14× 038× 0 ユ 南北 黒 色 土 ナ シ 古墳 SD lに 切られる

4 D・ 11 舟底状 30以上 ×09× 025 南西 黒 色 土 須恵・ 土師 6C前半 調査区外に延びる

表17 性格不明遺構一覧

略利離
嗣

区  名 平面形 断面形
規   模 (m)

長 さ(長径)X幅 (短径 )× 深 さ

床 面積

(耐 )

埋  立 出土遺物 時  期 備   考

l
A～ B
2-3 不整形 逆三角形状 16× 08× 03 1 01

灰褐色土

黄灰褐色土
ナ シ 古墳以降

2
Ｂ

ｌ０
長方形 皿状 23× 03× 017 黒 色 土 ナ シ 古墳 調査区外 に延 びる

3
C～D

ll
方形 レンズ状 21× 15× 015 2 62 暗褐色土 土師 古墳

4
D

10-11
楕円形 逆台形状 08× 06× 006 暗褐色土 ナ シ 古墳

表18 B地区掘立 1出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 コ朽
外  面 内  面

l 不琶
日径 (134)

残高 21 内湾して下がる日縁部に端部は外反する。 回転ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

長(1)

砂

◎

表19 B地区掘立 2出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版
外   面 内  画

2 不蓋
口径 (130)

残高  18 内湾気味に下がる口縁部。 回転 ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

○

表20 B地区掘立 3出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図筋
外  面 内  面

3 不 蓋
径

高

口

残

(130)

38 内湾して下がる口縁部。
〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転 ナデ

灰黒色

灰黒色

密

○

4 郭蓋
口径 (124)

残高 29 内湾して下がる口縁部。
○回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ

オリープ灰色

灰色

長(1)

◎

不蓋 残高  26 平らな天丼部。
⑮回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
マ メツ

橙色

浅橙色

長 (1)

チャ (1～ 2)

△

イ蓋 残高 24 平 らな天丼部。
回転ヘラケズリ

回転ナデ

ナデ

回転ナデ

灰黒色

灰色

密

Ｏ

7 不蓋 残高  18 平らな天丼部。 回転ヘラケズリ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

○

釉

色

然

黒

自

灰
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出土遺物観察表

B地区掘立 3出 土遺物観察表 土製品

表 21 B地区第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

表23 D地区 SK 7出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外   面 内  面

8 不 身
径

高

口

残

(120)

1 9
立ち上がりが外反気味。 回転 ナデ 回転 ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

9 甑 残高 53 湾曲し外上方向にのびる把手。 マメツ マメツ
橙色

橙色

長(1～ 2)

○

番弓 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外   面 内  面

10 杯 蓋
回径 (125)

残高 29
内湾気味に下がる国縁部。 回転 ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

長(1)

◎

11 邦 身
口径 (102)

残高 21 受部 が外上方 にのび る。 回転 ナデ 回転 ナデ
青灰色

青灰色

長(1)

◎

甕
口径 (228)

残高 37
外反する口縁部に、端部は内側に肥厚され、

端面は平らな面をなす。
ナ デ ナ デ

オリーブ黒色

オリーブ黒色

長 (1)

砂

◎

自然THI

表22 C地区掘立 4出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (帥 ) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎
　
焼

上

成
備 考 図版

外   面 内  面

椀

径

径

高

口

底

器

149
68
58

内湾する胴部に、外踏ん張りの貼付け高台

をもつ。 (不日泉型)

ミガキ

⑩指頭痕

Θナデ

ミガキ
黒色

黒色

長(1)

砂

○

椀
口径 (180)

残高 55 内湾する胴部に、国縁端部は尖り気味。
廷⊃ヨコナデ

⑩マメツ
⊂⊃ヨヨナデ

⑩ナデ
明赤褐色

橙色

長 (1)

砂

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内  面

甕
口径 (188)

残高 48
口縁部 は外反 し端郡 は斜 めに面 をなす。 回転 ナデ 回転 ナデ

灰色

灰色

長 (1～ 2)

△

甕
口径 (208)

残高 44
緩やかな「く」の字状の口縁部に端部は丸

くおさまる。
マメツ マメツ

淡責色

淡黄色

密

△

表24 D地区 SD 4出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

胎
　
焼

上

成
備 考 図版

外   面 内  面

高不
口径 (130)

残高 28
内湾気味の不部 に稜 をもつ。 ④ 夕 タキ ナデ

オリーブ黒色

灰色

長(1)

◎
自然釉

高不
口径 (132)

残高 21
外反す る国縁部。 回転ナデ 回転 ナデ

白灰色

白灰色

密

○

高 不
口径 (116)

残高 40
底部か ら胴部 にか け屈 曲がみ られ 口縁端部

はやや外反す る。

∞ 回転 ナデ

⑤回転ヘラケズリ
回転 ナデ

灰色

灰色

密

◎

器 台
径

高

底

残

(294)

34 凹線を狭んで、波状文が施される。 ナ デ ナ デ
灰色

灰色

長(1～ 2)

◎
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表25 D地区第Ⅳ層出上遺物観察表 土製品

表27 D地区第 H層 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外   面 内  画

不蓋
口径 (132)

残高  20
内湾 して下が る日縁端部 はやや外反す る。 回転ナデ 回転 ナ デ

白灰色

白灰色

密

○

不 蓋

つまみ径 19
つまみ高 14
残高  22

天丼部 に宝珠つ まみを もつ。
○ナデ

⑮回転ヘラケズリ
ナ デ

白灰色

白灰色

長 (1)

△
15

不身
口径 (120)

残高  23
立 ち上が りは内傾 してお り受部 に沈線状 の

凹みをもつ。
回転 ナデ 回転 ナデ

色

色

橙

橙

長 (1～ 2)

○

邪 身
径

高

口

残

(97)

22 立ち上がりは短く、受部端は丸い。 回転 ナデ 回転ナデ
灰 白色

灰 白色

密

○

高邦 雌
姉

(94)

65
脚は接合基部から外反し、端部付近で屈曲

し、端部は段をなす。
回転 ナデ

⑮回転ナデ

⑩回転ナデ。しぽ
り痕

灰色

灰色

長(1)

◎

高イ
脚底径 (150)

残 高  36
脚裾端が上下に肥厚される。 ナ デ ナ デ

暗灰色

暗灰色

長(1)

◎

士宝
口径 (100)

残高  25 外反気味の口縁端部をもつ。 回転 ナ デ 回転 ナデ
灰色

灰色

長(1)

◎

士璽 残高  79
口頸部 の基部 は細 く、 国縁部 は外反す る。

上胴部 の張 りは弱 い。
ナ デ ナデ。しばり痕

青灰色

青灰色

密

◎

甕
口径 (224)

残高 47
「くJの字状の回縁部に端部は平らな面をな

す。
マメツ マメツ

色

色

橙

橙

長 (1～ 2)

砂

○

表26 D地区第III層 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 又

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
燒

備 考 図版

外   面 内   面

郷 蓋
径

高

口

残

(90)

13
か え りが天丼端部 よ り下万 に突出する。

○回転ヘラケズリ

ΘΦttD回転ナデ
回転 ナデ

灰色

灰色

長(1)

○

31 横 瓶
径

高

口

残

(46)

50 緩やかに外反す る日縁部。 ナ デ ナ デ
色

色

灰

灰

長(1)

◎

番号 器 種 法量 (cm) 形 惑 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
燒

備 考 図 版

外   面 内   面

碗
口径 (140)

残高 26 外面に片切彫りによる文様。 (龍泉窯) 施 釉 施 釉
明緑灰色

明緑灰色

密

◎
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１
上

第 4章 下苅屋遺跡 2次調査地

査の経過

(1)調査に至る経緯
1995(平成 7)年 10月 、松山市道路部道路建設第 1課 (以下、道路建設第 1課)よ り、松山市平井

町甲24561外における松山市道「平井・水泥線」道路建設工事にあたり、当該地における埋蔵文化財

の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

当該地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『90権現山古墳群』。『152平井遺物包含地』内にあ

る。調査地周辺では、これまでに上苅屋遺跡 1・ 2次調査地、下苅屋遺跡の調査が行われている。

上苅屋遺跡 1次調査地では古墳時代後期の小型石室や掘立柱建物址、濤を検出し、 2次調査地では

古墳時代の掘立柱建物址 2棟を検出した。下苅屋遺跡では古墳時代後期の竪穴式住居址 6棟、土坑、

清、掘立柱建物に伴う柱穴等が検出されている。調査地東隣の古市遺跡 1区では、弥生時代前期から

古代にかけて機能していたと考えられる自然流路や室町時代の水路が検出されている。このように申

請地の周辺には多 くの遺跡が分布している。

したがって、文化教育課では、当該地における埋蔵文化財の有無 と、さらには遺跡の範囲やその性

格を確認するために、路線のうち用地買収完了部分について、1996(平成 8)年 11月 に21本の トレン

チによる試掘調査を実施 した。試掘調査の結果、古市遺跡 1区で検出された弥生時代前期から中世ま

でに機能していた自然流路の北岸や、土坑、柱穴等を確認した。

これらの結果を受け、文化教育課 。働松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターと道路建設第 1

課は発掘調査について協議を行い、開発工事によって失われる遺構や遺物について、記録保存のため

発掘調査を実施することにした。今回の調査では古市遺跡 1区で検出された自然流路の範囲確認 と古

墳時代の集落構造解明を主目的としヽ1996(平成 8)年■月18日 から1997(平成 9)年 2月 14日 の間

に野外調査を実施 した。なお、調査の都合上、調査区をA～ F地区に分けた。さらに調査地内を4m

グリットに分け、グリットは北から南へA・ BoC、 西から東へ 1・ 2・ 3と し、第45図 に示した。

(2)調査 組 織

調 査 地  松山市平井町甲1739。 1745・ 17481・ 17511・ 2450・ 24561・ 2465

遺 跡 名  下苅屋遺跡 2次調査地

調査期間  1996年■月18日 ～1997年2月 14日

調査面積  3,935m2

調査担当  河野史知
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位層

2.層 位 出 6・ 4個 )

本遺跡は、小野谷に水源を発する小野川と、平井谷に水源を発する堀越川によって形成された扇状

地の扇央付近、標高65～ 70mに立地する。基本土層は第 I層から第Ⅵ層まである。調査地は東西に全

長約300m、 幅13～ 14mで、東から西へ向けて 5mの緩傾斜を呈している。

第 I層一暗灰色土 :現代の農耕による客土で厚さ10～30cmの 堆積を測る。

第Ⅲ層一黄褐色土～暗黄色土 :水田耕作に伴う床上で厚さ 2～ 10cmの 堆積を預1る 。色調の違いから

H― a層黄褐色上、■― b層暗黄色上である。

第Ⅲ層―灰色土 :旧耕作上で厚さ4～ 18cmの 堆積を測る。

第Ⅳ層一黄灰色土 :旧耕作上に伴う床上で厚さ 2～ 10cmの 堆積を測る。

第V層一A～ C・ EoF地 区に堆積し、中世の遺物を包含し、厚さ3～20cmの 堆積を測る。色調の

違いからV一 a層明黄灰褐色上、V― b層責灰褐色土、V― c層暗責灰褐色上になる。

第Ⅵ層一黄色～黄灰色土 :地山と呼ばれるものであり、この面において遺構を検出した。

第45図 調査地区割図
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下苅屋遺跡 2次調査地

A地区の層位

本調査区は標高64.9mに 立地し、基本土層は、第 I層暗灰色土 (耕作土)、 第H層黄褐色土 (水田床

土)、 第Ⅲ層灰色土 (旧耕作土)、 第Ⅳ層黄灰色土 (旧水田床土)、 第V層暗責灰褐色土 (かわらけ。瓦

器を包含する。)、 第Ⅵ層責灰色土 (地山)である。第 I層 は10～ 30cmの厚さを測る。第H層 は3～ 8

cmの厚さを測る。第Ⅲ層は4～18cmの 厚さを測る。第Ⅳ層は3～10cmの 厚さを測る。第V層は南西部

を除いた全域に堆積しており、 6～ 20cmの 厚さを測る。

B地区の層位

本調査区は標高65.2mに 立地し、基本土層は、第 I層暗灰色土 (耕作土)、 第 H層責褐色土 (水田床

土)、 第Ⅲ層灰色土 (旧耕作土)、 第Ⅳ層黄灰色土 (旧水田床土)、 第V層暗責灰褐色土～黄灰褐色土 (か

わらけ 。上師質 。備前焼 。磁器を包含する。)、 第Ⅵ層黄灰色土 (地山)である。第 二層は12～20cmの

厚さを測る。第 H層 は2～ 8 cmの厚さを測る。第III層 は6～10cmの 厚さを測る。第IV層 は2～10cmの

厚さを測る。第V層 は調査区西半部に堆積し、 8～20cmの 厚さを測る。

C地区の層位

本調査区は標高65.6mに 立地し、基本土層は、第 I層暗灰色土 (耕作土)、 第 H層黄褐色土 (水田床

土)、 第Ⅲ層灰色土 (旧耕作土)、 第Ⅳ層黄灰色土 (旧水田床土)、 第V層暗黄灰褐色土 (かわらけ。上

師質 。陶器を包含する。)、 第Ⅵ層黄灰色土 (地山)である。第 I層 は10～20cmの 厚さを測る。第 H層

は2～ 6 cmの厚さを測る。第III層 は6～10cmの 厚さを測る。第Ⅳ層は3～ 5 cmの厚さを測る。第V層

は調査区全域に堆積し、 6～20cmの 厚さを測る。

D地区の層位

本調査区は標高67.2mに 立地し、基本土層は、第 I層暗灰色土 (耕作土)、 第H層黄褐色土 (水田床

土)、 第Ⅵ層黄色土 (地山)である。第 I層は14～24cmの 厚さを測る。第H層 は調査区東側に薄 く堆積

する。

E地区の層位

本調査区は標高68.8mに 立地し、基本土層は、第 I層暗灰色土 (耕作土)、 第Ⅱ層黄褐色土 (水田床

土)、 第V層暗黄灰褐色土 (かわらけ 。磁器を包含する。)第Ⅵ層黄灰色土 (地山)である。第 I層 は

14～ 30cmの厚さを測る。第 H層 は3～10cmの厚さを測る。第V層 は調査区全域に堆積し、 6～ 20cmの

厚さを測る。

F地区の層位

本調査区は標高70.lmに 立地し、基本土層は、第 I層暗灰色土 (耕作土)、 第Ⅱ層暗黄色土 (水田床

土)、 第V層黄灰褐色土 (かわらけ。瓦器・備前焼 。磁器を包含する。)、 第Ⅵ層黄灰色土 (地山)であ

る。第 I層 は14～ 20cmの厚さを測る。ttH層は3～ 6 cmの厚さを測る。第V層 は調査区全域に堆積し、

3～20cmの厚さを測る。

Ｏ
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第401図  A・ B・ C地 1区北 。百壁土層図
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H.6740m

D地区 北 壁

1に灰褐色上が混じる 2に暗黄灰褐色とが混じる

H.69.10m

E′

E地区 北 壁

F地区 北 壁

第 I層 暗灰色土
第Ⅱ層 a黄掲色土

b皓黄色土
第Ⅲ層 灰色土
第Ⅳ層 黄灰色土
第V層 包合層 □

a明黄灰掲色土
b黄灰掲色土
c暗責灰褐色土

第Ⅵ層 a黄色土
b黄灰色土
SR埋土 醐

SRl埋土
1 暗反掲色土
2 灰掲色土
3 青灰色粘質土
4 黄灰色粘質土
5 黄灰色砂質土
6 黄灰色砂
7 暗黄灰色土
8 黒灰色粘土
9 青黒色粘土
10 9の オリープ色を帯びる

11 灰色土
12暗灰色土
13暗灰色土 (01～ lcm大の黄色礫 )

14暗灰色砂質土
15黒色土
16黒褐色土
1716層に灰色帯びる
18暗褐色土
19 18層 に暗色強い
2018層 に粘性を帯びる

2m
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第47図  D・ E・ F地区北壁土層図



遺 構 と 遺 物

3.遺構 と遺物

〔1〕 A地 区 (第 48図 )

調査区北東部の第Ⅵ層上面にて、自然流路の南岸を検出した。

SR 2(第48図 )

調査区北東部のC～ D。 1～ 4区に位置する。河岸は南西より北東方向に4～ 15° の傾斜角をもち、

調査区外に延びる。最深部は深さ0.7mを測るが、さらに傾斜する傾向を示しており、調査区外に基底

面がある。傾斜面には10～ 15cm大の礫が貼 り付 く様に覆っている。埋土は上層が暗灰褐色土 (第46図

1・ 2層 )、 中層が青灰色粘質土～責灰色粘質土 (第 46図 5。 7・ 8層 )、 下層は暗灰色粘質土 (第 46

図11層)が堆積する。遺物は上～下層にかけて弥生土器 。須恵器・土師器の細片が出土する。

出土遺物 (第 48図 )

1は中層で出上した須恵器の甕で、「 く」の字状の口縁部に胴部外面には格子状の叩きが施される。

時期 :埋上が、古市遺跡 1区 SR lと 同様なことより、SR lに つづ く流路 と判断され、弥生時代前

期から古代までに機能していたと考えられる。

第V層出土遺物 (第 48図、図版27)

2は瓦器椀である。胴部は内湾し、底部には断面逆台形状の高台をもつ。和泉型。

SR 2  1
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第48図  A地区遺構配置図 。SR
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2・ 第V層 出土遺物実測図



下苅屋遺跡 2次調査地

〔2〕 B地 区 備49図 )

第Ⅵ層上面にて、自然流路の東岸 。柱穴 5

基・鋤跡16条・性格不明遺構 4基を検出した。

鋤跡遺構 (第 49図 )

調査区東側のB～ D。 7～ 9区に位置する。

南東から北西方向に 7条、南西から北東方向

に 6条、南北方向に 3条を検出した。規模は

検出長0.7～ 4。 2m、幅0.1～0.3m、 深さ3～ 5

cmを測る。埋土は明黄灰色上である。遺物は

土師器の細片が出土する。

時期 :出土遺物から中世 とするが、詳細な

時期は判 らない。

柱穴 (第 49図 )

本地区において検出した柱穴は5基で、平

面形態が円形のものが 4基、楕円形のものが

1基である。柱久は埋土の違いにより2つ に

分類され、暗褐色土埋土が 2基 (SP l・ 2)、

明責灰色土埋上が 3基 (SP 3～ 5)と なる。

規模は直径0.3～0.4m、 深さ10～50cmを 測る。

遺物は須恵器 。土師器の細片が出土する。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋土か

ら暗褐色土は古墳時代以降、灰褐色土は中世

以降に埋没したと考える。

SR 2(第 49図、図版18)

調査区南西部のC～ D。 6～ 7区に位置し、

流路の東岸を検出した。北東より南西方向に

傾斜角24° とな り、急傾斜を呈 し調査区外に

延びる規模は、検出幅5.2m、 深さ1.4mを 測

る。埋土は上層が灰色～暗灰褐色土 (第 46図 13・ 1・ 4・ 3層 )、 中層は青灰色粘質土～青灰色砂質土

(第46図 5。 9・ 10・ 6層 )、 下層が暗灰色粘質土～黒灰色粘土 (第 46図 11・ 12層)で、下層になるに

したがい粘性が強い傾向を示す。遺物は上層から中層にかけて須恵器・土師器片、下層から弥生土器

片の細片が出上している。

出土遺物 (第 50図 )

上層からは3～ 7が出上した。須恵器 :3～ 5は邪蓋である。 3は天丼部 と口縁部の境界に凹みに

よる稜をもつ。 4はかえりが回縁端部より上がる。 5は平らな天丼部に国縁端部は下方向に断面三角

形状をなす。 6・ 7は不身である。 6は受部に沈線状の凹みをもつ。 7は上方向にのびる立ち上が り

OB

^は

第49図  B地区遺構配置図
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遺 構 と遺 物

をもつ。中層からは8～ 20が出上した。須恵器 :8～10は不蓋である。内湾して下がる口縁部をもつ。

11・ 12は不身である。内傾する立ち上が りが短い。13～15は高郷の脚部である。13は外反しながら下

方にのびる。14は ラッパ状に開く脚裾部である。15はやや外反して下がる脚裾部である。16～18は台

付き壷の脚部である。外傾する脚裾部に端面は凹みをもつ。19・ 20は甕である。19は 口縁端部に凸帯

状の貼 り付けがみられる。20は 口縁部は外反し、端部は月巴厚される。

時期 :A地区 SR 2の東岸で、古市遺跡 1区 SR lに つづ く流路 と判断され、弥生時代前期から古代

までに機能していたと考えられる。

正壬三:≡≡ユ__1こ 二Ji3
4

上 層 出 土

寺討―ナ
7

７

］い
２０

(S=4:4)

‐８
　
　
帥

中層出土

第50図  B地区SR 2出 土遺物実測図

SX l(第49図 )

調査区南側のC～ D・ 8区に位置する。平面形態は不整精円形、断面形態は逆台形状を呈する。規

模は長軸1.2m、 短軸0.66m、 深さ 4 cmを測る。埋土は暗褐色上である。出土遺物は須恵器・土師器の

細片が出土する。

時期 :出土遺物から古墳時代に埋没したとしか判らない。

SX 2(第 49図 )

調査区南側のC・ 7区に位置する。平面形態は三日月形、断面形態は逆台形状を呈する。規模は長

軸0.65m、 短軸0。 2m、 深さ16cmを測る。埋土は暗褐色上である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが、SX lと 同じ埋土であることから古墳時代 と考える。

〔
υ



下苅屋遺跡 2次調査地

SX 3(第 49図 )

調査区中央部西寄 りのC・ 7区に位置する。平面

形態は不整精円形、断面形態は逆台形状を呈する。

規模は長軸1.16m、 短軸0.6m、 深さ8側を測る。4

～16cm大の礫を検出した。埋土は暗褐色土である。

出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく時期判断は困難であるが、

SX lと 同じ埋上であることか ら古墳時代 と考 え

る。

SX 4(第 49図 )

調査区東側のC・ 9区に位置する。平面形態は不

整楕円形、断面形態は皿状を呈する。規模は長軸0.7

m、 短軸0.35m、 深さ 4 cmを 測る。埋土は明黄灰褐

色上である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく時期判断は困難であるが、

第 V― a層 と同じ埋上であることから中世 と考える。

〔3〕 C地 区 悌51図 )

第Ⅵ層上面にて、自然流路を検出した。

SR l(第 51図、図版20)

調査区東側のB～ D・ 12～ 15区 に位置し、流路の

北岸を検出した。傾斜角は南東方向に16～ 20° の急

傾斜を呈する。河岸の中位部が段状にやや凹んでお

り、河川の攻撃斜面の様相を示している。規模は、

検出長11.5m、 検出幅5.7m、 深さ0。 9mを測る。埋

土は上層が黒灰色粘土～暗灰色土 (第46図 8・ 6・

4・ 13層 )、 中層が青黒色粘土 (第 46図 10・ 9層 )、

下層が青灰色粘質土 (第 46図 3層)である。遺物は

上層から中層にかけて須恵器・土師器片、下層から

弥生土器片が出土する。

出上遺物 (第 52図 )

21～ 29は上層から出上した。須恵器 :21は郷蓋で

ある。天丼部 と口縁部の境は屈曲し、内湾気味に下

がる国縁部をもつ。22・ 23は邪身である。22の受部

は外上方向、立ち上が りは上方向にのびる。23は外

方向にのびる受部に、内傾する短い立ち上が りをも

つ。24は高邪で、杯部は接合基部から内湾気味に立

Oσ
6450m

40m

９

守

第51図  C地区遺構配置図



遺 構 と遺 物

ち上がる。25は不身で、口縁端部が肥厚される。26・ 27は壺である。26は外反する国縁端部は丸 く肥

厚される。27は屈曲した胴部に 1条の沈線をもつ。28は器台の脚基部で、透かしが施されている。29

は遮で、胴部に穿孔がみられ、その上下に凹線が施される。

時期 :古市遺跡 1区 SR lと の位置関係から、SR lに つづ く流路 と判断され、弥生時代前期から古

代にかけ機能していたと考えられる。

第V層出土遺物 (第 52図 )

C地区の第V層からは土師器・陶器片が出上した。このうち、特徴的な土師器の邪・陶器の鍋を掲

載する。

30は土師器の郭である。平底の底部より外傾する国縁部をもつ。31は陶器の鍋である。国縁部が屈

曲し外方向にのびる。内外面に施釉がみられる。

>筵
取

21～29:SR l出 土

30・ 31:第 V層出土

第52図  C地区 SR I・ 第V層 出上遺物実測図

〔4〕 D地 区 備53図 )

第Ⅵ層上面にて、柱穴22基 と自然流路を検出した。

SR l(第53図 )

調査区西側 B～ C・ 32～34区 に位置し、流路の北岸を検出した。柱穴のSP ll～ SP 26は 流路の上面

で検出したものである。東より西方向に傾斜して下がり、傾斜角は6～ 15° と緩やかな傾斜を呈する。

埋土は上層は粘性の強い黒色上、下層は暗灰色上である。遺物は弥生土器 。須恵器・土師器片に混じ

り縄文土器片が 2点出土する。

出土遺物 (第 53図、図版27)

32は縄文土器の浅鉢である。頸部が屈曲する。内外面にミガキ調整が施される。33は深鉢である。

外反する口縁部に巻貝条痕調整が施される。

つ
０



下苅屋遺跡 2次調査地

ヲ
32

(S=1:4)

第53図  D地区遺構配置図 。SR I出 土遺物実測図
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時期 :僅かに出上した縄文土器片で上限の

時期決定は難しく、細片であるが多数出土し

た弥生土器・須恵器・土師器片より古市遺跡

SR lと 同時期である弥生時代前期から古代

にかけて機台としていたと考えられる。

柱穴 (第 53図 )

本地区において検出したピットは22基であ

る。第Ⅵ層上面および SR l上面での検出で

ある。柱穴は調査区の南半部に多 くSR lの

傾斜部を中心に検出され、平面形態は円形20

基、楕円形 2基である。柱穴は埋上の違いに

より2つ に分類され、黒褐色土の埋上が21基

(SP 6～ SP 26)、 暗褐色上の埋土が 1基 (SP

27)と なる。規模は径0.2～0.5m、 深さ3～35

側を測る。柱穴の殆 どが SR lの傾斜面にて

検出された。遺物はSP 2か ら弥生土器片の

細片が僅かに出上した。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋土か

ら黒褐色土は弥生時代、暗褐色土はそれ以降

のものであるとしか半」らない。

〔5〕 E地 区 慌54図 )

第Ⅵ層上面で自然流路 1基、自然流路中層

の暗褐色土上面 (第47図 19層)で上元 1基、

性格不明遺構 1基、下層の暗灰色砂質土 (第

47図 14層 )では溝 1条 を検出した。

(1)SR l中 層上面検出遺構

SK l(第 55図、図版23)

調査区北東部のB・ 50区 に位置する。平面

形態は楕円形、断面形態は楕円形を呈する。

規模は長軸1.4m以上、短軸1.5m、 深さ27cm

を測る。基底面には10cm～30cm大の礫が密集

した状態で検出された。埋土は灰褐色上で、

遺物は弥生土器片が出上した。

時期 :出土遺物から、弥生時代 としか判 ら

ない。

遺 構 と 遺 物
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第54図  E地区第Ⅵ層上面・ 自然流路中層上面の遺構配置図
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(S=1:20)

第55図  E地区SK l測 量図

SX 5(第 54図、図版23)

調査区北東郡のB～ C・ 50～51区 に位置する。平面形態は隅丸方形、断面形態は皿状を呈する。規

模は東西4.5m以上、南北3.5m以上、深さ 6 cmを測る。埋土は暗灰褐色上である。遺物は弥生土器片

が出上した。

時期 :出上遺物から、弥生時代 としか判 らない。

似)SR l下 層検 出遺構

SD l(第56図 )

調査区中央部北側のB・ 49～50区 に位置する。東西を指向しており、東側は北壁までは延びていな

い。断面形態はレンズ状である。規模は検出長4.6m、 上場幅1.0～1.2m、 深さ10～ 16cmを測る。埋土

は暗灰色上である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく遺構検出層 (第47図 14層上面)か ら、SK lや SX lに先行する時期のものと

しか半」らない。
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俗)第 Ⅵ層上面遺構

SR l(第 56図、図版24)

調査区西側のB～ D・ 47～ 51区 に位置し、流

路の北岸を検出した。南より南東方向に傾斜し

て下がる河岸は急傾斜を呈し、下位はえぐられ

ており、河川による攻撃斜面の様相を呈する。

埋土 は上層が灰褐色土～暗黄灰色土 (第 47図

2・ 1・ 7層 )、 中層が暗褐色土～黒褐色土 (第

47図 19・ 17層 )、 下層が暗褐色土～暗灰色砂質土

(第 47図 20・ 14層)である。遺物は中層から須

恵器 。土師器片、下層から弥生土器片が出上し

ている。SR lは中層が堆積した時期には、河幅

3.6～4.4mで機能していたことを確認した。

出土遺物 (第 57図、図版27)

弥生土器 :34～37は 口縁部が緩やかに外反す

る甕である。34・ 35・ 37は顕部に沈線文、34～ 36

1ま 口縁端吉[|こ 亥Jみ 目が施される。34イよ外面とこミ

ガキ調整が施される。38・ 39は甕の底部である。

平底の底部は、外傾して立ち上がる。40～ 43は

三である。40は頸部付近に 3条の沈線文と刺突

文が施される。41は平底の底部、扁平球状の胴

部、直立する頸部をもち頸部下半には4条の沈

線文が施されている。42・ 43は平底の底部で、

42の 内面に指頭痕が残る。43の 内面はミガキ調

整が施される。

須恵器 :44は必身で、短い受部が上方向にの

びる。45は甕で、口縁端部は肥厚する。

石器 :46はサヌカイト製の象」片である。

時期 :古市遺跡 1区 SR lと の位置関係か

ら、SR lに つづ く流路 と判断され、弥生時代前

期から古代にかけ機能していたと考えられる。

第V層 出土遺物 (第 57図 )

47は邦で、内湾気味に立ち上がる口縁端部は

やや尖る。48は陶器の碗である。断面四角形の

高台をもち、底部は厚い。内外面に施釉がみら

ヤ化る。
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第56図  E地区自然流路下層上面の遺構配置図
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34～ 46:SR l出 土

47,48:第 V層 出土 り
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第57図  E地区 SR l・ 第V層 出上遺物実測図
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〔6〕 F地 区 悌58図 )

調査区西端の第Ⅳ層上面にて、南東方向から北

西方向に流れる SR lの北岸 と土坑 3基、柱穴25

基、溝 1条、鋤跡 6条、倒木痕 1基、性格不明遺

構 1基を検出した。

鋤跡遺構 (第 58図 )

調査区東部のA～ C・ 71～ 73区 に位置し、調査

区外に延びている。東西方向に平行する 6条の鋤

跡を検出した。断面形状はレンズ状の凹みを呈す

る。規模は検出長7.6m以上、上場幅0。 5～0.9m、

深さ 2～ 7 cmを測る。埋土は灰色上である。遺物

はかわらけと磁器の細片が出上した。

時期 :出土遺物から中世 と考えられる。

SK 2(第 58図 )

調査区西側のB。 69～ 70区 に位置する。平面形

態は精円形、断面形態は逆台形状を呈する。規模

は長軸1.8m、 短軸0。 9m、 深さ35cmを 測る。埋土

は黒色上である。遺物は土師器片が出上した。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋上が SD

2と 同様であることから、 6世紀後半に埋没した

ものと考えられる。

SK 3(第58図 )

調査区中央部のB。 71区 に位置する。平面形態

は楕円形、断面形態は逆台形状を呈する。規模は

長軸1.Om、 短軸0.6m、 検出面よりの深さ24cmを

測る。埋土は黒色上である。遺物は須恵器片が出

上した。

時期 :出土遺物が細片であるため、埋上が SD

2と 同様であることから、 6世紀後半に埋没した

ものと考えられる。

SK 4(第 58図 )

調査区西側A～ B・ 69区 の SR l傾斜部にて SR

lに切 られた状態で検出する。平面形態は楕円形、

断面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸 lm、

短軸0.5m、 検出面よりの深さ15cmを測る。埋土は
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第58図  F地区遺構配置図
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暗褐色上である。遺物は須恵器 と土師器片が出土する。

時期 :出土遺物が細片であるため、古市遺跡 2区の掘立 3と 同じ埋土から古墳時代 としか判らない。

SD 2(第58図 )

調査区中央部南狽1の B～ C・ 70～ 71区 に位置し、東端は調査

区外に延びる。断面形態はレンズ状を呈する。規模は検出長 4

m、 上場幅0.7～0.9m、 深さ20cmを 測る。埋土は黒色上である。

出土遺物は須恵器が出上している。

出土遺物 (第 59図 )

49・ 50は須恵器の郷蓋で、内湾して下がる国縁部をもつ。50

は端部内側に段がみられる。

時期 :出土遺物から6世紀後半に埋没したものと考えられる。

柱穴 (第 58図 )

本地区において検出したピットは25基である。平面形態は円形10基、精円形15基である。埋上の違

いにより4つ に分類され、暗灰褐色上の埋上が 7基 (SP 33・ 37・ 38・ 40・ 42・ 43・ 48)、 暗褐色上の

埋土が10基 (SP 31・ 34・ 36・ 39・ 41・ 44～47・ 49)、 黒色上の埋上が 6基 (SP 28～ 30・ 32・ 35・ 52)、

褐色上の埋上が 2基 (SP 50・ 51)で ある。規模は直径0.2～0.6m、 深さ 5～ 15cmを測る。遺物は黒色

土 と暗褐色上の埋上をもつ柱穴から土師器 と須恵器の細片が出土している。

時期 :出土遺物が細片であるため黒色・暗褐色埋土は古墳時代、褐色・暗灰褐色埋土は、それ以降

に埋没したものである。

SX 6(第 58図 )

調査区中央部北側のA～ B。 70～71区 に位置する。平面形態は不整楕円形、断面形態は皿状を呈す

る。規模は長軸2.4m、 短軸1.6m、 深さ 5 cmを測る。埋土は暗褐色上である。出土遺物は焼成不良の

須恵器片が僅かに出土している。

時期 :出土遺物が細片である。古市遺跡 2区掘立 3と 同じ埋土より古墳時代 とする。

SR l(第 58図、図版25)

調査区西側のA～ C・ 68～ 70区 に位置する。河岸の傾斜角は7～ 10° と緩やかな傾斜である。埋土は

上層から下層にかけ粘性の強い暗褐色上が堆積している。出土遺物は須恵器・土師器片が出上した。

出土遺物 (第 60図 )

須恵器 :51～53は不蓋である。51・ 52は天丼部 と口縁部の境に稜による凹みがある。53は 内湾気味

に下がる国縁部である。54・ 55は不身である。54は受部に沈線状の凹みがある。55は受部端がやや外

上方向にのびる。56は高不の脚部で、脚上部には透かし、中位には2条の凹線がみられる。

時期 :古市遺跡 1区 SR lと の位置関係から、SR lに つづ く流路 と判断され、弥生時代前期から古

代にかけ機能していたと考えられる。

0         5         1 0cm

(S=1:4)

第59図  F地区 SD 2出土遺物実測図
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第60図  F地区 SR I出 土遺物実測図

第V層出土遺物 (第 61図 )

土師器 :57～60は不である。57は 内湾気味 に立ち上がる口縁部で、

瓦器 :61は椀で、底部 に断面逆台形状 の貼 り付 け高台をもつ。

0          5         1 0cm

(S=1:4)

58は外傾する国縁部である。

― 宝 9

0          5         1 0cm

(S=1:4)

第61図  F地 区第V層 出土遺物実測図

4.小 結

今回の調査では、古市遺跡 1区の自然流路 SR lにつづ く流路、古墳時代の集落関連遺構 と中世の生

産遺構を検出した。

(1)縄文時代
D地区の自然流路 SR lの堆積土からは、縄文時代晩期の浅鉢片と深鉢片が各 1点出上した。本調査

区の北東約150mの古市遺跡 2次調査地では、晩期の上坑 SK 2が検出されており、周辺に当該期の集

落が存在する資料を得たことになる。

(2)弥生時代
E地区 SD lは SR lの下層堆積土上面 (第47図 14層上面)で検出した。この濤の存在からSR lの

下層部が堆積する段階に当調査区付近には水流がなく、SR lの岸の最深部に流れる小溝が形成され

たことが考えられる。また、SR lの中層部で検出した SK lか らは礫が多数出土した、この礫 は廃棄

されたものと考える。なお、隣接するSX lは平面形態と規模から隅丸方形の竪穴式住居址の可能性が

ある。

(3)弥生時代～古代

金調査区で自然流路の岸部を検出した。これは、古市遺跡 1区で検出された SR lに つながる流路 と

（
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判断した。C・ E地区の流路は岸部が扶 られる様に浸食 されており河川の攻撃斜面の様相を呈するの

に対し、D・ F地区の流路は河岸が緩やかに傾斜 してお り、澱みの地点とみられる。このことは、SR

lは C～ F地区において、流路が 2ヶ 所で蛇行 していることを裏付ける資料になりえる。C～ F地区

において SR lが 2ヶ 所で大きく蛇行することが確認できた。また、A・ B地区ではSR 2の主軸が北

西方向より南東方向を示しており、 B・ C地区の調査区外の南側にて SR lに 合流することが考 えら

れる。流路幅は約30mを測る。出土遺物では弥生時代前期の上器が SR l下層部から出土し、SR lの

中～上層では須恵器。土師器が出土する。このことは、古市遺跡 1区 SR lと 同様に弥生時代前期 に機

能していた流路が古代にかけて徐々に河川の堆積作用により埋没していくことを示す資料である。

また、BoD・ F地区では、古墳時代の柱穴・土坑・溝を検出している。いずれも詳細な時期 を特

定できる遺物がない。古市遺跡 2区では古墳時代後期の掘立柱建物址が検出されており、SR lが機能

していた古墳時代には流路付近に居住域が存在 していたようである。

(4)中 世

B・ F地区では鋤跡が検出され、A～ C・ E・ F地区では中世の遺物を包含する堆積層がある。当

該期に調査地一帯には、生産域 と居住域 とが存在 していたことがわかる。

今回の調査からは、弥生時代前期から古代にかけ機能 していた自然流路や古墳時代の集落関連遺構、

中世の生産関連遺構を確認することができた。今後の周辺地域での調査では、流路の規模や、流路周

辺に存在する集落の構造や変遷を解明することが課題になる。
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遺構・ 遺 物 一 覧

(1)以下の表は遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各表記について。

法量欄 ( ):復元推定値

形態・施文欄 :土器の各部位名称を略記。

例)天→天丼部、日→口縁部、頸→頸部、胴→胴部、胴上→胴部上位、胴下→

胴部下位、不→必部、底→底部

胎上 。焼成欄 :胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製上、金→金雲母

( )内の数値は混和剤粒子の大 きさを示す。 (単位 :mm)

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良
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表28 土坑一覧

土坑

(SK)
地  区 平 面 形 断面形

規   模 (m)

長 さ(長径 )× 幅 (短径 )× 深 さ

原 面 積

(mつ

埋  土 出土遺物 時  期 偏   考

1 B・ 50 楕 円形 楕円形 14× ユ5× 027 灰褐色土 弥 生 弥 生

2
B

69- 70
橋円形 逆台形状 18× 09× 035 黒 色 土 土師 6C後 半

3 B・ 71 楕円形 逆台形状 10X06× 024 具 色 土 須 恵 6C後 半

A― B
69

楕円形 逆台形状 10× 05× 015 044 暗褐色土 須恵土師 古 墳

表33 B地区 SR 2出 土遺物観察表 土製品

遺 構 一 覧

表29 溝一覧

溝

SD)
地 区 断面 形

規   模 (m)

長 さ (長 径 )X幅 (短径 )× 深 さ
方  向 埋 土 出土遺 物 時  期 備   考

] B。 49-‐ 50 レンズ状 4 6× 1 0-‐ 1 2× 0 1-0 16 東西 暗灰色土 ナ シ 弥生以前

2 B^― C・ 70-‐ 71 レンズ状 40X07-09× 02 東西 黒色土 須 恵 6C後 半 調査 区外 に延 びる

表30 性格不明遺構一覧

格
明
構
冷

性
不
遺
偽

地  区 平 面 彩 断面 形

規   模 (m)

長 さ (長径 )× 幅 (短径 )× 深 さ

床面積

(ド )

埋  土 出土遺物 時  期 備   考

]

C― D
8

不整楕円形 逆台形状 12× 066X004 暗褐色土 須恵・土師 古墳

2 C・ 7 三 日月形 逆台形状 065× 02× 016 011 暗褐色土 ナ シ 古墳

3 C,7 不整楕円形 逆台形状 116× 06× 008 暗褐色上 ナ シ 古墳

4 C。 9 不整楕円形 皿状 07X035× 004 021 明黄灰色土 ナ シ 中世

5
B―‐C
50-‐ 51

隅丸方形 阻状 45× 35× 006 1337 暗灰褐色土 弥 生 弥 生 調査 区外 に延 ぴる

6
A～ B
70ヽヤ71

不整楕円形 皿状 24× 16× 005 2 35 暗褐色土 須恵 古墳

表31 A地区 SR 2出 土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎
　

焼

土

成
備 考 コ版

外   面 内  面

| 甕
径

高

口

残

(226)

52
「く」の字状の口縁部をもつ。

Oナ デ

⑩格子タタキ
ナ デ

暗灰色

暗灰色

長 (1)
砂

◎

表32 A地区第V層 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎
　
焼

土

成
備 考 図 版

外   面 内  面

2 椀

径

径

高

口

底

器

(162)
42
50

底部に断面逆台形状の貼 り付け高台をも
指頭痕 マメツ

暗灰色

黒色

長(1)
砂
○

番 号 器 74a 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 数

二 (外面 )

色調
(内 面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外   面 内   面

3 邪 蓋
口径 (146)

残高 38
天丼部 に凹みによる稜がみ られ る。

○回転ヘラケズリ

O回転ナデ
回転ナデ

オリーブ黒色

白灰色

密

◎
自然釉

4 不 重
回径 (121)

残高 18
かえ りが国縁端部 よ り上が る。 回転 ナデ 回転 ナデ

灰色

灰色

密

◎

5 郭 蓋
口径 (128)

残高  25
平らな天丼部に口縁端部は下方向に断面三

角形状をなす。
回転 ナデ ナ デ

灰色

灰色

長(1)

○

6 邪 身
口径 (117)

残高  20
受部 に沈線状 の凹みあ り。

○回転ナデ

⑪ 回転ヘ ラケズ リ
回転 ナデ

灰色

灰色

長(1)

◎
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下苅屋遺跡 2次調査地

B地区 SR 2出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 敷
二 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考

外   面 内  面

7 邪 身
受部径 (11

残高  1
上外方向にのびる受部 に上方向にのび る立

ち上が りをもつ。
回転ナデ 回転 ナデ

灰色

灰色

密

◎

8 邪 蓋
口径 (132)

残高  31
内湾気味に下がる国縁部。 回転 ナデ 回転 ナデ

灰白色

灰白色

長(1)

○

9 不 蓋
口径 (■ 4)

残高  30
内湾 して下が る口縁部。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

白

密

◎

10 不蓋
径

一局

口

残

(93)

22 内湾気味に下がる国縁部。 回転 ナデ 回転 ナデ
白灰色

白灰色

密

◎

11 邪 身
径

高

口

残

(96)

26
外方向にのびる受部に内傾する立ち上が

り。
回転 ナデ 回転 ナ デ

色灰

色

暗

灰

長(1～ 2)

◎

イ 身
口径 (120)

残高  28
上方向にのびる受部に、立ち上がりは短い。 回転 ナデ 回転 ナデ

色

色

灰

灰

長(1)

○

13 高郷 残高  67 脚 は外反 しなが ら下方にのびる。 ナ デ ナデ。しばり反
色

色

灰

灰

長(1)
砂
○

14 高野
脚底径(108)

残高 08
ラッパ状 に開 く脚裾部。 ナ デ ナ デ

灰色

暗灰色

長(1)

◎

高不
径

高

底

残

17111

29 やや外反して下がる脚裾部。 ナ デ ナ デ
色

色

黒

黒

長(1)

◎

台付壷
径

高

底

残

(120)

32 脚裾部の端面が凹む。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

黒

灰

長(1)

◎

17 台付壷
径

高

底

残

(130)

28 脚裾部 の端面が凹む。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

合付壷
径

高

底

残

(103)

25 脚裾部の端面が凹む。 回転 ナデ 回転ナデ
白灰色

白灰色

長(1)

◎

甕
径

高

口

残

(172)

35
口縁端部 に凸帯状 の賠 り付 けがみ られ る。 ナ デ ナ デ

青灰色

青灰色

長(1)

◎

甕
径

高

口

残

(176)

26 外反する国縁部に端部外側は肥厚される。 回転ナデ 回転 ナデ
灰色
暗オリーブ灰色

長(1)

◎

表34 C地区 SR l出 土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図浙

外   面 内  面

21 不 蓋
口径 (132)

残高 25
天丼部に屈曲をもち、内湾気味に下がる口

縁部。

〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転 ナデ

灰色

灰白色

長(1)

◎

邪 身
口径 (100)

残高 25
受部は外上方向、立ち上がりは上方向にの

びる。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰 白色

長(1)

○

不 身
国径 (115)

残高 20
外方向にのびる受部に内傾する短い立ち上

がりをもつ。
回転 ナデ 回転 ナデ

色

色

灰

灰

長(1)

◎

高不 残高  34
不部は接合基部から内湾気味に立ち上が

る。
マメツ マメツ

乳 白色

乳 白色

長(1)

○

不 身
口径 (96)
残高 31

やや外反する口縁端部が肥厚される。
◎回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

白灰色

長(1)

◎

士堕
径

高

口

残

(62)

31
やや外反する口縁端部が外方向に肥厚され

る。
回転 ナデ 回転 ナデ

色

色

灰

灰

長(1)

◎

一餌 残高  42 屈曲した胴部に1条の沈線をもつ。 回転 ナデ 回転ナデ
オリーブ灰色

白灰色

密

◎
自然釉

器 台 残高 42 脚部に透かしが施される。 ナ デ
◎同心円タタキ

⑥ナデ
赤灰色

赤灰色

長(1)

◎

甦 残高  67
胴部に穿孔がみられ、その上下に凹線が施

さrtる。

廻D回転ナデ
廻⊃ヘラケズリ
∩ナデ

回転ナデ
青灰色

青灰色

長(1～ 2)
砂
◎
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出土遺物観察表

表35 C地区第V層 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図筋

外   面 内  面

邪

国径 (121)
底径  (78)
器高  33

平底 の底部 よ り外傾 す る国縁部。 マ メツ マメツ
色

色

黄

黄

浅

浅

密

○

鍋
口径 (308)

残高 22
口縁部が屈曲し外方向にのびる。

ヨコナデ

施袖

ヨコナデ

施釉

灰オリーブ色

灰オリーブ色

密

◎

表36 D地区 SR I出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考

外   面 内   面

浅 鉢 残高  36 頸音Бの屈 曲が鋭 い。 ミガキ ミガキ
黄褐色

黒色

石 (1)
砂

◎

27

深 鉢
径

高

口

残

(330)

35 外反す る国縁部。 巻貝条痕調整
灰黄褐色

黒色

長(1～ 2)

◎

表37 E地区 SR I出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考

外   面 内   面

甕
径

高

口

残

(207)

68
頸部に3条の沈線文。口縁端部に刻み目が

施される。

Θヨヨナデ

⑪ ミガキ

Oハ ケ

⑩マメツ

黒褐色

灰責褐色

石 。長 (1～ 2)

砂・金

◎

27

甕
口径 (284)

残高 21
頸部に沈線、国縁端部に刻み目を施される。 ヨコナ デ マメツ

灰責褐色

責橙色

石(1)
砂
○

甕
口径 (215)

残高  45
口縁端部に刻み目が施される。

◎ ヨヨナデ・ 指頭

痕

⑩ マメツ

ケヽ(6本/cm)
色

色

褐

褐

明

石。長 (1～ 2)

砂
○

甕
径

高

口

残

(147)

53
頸部 に 2条の沈線が施 され る。

◎ヘラ描き

⑩ハケ
マメツ

灰黄褐色

灰白色

石・長 (1～ 2)

砂 。金

◎

甕
径

高

底

残

(75)

30
平底の底部。 マメツ マメツ・指頭痕

責橙色

橙色

石,長 (1～ 3)

砂・金

○

甕
底径 (50)
残高 37 平底 の底部。 ナデ・ハク マ メツ

橙色

黄橙色

石
。

長  ( 1 )

砂
◎

重
径

高

口

残

(142)

68
頸部付近に2条の沈線文と刺突文が施され

る。

◎ハケ(6本/cm)

⑪指頭痕
◎指頭痕

③Эミガキ
赤褐色

明赤褐色

石・長 (1～ 3)

砂

○

重
底径  53
残高 123

頸部 に 4条の沈線文が施 され る。 マメツ マメツ
責灰色

黄灰色

長 (1)
砂

○

27

一軍
径

高

底

残

(88)

45 平底 の底郡。 マメツ
マメツ

⑮指頭痕
黄橙色

黄橙色

石・長 (1～ 2)

砂

○

壺
径

高

底

残
平底の底部。 ミガ

=
ミガキ

黄橙色

黄橙色

石 。長 (1)
砂

〇

不 身
口径 (124)

残高 21
受部が上方向にのび る。 回転 ナデ 回転 ナデ

灰色

灰色

密

◎

甕
口径 (249)

残高  41 外傾する口縁端部はやや肥厚される。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

密

◎

表38 E地区 SR I出 土遺物観察表 石製品

番号 器   種 残   存 材   質

法 量

備 考 図 jln

長 さ (cm) 幅 (cm) )享 さ (cm) 重 さ (g)

劉  片 サヌカイト 71 31 7
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表39 E地区第V層 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法 量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎
　
焼

土

成

備考 図版

外   面 内   面

郷
口径 (125,

残高  16
内湾気味に立ち上がる日縁部に端部はやや

尖る。
マ メツ マメツ

乳白色

乳白色

長 (1)

砂

○

碗
径

高

底

残

(60)

20 断面四角形の高台をもち底部は厚立 施和 施釉
灰オリーブ色

灰オリーブ色

密

◎

下苅屋遺跡 2次調査地

表40 F地区 SD 2出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 敗

エ (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考 図版

外  面 内   面

不 蓋
口径 (134)

残高 26
やや内湾 して下が る日縁部。 回転 ナデ 回転 ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

不 蓋
径

高

口

残

(130)

2 2
口縁端部 に内面 に段 が残 る。 回転 ナデ 回転 ナデ

色

色

灰

灰

圭目
　
立日

密

◎

表41 F地区 SR l出 土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形  態  ・ 施  文

調 整 (外面 )

色調

(内面 )

胎
　
焼

土
　

成
備考 図 版

外   面 内   面

不 蓋
口径 (130)

残高 25
天丼部に凹みによる稜がみられる。 回転 ナデ 回転 ナデ

暗灰色

暗灰色

5誌 (1)
砂

◎

邪 蓋
口径 (133)

残高 27
天丼部 に凹みによる稜がある。 回転 ナ デ 回転 ナデ

灰色

灰 白色

密

○

不蓋
口径 (108)

残高 22
内湾気味 に下が る国縁部。 回転 ナ デ 回転 ナデ

灰色

灰色

長(1)

◎

不身
口径  (98)
残高  20

受部に沈線状の凹みがあり、立ち上がりは

内傾する。
回転 ナデ 回転 ナデ

暗灰色

暗灰色

長 (1)

◎

不身
受部径 (112)

残高  23
受部端 がやや外上方向 にのび る。 回転 ナ デ 回転 ナ デ

灰色

灰色

長(1)

◎

高坪 残高 54
脚部に透かし、2条 の浅い凹線文が施され

る。
マ メツ マメツ

灰 白色

灰 白色

長(1)

○

表42 F地区第V層 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 致
二 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

傭 考 図 版

外  面 内  面

不
口径 (118)

残高  26
内湾気味に立ち上がる国縁部。

◎ヨコナデ

⑪ マメツ

①ヨコナデ

⑩マメツ

浅黄橙色

浅黄橙色

密

◎

郷
口径 (128)

残高  27
外傾 す る日縁部。 マメツ マメツ

責橙色

黄橙色

１
金

長
砂
○

郭
底径 (78)
残高  14

円盤成形 の平高台の底部。 マ メ ン マメ ツ
黄橙色

黄橙色

長 (1)
砂 。金

○

不
径

高

底

残

(74)

16 平底の底部より内湾気味に立ち上がる。
① マメツ

⑥回転糸切り?
マメツ

浅責色

灰 白色

密

○

61 椀
底径  (60)
残高  18

底部に断面逆台形状の貼 り付け高台をも
マメツ マメツ

黒色

黒色

長(1)

◎
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第 5章 下苅屋遺跡 3次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯
1995(平成 7)年 10月 、松山市道路部道路建設第 1課 (以下、道路建設第 1課)よ り、松山市平井

町甲23921外における松山市道「平井・水泥線」道路建設工事にあたり、当該地における埋蔵文化財

の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

当該地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『152平井遺物包含地』内にある。調査地周辺では

これまでに下苅屋遺跡・下苅屋遺跡 2次調査地、古市遺跡 。古市遺跡 2次調査地の調査が行われてい

る。調査地の東方にある古市遺跡 1区では、弥生時代前期から古代までに機能していたと考えられる

自然流路や、室町時代の水路が検出されている。また、東接する下苅屋遺跡では古墳時代後期の竪穴

式住居址 (6棟 )、 土坑、溝、掘立柱建物に伴う柱穴等が検出されている。

これらのことから、文化教育課では、当該地における埋蔵文化財の有無 と、さらには遺跡の範囲や

その性格を確認するために、路線のうち用地買収完了部分について、1997(平成 9)年 4月 1日 ～ 4

月17日 の間、計52本 の トレンチによる試掘調査を実施した。

試掘調査では、古市遺跡 1区で検出された自然流路のつづきや、古墳時代の掘立柱建物址や土坑、

柱穴等を確認した。

これらの結果を受け、文化教育課、働松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターと道路建設第 1

課は発掘調査について協議を行い、開発工事によって失われる遺構や遺物について、記録保存のため

発掘調査を実施することにした。今回の調査では、古市遺跡 1区で検出された自然流路のつながりと、

下苅屋遺跡で検出した古墳時代集落の範囲とその構造解明を主目的とし、平成 9年 4月 18日 から平成

10年 10月 31日 の間に野外調査を実施 した。なお、調査の都合上、調査区を 1～ 6区に大別し、 1区 は

A～ C区に分け、さらに 1・ 2区は4mの グリットを設け、西から東へA～ E……、南から北へ 1～ 7

……とし、呼称はA・ 1区、B～ E・ 2～ 7区……とした。

(2)調査の経緯

平成 9年 4月 18日 、 lA区を重機により掘削開始。土層壁 と遺構検出面を精査する。 4月 22日 、 1

A区の重機による掘削を終了。 4区 を重機により掘削する。 4月 23日 、 5区 を人力により表土はぎ取

り作業開始。 5月 2日 、 4区の遺構検出写真撮影、遺構掘 り下げ開始。 6月 16日 、 lA区の遺構検出

写真撮影、遺構の半掘作業開始。 6月 25日 、 4区の遺構完掘。 6月 30日、 4区の遺構完掘写真撮影を

し、 4区の現場作業終了。

7月 3日 、 lB区 を重機による掘削を開始し、土層壁 と遺構検出面の精査を行う。 7月 15日 、 lB

区の重機による掘削を終了する。 7月 24日 、 lB区の遺構検出写真撮影を行う。 7月 25日 、 lB区の

遺構の掘 り下げを開始する。 8月 1日 、中学生を対象とした職業体験を行う。 8月 27日 、 lA・ lB

区の遺構完掘写真撮影を行い、 lB区の現場作業を終了。

9月 1日 、 3区の表土はぎ取 り作業を開始。 9月 2日 、6区の 1号墓検出。lA区 の現場作業終了。

（
υ
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調 査 の 経 過

9月 4日 、 2区を重機により掘削開始。 3区の表土はぎ取 り作業を終了する。 9月 5日、 3区の西

偵1を拡張する。 6区 1号墓の検出写真撮影。 9月 9日 、 lA。 lB区をヘリコプターによる航空測量

ならび写真撮影を行う。 9月 10日 、 3区の遺構検出写真撮影。 9月 12日 、 lA区を重機により部分的

に埋め戻す。 2区の重機による掘削終了。 9月 17日 、 2区の壁・床面精査を開始する。 3区の遺構完

掘写真撮影。 9月 18日 、 3区を人力による埋め戻 し作業、同日終了。10月 16日 、 2区の遺構検出写真

撮影。遺構の掘 り下げを開始する。10月 28日、中学生を対象とした職業体験を行う。

10月 30日 、 5区を重機にて掘削開始。 6区 2号墓の検出作業開始。10月 31日 、 5区の重機での掘削

終了。■月 5日 、 5区の遺構検出写真撮影。 6区 2号墓の検出写真撮影。11月 21日 、 5区の遺構完掘

写真撮影し、現場作業を終了。重機にて埋め戻し開始。11月 25日、 5区の重機での埋め戻 し終了。12

月 2日 、6区 2号墓の完掘写真撮影を行い、本日にて 6区の現場作業終了。12月 25日 、現場仕事納め。

平成10年 1月 6日 、現場仕事始め。 lB区北西部を重機にて拡張。 1月 20日 、調査地全体をセスナ

機により航空写真撮影をする。 1月 24日 、現場説明会を行う。 1月 27日、 2区の遺構完掘写真撮影。

1月 28日、 lA区を重機にて埋め戻す。1月 30日 、lB区の重機にて埋め戻しを開始する。 2月 6日 、

lB区の図面測量を終了し、同区の作業は終了。 2月 13日 、 lB区の重機にて埋め戻 しを終了する。

9月 29日 、 lC区 を重機で掘削。10月 1日、 lC区の遺構検出作業 と遺構の掘 り下げを行 う。10月

29日 、lC区の遺構完掘写真撮影。10月 31日、lC区の現場作業を終え、全調査区の野外調査を終了。

(3)調査 組織

調 査 地  松山市平井町甲2391外37筆

遺 跡 名  下苅屋遺跡 3次調査地

調査期間  屋外調査 1997年 4月 18日～1998年10月 31日

調査面積  7,655m2

調査担当  lA・ B区 。2～ 6区 河野史知、 lC区 相原浩二

2.層 位 帥 3～65図 )

本遺跡は、小野谷に水源を発する小野川 と、平井谷に水源を発する堀越川によって形成された扇状

地の扇央付近、標高59～64mに立地する。調査地は東西に全長430mで、東から西へ向けて 7mの緩傾

斜をなしている。基本土層は第 I層黄灰色上、第H層暗灰色土、第Ⅲ層明黄褐色土～赤色上、第Ⅳ層

暗灰褐色土、第V層灰責褐色上、第Ⅵ層灰黄褐色砂質土～茶灰色砂質上、第ⅥI層灰褐色土～黒色上、

第ⅥI層明黄灰色土～暗灰色上である。

第 I層―現代の造成上で、層厚は30～ 100cmを 測る。

第H層―現代の農耕による客上で、層厚は5～ 35cmを 測る。

第Ⅲ層―水田耕作に伴う床上で、層厚は 1～ 15cmを測る。

第Ⅳ層一旧耕作上で、層厚は8～24cmを 測る。

第V層―旧耕作上に伴う床上で、層厚は6～■cmを測る。

第Ⅵ層-lA区 ～ lC区に堆積し、中世の遺物を包含する。層厚は4～ 6 cmを 測る。

色調の違いから、Ⅵ― a層 は灰黄褐色砂質上、Ⅵ一 b層 は茶灰色砂質上になる。



下苅屋遺跡 3次調査地

第ⅥI層-lA区 ～ lC区・ 2区 に堆積し、古墳時代の遺物を包含する。層厚は14～ 16cmを測る。

色調・砂質の違いから、Ⅶ― a層 は灰褐色上で 3～ 5 mm大 の黄色上が粒混じり、Ⅶ― b層

は灰褐色上、ⅥI― c層 は灰褐色上に暗褐色上が混じり、ⅥI一 d層 は黒色土になる。

第ⅥI層一地山と呼ばれるものであり、この面において 1△ 区～ lC区・ 2区では遺構を検出した。

色調の違いから、Ⅵl― a層 は明黄灰色上、VⅢ一 b層 は暗灰色上になる。

lA区の層位 (第63図 )

lA区は標高59.6mに 立地し、基本土層の第 I層、第 H層、第Ⅲ層、第Ⅵ層、第Ⅶ層、第Ⅷ層が堆

積する。第 I層 は調査区全域で50～ 70cmの 厚さを測る。第Ⅱ層は暗灰色上になり、調査区全域で15～ 30

硼の厚さを測る。第Ⅲ層は明黄褐色上になり、調査区全域で 5～10cmの 厚さを測る。第Ⅵ層は南東部

の一部を除いて堆積がみられ、 4～ 6 cm厚 さを測る。第VI層 は南西部の一部を除いて堆積がみられ、

10～ 15cmの 厚さを測る。遺構は第Ⅷ層上面にて検出した。

lB区の層位 (第 63図 )

lB区は標高60.lmに 立地し、基本土層の第 I層、第H層、第Ⅲ層、第Ⅵ層、第Vl層、第VⅢ層が堆

積する。tt I層 は調査区全域で60～ 80cmの 厚さを測る。第 H層 は暗灰色上になり、調査区全域で10～ 35

cmの厚さを測る。第Ⅲ層は調査区全域で 3～ 13cmの 厚さを測る。第Ⅵ層は南西部の一部を除いて堆積

がみられ、 4～15cm厚さを測る。第Ⅶ層は北東部の一部を除いて堆積がみられ、 8～ 16cmの 厚さを測

る。遺構は第VⅢ層上面にて検出した。

lC区の層位 (第 63図 )

lC区は標高59.8mに 立地し、基本土層は、第 I層、第 H層、第Ⅲ層、第Ⅶ層、第Ⅵ‖層が堆積する。

第 I層 は調査区全域で100cmの 厚さを測る。第■層は調査区全域で16～ 205cmの厚さを測る。第Ⅲ層は

赤色土になり、調査区全域で 3～ 8 cmの厚さを測る。第Ⅶ層は東側半部を除いて堆積がみられ、8～14

cmの厚さを測る。遺構は第VⅢ層上面にて検出した。

2区の層位 (第 64図 )

2区 は標高59.6mに 立地し、基本土層の第 I層、第■層、第Ⅲ層、第Ⅶ層、第Ⅷ層が堆積する。第

I層 は調査区全域で30～ 50cmの 厚さを測る。第H層 は暗灰色土になり、調査区全域で20～ 35cmの 厚さ

を測る。第Ⅲ層は明黄褐色上になり、調査区全域で3～15cmの厚さを測る。第ⅥI層 は南半部に堆積し、

14～ 16cmの 厚さを測る。第VⅢ層は明黄灰色上になる。遺構は第ⅥⅡ層上面にて検出した。

3区の層位 (第 64図 )

3区は標高62.4mに 立地し、基本土層の第 H層、第Ⅲ層があり、第Ⅲ層の下に SR l埋上の 1層明灰

黄色土 (調査区全域で 5～50cmの 厚さを測る)と 、灰色砂礫 (1.5m以上の堆積を測る)と がある。第

H層 は調査区全域で 5～21cmの 厚さを測る。第Ⅲ層は明黄褐色上になり、調査区全域で 3～■cmの厚

さを測る。遺構は第Ⅲ層下の明灰黄色土上面にて検出した。
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lC区  北 壁

第63図  lA IB・ lC区南・北壁土層図

(S=1:40)



2区 南 壁

H.59.80m
D′

I.造成土 (黄灰色■)

工.耕作土 (暗灰色土)

皿.床土
a.明黄褐色土
b.赤色土

V,旧耕作土 (暗灰褐色土)

V.旧床土 (灰黄掲色土)

Ⅵ.遺
黎犠 跳鶏土

□
b.茶灰色砂質土

Ⅶ.遺物包含層 (古墳時代)Eコ
a`灰編色土 (3～ 5mm大の黄色土粒混じり)

b.灰褐色土
c.灰褐色上と皓掲色上の混交層
d.黒色土

Ⅷ.地山
a.明黄灰色土
b.晴灰色土
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1.明灰黄色上
2.灰色砂礫
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第64図  2・ 3区南壁
―
土層図



H.6280m

I.造成上 (黄灰色土)

Ⅱ.耕作土 (暗灰色土)

Ⅲ.床土
a.明黄掲色土
b.赤色土

Ⅳ.旧耕作土 (暗灰褐色土)

V.旧床土 (灰責褐色土)

Ⅵ.遺物包合層 (中世) □
a.灰黄褐色砂質土
b.茶灰色砂質土

Ⅶ.遺物包合層 (古墳時代)Eコ

b.優帽琶圭
(3～ 5mm大の黄色土粒混じり)

c.灰褐色土と皓掲色上の混交層
d.黒色土

Ⅷ.地山
a.明黄灰色土
b.暗灰色土

遺溝埋土 握國
SRl埋土 厘闊
1.明灰黄色土
2.灰色砂礫

暗黄褐色土

5区 南 壁

0           1           2m

H.6380m

H.64.20m
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第65図  4・ 5・ 6区南・東壁土層図

(S=1:40)
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第66図1 lA～ 16区■2区と月辺遺跡の違構配置口



位層

4区の層位 (第 65図 )

4区は標高62.6mに 立地し、基本土層の第 H層、第Ⅲ層が堆積し、その下にSR lの埋上である 1層

明灰黄色土 (調査区全域で 5～10cmの厚さを測る)と 、 2層灰色砂礫 (1.5m以上の堆積を測る)と が

ある。第 H層 は調査区全域で 5～17clnの厚さを測る。第Ⅲ層は黄褐色上になり、調査区全域で 3～ 6

cmの厚さを測る。遺構はSR l埋土上面にて検出した。

5区の層位 (第 65図 )

5区は標高63.7mに 立地し、基本土層の第 I層、第 H層、第Ⅲ層、第Ⅳ層、第VIll層 が堆積する。第

I層 は黄灰色上になり、調査区全域で13～16cmの 厚さを測る。第H層 は暗灰色土になり、調査区全域

で 1～ 7 cmの厚さを測る。第H層 は調査区全域で18～ 24clnの厚さを測る。第Ⅳ層は調査区全域で 6～■

cmの厚さを測る。遺構は第VII層上面にて検出した。

6区の層位 (第 65図 )

6区は標高64.lmに 立地し、基本土層の第 H層、第Ⅲ層、第Ⅷ― a層が堆積する。第Ⅲ層と第Ⅷ層

の間には暗黄褐色土 (厚 さ10cm)と 、暗褐色砂礫 (厚 さ25～30cm)と 暗褐色砂質上 (厚 さ40cm)力 堆ゞ

積する。遺構 は第 H層上面に露出した状態で近世墓を検出した。第Ⅱ層は調査区全域で■～14cmの厚

さを測る。第III層 は調査区全域で■～13cmの 厚さを測る。
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lA区の遺構と遺物

3.lA区 の遺構 と遺物 帥硼

第VⅢ層上面より竪穴式住居址 1棟、掘立柱建物址 1棟、土坑 1基、溝 2条、柱穴17基、性格不明遺

構 1基を検出した。

(1)弥生時代

1)性格不明遺構

SX l(第68図 )

調査区南東側のD～ E・ 6～ 7区に位置し、南側はSB lに 切られ、北 。東側は調査区外に延びる。

西側の壁体は N28°一Eを指向する。床面は西側の壁体より緩やかに傾斜し、傾斜部に 2～17cm大の礫

を多数検出している。規模は南北3.75m以上、東西2.2m以上、深さ15cmを 涙よる。埋土は黒色粘質上で

ある。遺物は弥生土器の細片が僅かに出土する。

時期 :出土遺物から弥生時代 とし、それ以上の時期決定はできない。

H.58.60m

::

1.黒色粕質土

o           1           2m

(s=1140)

第68図 SX l測量図

(2)古墳時代

1)竪穴式住居址

SB l(第 69図 )

調査区南東隅のD。 5～ 6区に位置し、SX lを切 り、南。東側は調査区外に延びる。平面形態は方

形を呈し、検出規模は南北2.75m、 東西2.2m、 床面積5.9m2、 深さ22cmを測る。床面では直径63cm、

深さ36cmの柱穴 (Pl)を検出した。埋土は暗褐色上である。遺物は須恵器 と土師器の小片が出土する。

出土遺物 (第 69図 )

1は邪蓋で、日縁端部内面には明瞭な段をもつ。 2は邪身で、外方向に延びる受部に、内傾する立

ち上がりをもつ。

時期 :出土遺物から、 6世紀末～ 7世紀初頭に比定する。
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下苅屋遺跡 3次調査地

H.58.60m

一

1.暗褐色土
□ SXl埋土
2.黒色粘質土
3.2層に責灰色土が少し混じる

0           1           2m

(S=1 :40)

(S=1:4)

第69図 SB I測量図・ 出土遺物実測図

2)掘 立柱建物址

掘立 1(第 70図 )

調査区南西部のA～ B・ 7～ 8区に位置し、西側は調査区外に延びる。主軸は桁行方向 N17°一Eで、

柱穴は南北に 4間、東西に 1間以上である。規模は桁行 き6.3m、 梁行 き2.lm以上で、桁方向の柱間

は1.3～1.8m、 梁方向の柱間は2.lm、 床面積は13.2m2以上になる。柱穴は径0.7～1.2m、 深さ46～72

cmを測る。 P4・ 5か らは直径18cmの柱痕を検出した。埋土は暗褐色上である。遺物は須恵器 と土師

器の細片が少量出上したが、図化できるものはない。

時期 :埋上が SB lと 同じことから、 6世紀末～ 7世紀初頭 とする。
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lA区の遺構と遺物

呻

    |  ]
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圏
剛
醐
刷
捌
耐

o                      3m

(S=1:60)

第70図 掘立 1測量図
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下苅屋遺跡 3次調査地

3)土坑

SK l(第 71図、図版29)

調査区北東部のD～ E・ 9区に位置する。平面形態は長方形で、断面形態は逆台形状を呈する。主

軸は東西方向を指向する。規模は長軸3.04m、 短軸1.75m、 深さ0.3mを測る。埋土は上層が暗灰褐色

上、中層が暗灰黄褐色上、下層が暗黄褐色上である。遺物は上面から基底面までに、須恵器、土師器、

3～10cm大の礫が密集した状態で出上した。出土土器は、須恵器片が2/3を 占める。

l①

1.暗灰褐色土
2.皓灰黄褐色土
3.暗黄掲色土
□ 石 3

第71図 SK l測量図

出土遺物 (第 72073図、図版43)

須恵器 :3～ 16は郷蓋である。 3・ 4は天丼部 と口縁部の境界に稜をもつ。 7～ 9は内湾して下が

る口縁部をもつ。10は内湾して下がる口縁部に、内傾する端部をもつ。■ 012は内湾して下がる口縁

部に、端部は丸 く納まる。13は天丼部 と口縁部の境が凹む。14・ 15は 内湾気味に下がる日縁部をもつ。

16はかえりが口縁端部より下方にある。17～28は邪身である。17～22は受部端に沈線状の凹みをもつ。

29～33は高邪である。29は不部の立ち上がりが上方、受部は外上方にのびる。29。 30は脚部が短脚に

なる。31は 3方向に 2段の透かしが施される。32・ 33は ラッパ状にのびる脚裾部で、33は透かしを施

す。34～36は長頸重である。34は緩やかに外傾する国縁部外面にはカキロ調整をもつ。35・ 36は扁球

状の胴部をもち、36は胴上部に 3条の凹線を施す。37は横瓶で、僅かに外傾する口縁部をもつ。38は

台付壷の脚部で、内湾しながら下がる脚部には透かしが施される。39は甕で、「 く」の字状の口縁部は

端部が内湾する。40・ 41は甦である。40は段をもって外傾する日縁部になり、41は胴上部に 2条の沈

線 と刺突文が施される。42は平瓶である。扁球形の胴部に、頸部には 1条、胴部には2条の凹線がみ

られる。43は蓋で、上方向に延びるつまみをもつ。

上師器 :44～ 48は甕である。44～47は「 く」の字状の口縁部をもち、48は緩やかに外反する日縁部

穐 鰍 i
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lA区の遺構と遺物

をもつ。49・ 50は甑の把手で、中実で棒状の把手をもつ。51は高不の脚裾部で、

部内面には稜をもつ。

時期 :出土遺物から、 6世紀末～ 7世紀初頭に比定する。

ラッパ状 とこ広が る裾

0          5         1 0Cm

(s=1:4)

洞 墨

■E                      16

SK l出 土遺物実測図(1)
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下苅屋遺跡 3次調査地

第73図 SK l出上遺物実測図確)
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lA区の遺構 と遺物

4)第 ⅥI層 出土遺物 (第 74図 )

須恵器 :52～55は邪蓋である。52は 口縁端部内側に、段を微かにもち、53は天丼部 と口縁部 との境

界には不明瞭な凹みをもつ。54・ 55は 内湾して下がる日縁部をもつ。56～58は邪身である。56は受部

が水平な面をなし、57は受部端が凹み、58は受部に沈線状の凹みをもつ。59・ 60は高不の脚部である。

59は脚端部が上方に肥厚され、60は脚端部が下方に肥厚される。

ナ士―十一ウ反面覇誌
56

59

60

0       5       1 0cm

(S=1:4)

第74図 第Ⅶ層出土遺物実測図

(3)中  世

1)溝
SD l(第 75図 )

調査区中央部西側のB～ C・ 8～ 9区に位置し、西側は調査区外に延びる。主軸は東西方向で、や

や湾山している。断面形態は逆台形状を呈する。規模は検出長6.7m、 上場幅0。 32～ 0。 82m、 深さ8～13

cmを測る。遺物は拳大～人頭大の礫が密集した状態で検出し、このなかに土師器 と磁器の破片が混じ

る。埋土は灰褐色上である。

出土遺物 (第 75図 )

61は上釜の口縁部である。国縁端部外側には、断面三角形の凸帯が貼 り付けられる。62は磁器碗で

ある。外面に草花文がみられる。

時期 :出土遺物 と埋土から、中世 とした。

SD 2(第 67図 )

調査区中央部北側のC・ 9区に位置する。主軸は南北を指向する。断面形態はレンズ状を呈する。

規模は検出長2.83m、 上場幅0.6m、 深さ 8 cmを測る。埋土は上層が暗灰帽色上、下層は灰褐色上であ

る。出土遺物はない。

時期 :出土遺物はなく、埋土から中世 とする。

2)第 Ⅵ層 出土遺物 (第 76図、図版44)

土師器 :63～66は土釜である。63・ 64は外傾する口縁部に貼 り付け凸帯をもつ。65・ 66は 内湾する

口縁部に、断面三角形状の貼 り付け凸帯をもつ。67・ 68は土釜の脚部である。断面楕円形の脚は下方

に延びる。69。 70は皿である。平底の底部から胴部は外反気味に立ち上が り、口縁端部は丸 くおさめ

る。71は管状土錘で、中心部に孔を開けている。
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下苅屋遺跡 3次調査地

A―A′

ー

B_B′              H.58.50m

c_c′                 H.58.50m

D―D'    l   H.58.50m

一

H.58.50m

1.灰褐色土

□ 石
E― Eタ

第75図 SD l測量図・出土遺物実測図

62

0          5         1 0cm

(S=1:4)
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第76図 第Ⅵ層出上遺物実測図
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lB区の遺構 と遺物

4.lB区 の遺構 と遺物 館硼

第Ⅵ層上面では竪穴式住居址 2棟、掘立柱建物址 2棟、土坑 4基、溝 3条、柱穴10基、小穴 8基を

検出した。

0                      5m

(S-1:100)

第77図  lB区 遺構配置図
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下苅屋遺跡 3次調査地

(1)古塘時代
1)竪穴式住居址

SB 2(第78図 )

調査区北端のG～ H・ 12～ 13区に位置し、SK 3・ 4を切る。平面形態は隅丸方形を呈する。主柱穴

は1基 (Pl)を検出した。規模は東西5.86m、 南北長2.72m、 深さ0.16mを 測る。埋土は上層が灰

褐色上、下層
―
が暗褐色上で、基底面には部分的に灰褐色土と暗褐色上の混合上がみられる。基底面で

はSK 3・ SK 4を検出した。遺物は須意器・上師器・砥石が出土する。

出土遺物 (第 78・ 79図、図版44)

72～75は不蓋である。72は口縁端部が下方に延―び、73は 口縁端部が外反し、74は平坦な天丼部をも

ち、75は 内湾しながら下がる日縁部をもつ。76～80は邦身である。76は受部に凹みをもち、77は立ち

1.灰褐色土
2,暗褐色土
3.1層に 2層が混じる

m

(S-1:40)

刀    あ

|

第78図 SB 2測 量図・出土遺物実測図(1)

0          5         1 0cm

(S=1:4)
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lB区の遺構 と遺物

上がりが上方に延びる。78079

は立ち上がりは内傾し、受部は

外方に延びる。80は外傾気味の

口縁部に、端部は外方に肥厚す

る。81は壷の口縁部で、外傾す

る口縁端部は段をなす。82は砥

石で、両端が欠損している。石

材は凝灰岩製である。砥面は 4

面あり、平面研磨された使用痕

がみられる。

時期 :出土遺物から、 6世紀

末～ 7世紀初頭に比定する。

(s=1:2)

第79図 SB 2出 土遺物実測図(2)

SB 3(第 80図、図版30・ 31)

調査区北西隅のF～ G・ 12～13区 に位置し、北・西側は調査区外に延び、南東コーナーはSK 2に切

られており、基底面からはSK 5を検出している。平面形態は方形を呈する。規模は東西2.45m、 南北

2.68m、 深さ0。 19mを測る。周壁溝は幅23cmで、主柱穴は3基 (Pl～ P3)を検出した。東壁には

第80図 SB 3測量図
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下苅屋遺跡 3次調査地

竃があり、平面形態は馬蹄形を呈し、

規模は長さ1.16m、 幅0。 77m、 高さ

0.17mを 預よる。煙道は未検出で、竃

は住居址の壁体 より外へ0.45mス

ロープ状に突出している。竃内部か

ら須恵器の娩 (92)力 出ゞ上している。

埋土は焼土・戊 との互層である。遺

物 は須恵器片 と土師器片が出土す

る。

出土遺物 (第 82図、図版44)

須恵器 :83～86は不蓋である。83

は天丼部 と口縁部 との境界に稜がみ

られる。84は天丼部 と口縁部 との境

界にある稜が消滅し、国縁端部は丸

くおさめる。85は天丼部に断面菱形

を呈する宝珠様つまみが付 く。かえ

りは日縁端部 と同じ高さである。86

は天丼部の中央が凹むつまみをも

ち、かえりが口縁端部より下に延び

る。87～ 91は不身である。87～89は

受部端に沈線状の凹みをもつ。90は

平底の底部から、外反気味に立ち上

がる。91は底部端が外反し、外傾気

味に立ち上がる。92は娩で、口縁部

は外反する。

時期 :出土遺物から、 7世紀中葉

に埋没したとみられる。

H.53.90m

E]焼土
E]焼土と炭の混合層
1.明掲灰色土

(1～ 5Hmの明赤掲色土地混じり)

2.明掲灰色砂質土
3.暗赤灰色土
4.黒褐色土
5.褐色砂質土

0                       1m

(S=1 :20)

第81図 SB 3カ マ ド測量図

2

0        5        1 0cm

(S=1:4)

二鬼

第82図 SB 3出 土遺物実測図

軍 咀 0
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lB区の遺構と遺物

2)掘立柱建物址

掘立 2(第83図 )

調査区中央部のF～ G、 10～■区に位置し、SD 3を切る。総柱の東西棟で、東西 3間、南北 2間に

なる。規模は桁行4.57m(柱間1.35～1.62m)、 梁行4.■m(柱間1,78～2.33m)、 柱穴の直径18～27

cm、 深さ29～49cmを 測る。埋土は灰褐色上である。遺物は須恵器と上師器の小片が出上した。

時期 :埋上がSB2と 同じことから、 6世紀末～ 7世紀初頭とする。

藝

〓

・
り
Ｐ

ｏ
ｏ
ヨ

絆

F＼⑥    ◎_0
|

ヨー 封

葦

H.59.00m

―

0                       3m

(S=1:60)

第83図 掘立 2測量図
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下苅屋遺跡 3次調査地

掘立 3(第84図 )

調査区北西部のD～ F・ 9～■区に位置し、SD 4を切る。P6～ P llは lA区内にある。SD 4を

切る。東西 3間、南北 4間の南北棟で、規模は桁行き4間 7.08m、 梁行き3間 5.32m、 柱間1.32～2.16

m、 柱穴の大 きさ46～68cm、 深さ9.2～71cmを 測る。Pl～ P5では直径10～ 20cmの柱痕を検出した。

柱穴の埋土は灰褐色～暗褐色上である。遺物は須恵器 と土師器の小片が出上している。

時期 :埋上が SB 2と 同じことから、 6世紀末～ 7世紀初頭 とする。

灰掲色土
暗褐色土 (柱痕)

第84図 掘立 3測量図

136



3)溝

SD 3(第85図 )

調査区中央部のF～ I・ ■～12区 に位置

する。北東から南西方向に湾曲しながら延

びており、東側は調査区外に延びる。掘立

2に切られている。規模は検出長9.7m、 上

場幅30～ 82cm、 深さ 1～ 8 cmを測 り、溝床

は東から西に16cm下がる。断面形態はレン

ズ状である。埋土は灰褐色土である。遺物

は須恵器 と土師器片が出上している。

出上遺物 (第 86図 )

93は不蓋で、口縁端部は内側に段をもつ。

94～96は郭身である。94は立ち上がりが上

方向に延び、95・ 96は受部に沈線状の凹み

をもつ。

時期 :出土遺物から、 6世紀末～ 7世紀

初頭に比定する。

SD 4(第85図 )

調査区西側のE～ F・ 10～ 11区 に位置し、

掘立 3に切 られる。北東一南西方向を指向

する。規模は上場幅40～ 54cm、 深さ 1～ 8

cm、 検出長3.2m、 溝床は東から西に 3 cm下

がる。断面形態はレンズ状である。埋土は

灰褐色土である。遺物は須恵器 。土師器の

小片が出上している。

時期 :SD 4は SD 3と 同じ埋土で、SD

3に続 くものと考えられる。よって、 6世

紀末～ 7世紀初頭 とする。

♀                   早m

(S=1:loo)

第85図 SD 3・ 4測量図

lB区の遺構と遺物

II  イ!

、1   11

ll  l′

、ヽ  ′!

A一A′       H.59.40m

1

一

］増・　‐一一

噌・　‐一一

H.59.40m

1.灰掲色土

3出土遺物実測図
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下苅屋遺跡3次調査地

SD 5(第77図 )

調査区西端の F・ 11～ 12区 に位置し、SB 3に切られ、北端は調査区外に延びる。方位は南北を指向

し、規模は検出長3.9m、 上場幅0.5m、 深さ16cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。溝床は南か

ら北に 3 cm下がる。埋土は黒褐色上である。遺物は土師器の小片が僅かに出上したにとどまる。

時期 :遺構の切 り合いから、 7世紀中葉以前とする。

4)土 坑

SK 2(第 87図 )

調査区北西部のG。 12区 に位置し、SB 3を切る。平面形態は円形、断面形態は逆台形状を呈し、基

底面は平坦になる。規模は東西1.08m、 南北1.25m、 深さ28cmを 測る。埋土は暗灰褐色上である。遺

物は須恵器 と土師器片が出土する。

時期 :遺構の切 り合いから、 7世紀中葉以降とする。

H.59.00m
1.晴灰褐色上 (灰褐色粒土混じり)

2 暗灰褐色土
3.灰掲色土
4.責灰色土

0                       1m

(S=1 :20)

第87図 SK 2測量図
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lB区の遺構と遺物

SK 3(第88図 )

調査区北東部のH・ 12～ 13区 に位置し、SB 2に切 られている。平面形態は円形、断面形態はU字状

を呈し、基底面は平坦である。規模は東西1.18m、 南北1.12m、 深さ53cmを 測る。埋土は上層が灰褐

色土 (上部には礫が混じる)、 下層が暗灰褐色上である。遺物は須恵器 と土師器片が出土する。

出上遺物 (第 88図 )

97は郷蓋で、天丼部 と口縁部 との境界には稜がない。98は甕の口縁部で、端部が外下方にのびる。

時期 :遺構の切 り合いと出土遺物から、 6世紀末～ 7世紀初頭以前 とする。

1.灰褐色土 (礫混じり)

2.灰褐色土
3.暗掲灰色土

97

第88図 SK 3測量図・出土遺物実測図

o                       lm

(s=1:20)

o       5       10cm

(S=1:4)
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下苅屋遺跡3次調査地

SK 4(第 89図 )

調査区北側のG～ H・ 12区 に位置し、SB 2に切 られている。平面形態は不整楕円形、断面形態はU

字状を呈する。規模は東西1.57m、 南北1.15m、 深さ94cmを 浪よる。埋上は上層が暗灰褐色上、中層が

灰褐色土 (上部には褐色土、下部には黄色上が混じる)、 下層は灰褐色土 と暗褐色上で、中層と下層の

間には暗灰褐色土がある。遺物は須恵器 と上師器片が出土する。

出上遺物 (第 89図 )

99。 100は郷蓋、101は不身、1021ま速の国縁部である。

時期 :遺構の切 り合いと出土遺物から、 6世紀末～ 7世紀初頭以前 とする。

1.暗灰褐色土
2.灰掲色土 (掲色土粒混じり)

3.2層に責色土粒混じり
4.暗褐色土
5.灰掲色土

♀        .        Im
(s=1 :20)

0       5       10cm

(s=1:4)

第89図 SK 4測量図・ 出土遺物実測図
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lB区の遺構 と遺物

SK 5(第77図 )

調査区北西部、 F～ G・ 12～13区 に位置し、SB 3に切 られ、東側の壁体は柱穴に切 られている。平

面形態は楕円形、断面形態は舟底状を呈する。規模は長軸1.2m、 短軸0.8m、 深さ23cmを 測る。埋土

は上層が明黄褐色土～暗褐色上、下層が灰黄褐色砂質上である。出土遺物は土師器の小片が僅かに出

土するが、図化には至らなかった。

時期 :遺構の切 り合いから、 7世紀中葉以前 とする。

5)第 VII層 出土遺物 (第 90図 )

須恵器 :103～■0は不蓋である。103・ 1041ま 口縁端部内側に段をもち、105～1081ま 内湾しながら下

がる口縁部をもつ。109・ 110は天丼部 と口縁部に境界をもち、国縁部は下方にのびる。■1～118は不

身である。111～■4は受部端に沈線状の凹みをもち、■5・ ■61ま立ち上がりが内傾し、受部は外方向

にのびる。■9は高不の蓋である。つまみの中央部が凹む。120・ 121は高不である。ラッパ状に広がる

脚裾部に、端部は平らな面をもち、120は端部が上下に肥厚される。122は提瓶の回縁部で、外反する

口縁部は端部が丸 くおさまる。

o       5       1 0cm

(S=1:4)

第90図 第Ⅶ層出土遺物実測図
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下苅屋遺跡 3次調査地

5.lC区 の遺構 と遺物 的硼

lC区で検出した遺構は、竪穴式住居址 1棟、掘立柱建物址 2棟、溝 3条、土坑 3基、柱穴30基、

性格不明遺構 1基である。

(1)弥生時代

1)性格不明遺構

SX 2(第 92図 )

調査区の北側、C～ D・ 3～ 4区にあり、遺構の北側は調査区外 となっている。検出規模は東西4.00

m、 南北2.60m、 深さ0.12～ 0。 24mを測る。平面形態は不整形で、断面形態はレンズ状を呈する。埋

土は上層が茶褐色上、下層が黒色粘質土になる。遺物は、黒色粘質土から弥生土器が出上した。

① l

第91図  lC区 遺構配置図
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lC区の遺構 と遺物

出土遺物 (第 92図 )

123～128は弥生上器の甕である。123は 口縁部片で、口縁部外面には2条の凹線文を施す。124～ 128

は底部片で、124・ 125は平底の底部、126～128は上げ底の底部となる。

時期 :出土遺物から、弥生時代中期末葉に比定する。

1.茶掲色土
2.黒色粘質土

0           1m

(s=1 :40)

｀ 賜 |%
0                     1 0Cm

(Sil:4)

第92図 SX 2測量図 。出土遺物実測図

143



下苅屋遺跡 3次調査地

(2)古墳時代

1)竪穴式住居址

SB 4(第 93図 )

調査区の南西隅、B～ C・ 2～ 3区で検出した。住居址の北東部分を検出したに限られ、全体の4/

5は調査区外 となる。平面形態は四角形で、検出規模は南北1.80m、 東西1.00m、 深さ0.20mを 測る。

埋土は黒灰色土である。北東隅の壁体の掘 り方は、 2段掘 りになっている。

出土遺物 (第 93図 )

129は邪身で、受部は短 く上方にのびている。

時期 :出土遺物から、 7世紀初頭～ 7世紀前半に比定する。

0           1m

(S=1:40)

第93図 SB 4測量図・出土遺物実測図

2)掘 立柱建物址

掘立 4(第94図 )

調査区の中央やや北、 B～ D・ 3～ 4区に位置する。東西 4間の柱列 (Pl～ P5)を検出するに

とどまる。柱穴の平面形態は、円形ないし精円形を呈する。柱穴規模は、直径60cm～ 72cm、 深さ42cm

～48cmを 測る。柱穴の埋土は、Pl～P4は黒褐色粘質上の 1層で、 P5は上部が黒褐色粘質上で、

下部が責色砂礫 となる。柱痕跡は未検出である。遺物は、Pl・ 2よ り出上した。

出上遺物 (第 94図 )

130の不身は、Pl出土品である。たちあがりは内傾し、端部は尖 り気味になる。受部は、水平にの

びる。131は P2出上の手ず くね土器で、口縁端部 と底部は欠失している。残高は5.9cmを測る。

時期 :出土遺物から、 7世紀前半に比定する。

掘立 5(第 95図 )

調査区の北西隅、B～ C・ 4区に位置する。検出状況は、東西 1間の柱列 (P8・ 9)を検出した

にとどまる。柱穴 P8・ 9は、 1/2以上が調査区外となっている。柱穴の平面形態は、隅丸方形 と

思われ、深さは80cmを 測る。P9では柱痕を検出し、規模は直径20cm、 深さ80cmを 測る。

出土遺物 (第 95図 )

132～134は P8出土品である。132・ 133は不蓋で、天丼部 と口縁部 との境が不明瞭なもので、口縁

端部は丸 くおさめている。132は器高が高 く、133は器高が低い。134は邪身で、たちあがりは内傾し、

!Cm

(S=1:4)
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lC区の遺構 と遺物

北壁

」

130 1 Pl士H二L
131:P2出 土

1 黒褐色粘質土
2.黄色砂礫

第94図 掘立 4測量図・ 出土遺物実測図

茶褐色土

黄灰色土 (礫混)

黒色土 (柱痕跡)

(s=1:60)

北壁

」

鷲)

0           1m

(s=1 :40)

第95図 掘立 5測量図・ 出土遺物実測図

132～134:P3出 土

135  :P9出 土
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下苅屋遺跡 3次調査地

上方に短 くのびる。端部は丸 くおさめ、受部は水平にのびる。135は、たちあがりは内傾し短い。端部

は丸 くおさめ、受部は上方にのびる。

時期 :出土遺物から、 7世紀前半に比定する。

3)溝

SD 8(第 96図、図版33)

調査区の北西 (B・ 4区)か ら南東 (E・ 1区)にのびる。SD 8は、掘立 4・ SK 6に切られてい

る。検出規模は12.30m、 幅0.48m～ 0。 72m、 深さ0.28m～0.32mを 測る。埋土は暗褐色上である。

出土遺物 (第 96図 )

須恵器 :136の邪身は、日縁部が欠失している。底部は平坦になる。137は甕の国縁部片で、端部は

丸 くおさめる。138とま器台の脚部片である。3条の凹線が施された文様帯間には、櫛状工具による刺突

文をもつ。脚部端面はくぼむ。

土師器 :139は壷で、国縁部 と底部を欠失している。調整は、体部外面がハケメ調整、内面はナデで

ある。140は壷の口縁部片である。口縁端部はゆるやかに開き、端部は丸 くおさめる。141は椀で、底

部を欠失している。日縁部は内湾し、口縁端部は内側に傾斜面をもつ。142は甑の把手である。断面形

態はやや偏平で、先端部は上方を向 く。

時期 :出土遺物や掘立 1・ SK 6・ 8と の切 り合い関係から、6世紀後半までに埋没したものとする。

ｍＨ
・
５８
．一ｙ

一
Ｂ

ｍＨ
・
５８
．一〆

一
Ａ

1.暗褐色土 孝

第96図 SD 8測量図・出土遺物実測図

0     1     2m

(S=1 :80)

0               1 0Cm

(S=1:4)
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lC区の遺構 と遺物

4)土 坑

SK 6(第97図 )

調査区西側、 C・ 3区にあり、SD 8を切る。平面形態は円形を呈する。規模は直径1.22m、 深さ64

cmを測る。埋土は黒褐色上である。

出土遺物 (第 97図、図版44)

143は郷身で、推定口径■ .4cmを 測る。たちあがりは内傾し、上方にのび、端部は段をなす。受部は

上方にのび、底部は丸い。144は高郷で、日径10。 7cm、 器高11.7cmを 測る。郷部は、底部 と口縁部 との

境に 2条の凹線を施す。脚部は、上方に 2条の四線が施される。脚部は外方に開き、内側で接地する。

時期 :郷身143は 6世紀前半に、高郭144は 7世紀中葉に比定される。したがって、遺構の時期を 7

世紀中葉に比定する。

1.黒掲色土

144

1 0cm

(S=1 :40)

SK 6測 量図・ 出土遺物実測図

SK 7(第 98図 )

調査区西側の中央部、 C・ 3区で検出した。平面形態は隅丸方形を呈する。規模は長軸92cm、 短軸

80cln、 深さ 8 cm～ 16cmを 測る。基底面は、東側が深い。埋土は黒褐色上である。

出土遺物 (第 98図 )

145は邪身で、底部を欠失している。たちあがりは内傾し、上方に短 くのびる。たちあが り端部は尖

り気味。受部は水平にのびる。

時期 :出土遺物から、 7世紀前半に比定する。

SK 8(第98図 )

調査区西側の中央部、 C・ 3区で検出した。SK 7に切 られる。平面形態は方形を呈する。規模は長

軸1.2m、 深さ 6 cmを測る。埋土は茶褐色上である。出土遺物はない。

時期 :出土遺物がなく、切 り合いから7世紀前半以前 と考える。

lm
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下苅屋遺跡 3次調査地

5)柱 穴

SP 6(第 99図 )

調査区南東部、D・ 2区にあり、SD 8を切っ

て検出した。平面形態は円形を呈する。規模は

直径32cm、 深さ20cmを 測る。埋土は黒褐色上で

ある。

出土遺物 (第 99図 )

146はイ蓋で、天丼部を欠失している。口縁端

部は外方に開 く。

時期 :出土遺物から、7世紀前半に比定する。

SP 7(第 99図 )

調査区の北側中央部、 C・ 3区で検出した。

SX 2を切 り、掘立 4の柱穴 P3に切 られる。検

出規模は長軸43cm、 深さ20cmを 測る。埋土は黒

褐色上である。

出土遺物 (第 99図 )

147は甕の口縁部片である。口縁部は「 く」の

字状に開き、端部は丸 くおさめている。

時期 :出土遺物 と切 り合い関係から、 6世紀

後半～ 7世紀初頭に比定する。

SK8  H・ 58.70m

0           1m

(s=1 :40)

0                     1 0cm

(S=1:4)

第98図 SK 7測量図・出土遺物実測図

鶴飢

1.黒褐色土

黒掲色土
茶褐色土 (掘立4)

0           1m

(S==1 :40)

H.58.80m

o           lm

(S=1:40)

146:SP6出 土
147 1 SP7出 土

① ¬

L

7測量図・出土遺物実測図
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lC区の遺構 と遺物

(3)中世以降

1)溝
SD 6(第100図 )

調査区の東側、D・ 3～ 4区で検出した。北から南へのびる溝で、調査区内で途切れる。規模は長

さ4.80m、 幅0。 80m～1.50m、 深さ0.60mを 測る。埋土は灰白色砂質上である。出土遺物は陶磁器片、

土師器片が出上したが、図示しえるものはない。

時期 :明確に時期を特定する遺物がないものの、陶磁器を出土することから中世以降とする。

SD 7(第100図 )

調査区の東側、D・ 2～ 4区で検出した。SD 6の東側に平行する。SD 7は SD 6と 同様に、調査

区内で途切れる。規模は長さ6.10m、 幅0.40m～0.68m、 深さ0.08mを 測る。埋土は灰白色砂質上で

ある。出土遺物は陶磁器片、土師器片が出土するが図示しえるものはない。

時期 :明確に時期を特定する遺物がないものの、陶磁器を出土することから中世以降とする。

第 100図  SD 6・ 7測量図

(4)第Ⅶ層出土遺物 (第 101図 )

須恵器 :148・ 149は邪身で、底部が欠失する。148は、たちあがりが内傾 してのび、端部は丸 くおさ

める。受部は上方にのびる。149は、たちあがりが内傾し短 くのび、端部は丸 くおさめる。受部は上方

にのびる。150・ 151は、甕の国縁部片である。150の 口縁部は、端部近 くで水平に外へ開 く。日縁端部

は上方にやや肥厚する。151の 口縁端部はくぼむ。

土師器 :152は、甕の口縁部片である。国縁端部は内に月巴厚する。

′
                               ヽヽ

152

0                    1 0cm

(s=1:4)

第101図  第Ⅶ層出土遺物実測図
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下苅屋遺跡 3次調査地

6.2区の遺構 と遺物 伽 02剛

第ⅧI層上面では、竪穴式住居址 3棟、土坑 2基、溝 2条、柱穴17基、自然流路 1条、SR l上面では、

溝 1条を検出した。

第 102図  2区遺構配置図
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2区の遺構と遺物

(1)弥1生時代
1)自然流路

SR l(第103図、図版35)

調査区北側のHI～M・ 16-18区に位置する。SB 7・SD 9を切り、SD■に

"ら

れている.。 南岸|の一

部を検出し、河岸は挟られる様に削られておつ、1砂際層のみが堆積している。このことより蛇行河川

の攻撃斜面の
'牒

相を示し、水流が速かったことが窺える。深さは1.3呻、検出長13.5mを測る。基底面

は下がる傾向を示す。出土遺物はない。

時期 :堆積唐や位置関
i係から―、下苅屋遺跡2.次調査地で検出した自然流路のつづきとみられ、弥生

時代前期にはじまり、埋没は古代になる。

°
警1朗 i

O

00

0

第103図 SR I測量1国

0                ,m

(S=I:1601
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下苅屋遺跡 3次調査地

(2)古墳時代

1)竪穴式住居址

SB 5(第104図、図版35)

調査区西側のF～ H・ 14～ 16区 に位置する。平面形態は方形を呈し、規模は一辺6.3～6.4m、 深さ

30cmを 測る。基底面に平面形態が不整形の掘 り込みを検出したが、主柱穴等の施設は未検出であった。

この掘 り込みは、複数の遺構の切 り合いか、単一遺構内での掘 り方の差なのかは判断できなかった。

規模は一辺が5.3m、 深さ80cmを 測 り、埋土は上層が暗褐色上で、2～ 5 cm大 の礫が混じり、中層が黒

褐色土 (2～ 5 cm大 の礫を少含する)、 下層が黒褐色土 (鈍い黄褐色上が混じる)である。遺物は上層

から下層にかけて須恵器 と土師器が出土する。

H.5930m

l.暗褐色土
2.灰黄掲色土
3.暗褐色土 (2～ 5cm大の礫を合む)

4.黒掲色土 (2～ 5cm大の礫少含)

5.黒掲色粘質土
6.黒掲色土 (にぶい黄褐色土混じり)

7.掲色土

0                           3m

(S=1:60)

第 104図  SB 5測量図
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1層 に 2層が混 じる
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2区の遺構 と遺物

上層出土遺物 (第 105。 106図、図版45)

須恵器 :153～ 160は邪蓋である。153～ 158は 内湾して下がる口縁部をもつ。160は やや凹む天丼部よ

り口縁部は下方にのびる。161～170は郷身である。161～168は受部に沈線状の凹みをもつ。171～173

は高郭である。171は外傾する回縁部に稜がみられる。172は郷部に 2条の稜があり、脚基部には透か

しが看取される。173は外反する脚裾部で、端部は丸 くおさまる。174～177は甕である。1741ま球状の

胴部で、外面に斜格子のタタキ、内面に同心円文のあて具痕がみられる。175は外反する国縁部で、外

面にはヘラ記号がみられる。176は直立する頸部で、口縁部は外反する。177は外傾する国縁部で、端

部は外方向にのびる。178～181は壷である。178は頸部は緩やかに外反して立ち上が り、日縁端部は外

方向にのびる。179は肩部の張 りが弱 く、日縁部は外反する。胴部外面にはカキロ調整が施される。180

は外反する口縁部で、端部は外下方にのびる。181は底部で、外傾して立ち上がる胴部をもつ。182は

平瓶の口縁部で、外反気味の口縁部は端部が尖る。1831ま 魃で、胴部中位には「ノ」字状の列点文が施

される。

土師器 :1841ま甕で、内湾気味の口縁部は端部が平らな面をなす。185は甑の把手である。

5

(S=1:4)

第 105図  SB 5上層出土遺物実測図(1)
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下苅屋遺跡 3次調査地

⑨ 85

0          5         10cm

(S=1:4)

飴 ¢℃

＼  剛 曖
181

噂―

第106図  SB 5上層出土遺物実測図(21
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2区の遵構と遺物

中層～下層出土遺物 (第 107～109図、図版45・ 46)

須恵器 :186～ 194は不蓋である。186～189は天丼部 と口縁部 との境界に稜をもち、186と 190は 国縁

端部内面に内傾する段をもつ。191～194は天丼部から口縁部まで内湾して下がる。195～204は邪身で、

195～ 201は受部端に沈線状の凹みをもち、200は外面に「メ」字状のヘラ記号がある。205～209は高邪

187

~189

04

208

SB 5中～下層出土遺物実測図(1)

(S=1:4)

くく(i:i::::::::::tiiiiiiiiiiiす)li9

10cm

第 107図
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下苅屋遺跡 3次調査地

である。205と 206は蓋で、天丼部 と口縁部の境界に僅かに稜がみられ、205は天丼部に扁平なつまみを

もち、206は中央部が凹む。207～209は脚部である。207は下方向に広がる脚部は屈曲をもち、 3方向

の透かしが施される。2081ま ラッパ状に広がる脚部中位に凹線が 2条、下位に 1条 と、3方向の透かし

が施される。209はラッパ状に広がる脚部をもつ。210～211は壷である。210は肩部に張 りをもち、外

面はカキロ調整が施される。211は球状の胴部に、外面はカキロ調整が施される。212は甕の口縁部で

ある。外反する口縁部は断面台形状を呈する。2131ま提瓶の回縁部で、外反する国縁部に、端部は丸み

をもつ。214は甑で、外傾する胴部の下方には、断面楕円形の把手がつ く。215は把手付の娩である。

器高が日径よりやや高 く、上胴部 と下胴部には2～ 3条の凹みをもつ。外面調整は口縁部がハケロ調

整、上胴部はタタキの後に横ナデ調整を受けており、下胴部は削りが施され、底面はタタキ調整がみ

られる。216は器台の脚部で、 4方向に透かしをもち、 2条の凹線を挟み列点文が施される。

上師器 :217～226は甕である。217～223は 「く」の字状の口縁部に、顕部はやや凹み、端部は平ら

な面をなす。220は外傾気味の口縁部に、端部は内傾する面をなす。220・ 221は内湾気味の口縁部をも

つ。223・ 224は直線的に外傾する国縁部をもつ。225・ 226は口縁端部が外反気味である。227・ 228は

甑の把手で、外上方にのびる。229は器種不明で、内傾する上胴部に、日縁部は窄み気味である。

時期 :出土遺物から、 7世紀前半に比定される。

W213

第 108図  SB 5中～下層出土遺物実測図(21

｀
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2区の遺構と遺物

第 109図  SB 5中 ～下層出土遺物実測図13)

脚
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下苅屋遺跡3次調査地

SB 6(第■0図 )

調査区南側、H～ J・ 14～ 15区 に位置し、南側は調査区外に延び、北壁はSD10に切 られている。平

面形態は方形を呈し、規模は東西6.75m、 南北4.03m以上、深さ24cmを 測る。北壁の床面付近からは

焼土と炭が出土し、竃の存在が考えられる。埋土は上層が暗褐色土、下層が黒褐色上で、部分的に灰

褐色上、にぶい黄褐色土等が混じる。出土遺物は須恵器 と土師器片が出土した。

□ 焼土

1 灰褐色土

2 暗掲色土 (1層 と3層 が混じる)

3 黒掲色土

4 にぶい責褐色土

5 褐色土に暗褐色土混じる

0                         3m

(S=1:60)

第 110図  SB 6測量図
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2区の遺構 と遺物

出土遺物 (第■1・ ■2図、図版46)

須恵器 :230～235は邪蓋である。230～231は丸味をもつ天丼部より、内湾して下がる日縁部をもつ。

232は丸味をもつ天丼部で、口縁部は下方にのびる。233は内湾して下がる口縁部をもつ。234は丸味を

もつ口縁部より、外傾して下がる日縁部をもつ。235は やや凹む天丼部に、外傾して下がる日縁部をも

つ。236～ 2411ま 不身である。237～239は受部端に沈線状の凹みをもつ。240・ 241は受部が外方にのび

る。242～244は高不である。242は内湾する邦中位に稜をもち、口縁部は外反する。243は外反して下

がる脚部に、 3方向の透かしが施される。244は裾部に透かしが施される。245は娩で、内傾気味の口

縁部内面には段をもつ。

土師器 :246～255は甕である。246～250とま口縁部が外反し、250は緩やかに外反する日縁部をもつ。

251～255は内湾する口縁部をもち、端部は丸 く仕上げる。256は壷で、「く」の字状で外反気味の口縁

部をもつ。257は鉢で、外反気味の口縁部は、端部外面がやや凹む。外面は刷毛目調整を施す。258は

器種不明で、内傾して窄む口縁部である。

石器 :259は打製のスクレイパーである。石材はサヌカイ トで、a面の刃部から背部 と、b面の刃部

には打裂調整がなされている。

時期 :出土遺物から7世紀前半に比定される。

く
(〔

iii:iiii::::iit::::iiiiiii:す)!:7

239

244

SB 6出土遺物実測図(1)
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下苅屋遺跡 3次調査地

第 112図  SB 6出土遺物実測図12)
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2区の遺構 と遺物

SB 7(第■3図 )

調 査 区中央 部、 I

～K・ 11～ 12区 に位置

し、北東の半分が SR

lの埋上で検出され、

それより】ヒ側 はSR l

の上部に切られる。平

面形態は方形を呈し、

規 模 は一 辺6.3～6.4

m、 検出面からの深さ

10～35cmを 測る。埋土

は上層が灰黄褐色上、

下層は暗褐色砂質上で

ある。出土遺物は須恵

器と土師器片が出土す

る。

出土遺物 (第■3図 )

260は須恵器 の臨で

ある。扁球形の胴部中

位には円孔を穿ってい

る。

時期 i出 土遺 物 か

ら、 6世紀後半に比定

する。

Ｅ
一
∞
ｏ
い

エ

灰黄褐色上

暗褐色砂質土

0260

(S=1:4)

第113図  SB 7測 量図・ 出土遺物実測図

(s=1:60)
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下苅屋遺跡 3次調査地

2)溝

SD 9(第■4図 )

調 査 区 東 側、 K

～ L・ 14～ 16区 に位置

し、北側 の 3m分 は

SR lの埋土上面にて

検出し、北端 はSR l

に切 られる。主軸はN
-24° Eを指向し、規模

は上 場 幅0.52～0.56

m、 深さ9～ 16cm、 検

出長7.9mを測る。断面

形態 は逆台形状 を呈

し、基底面は緩傾斜 (北

側が低い)をなしてお

り、比高差は 7 cmを測

る。埋上は上層が暗灰

褐色上、下層が灰褐色

上である。遺物は須恵

器 と上師器片が出上し

た。

出土遺物 (第■4図 )

261・ 262は不蓋であ

る。262は口縁端部内面

に不明瞭な段をもつ。

263・ 264は不身で、受

部端に沈線状の凹みを

もつ。

時 期 :出 土遺物 か

ら、 7世紀前半に比定

する。

m

261

⌒ ^´

A― A′

B― B′

H5950m

1,暗灰褐色上

2 灰褐色土

と F「 r下 ヱ
~~十 ~坪

Cm

(s=114)

第114図  SD 9測 量図・ 出上遺物実測図
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2区の遺構 と遺物

SD 10(第 115図 )

調査区南側の I～ J・ 15区 に位置し、SB 6の北壁を切る。主軸は東西を指向し、西側はやや南に振

る。規模は検出長4.35m、 上場幅0.35～ 0。 45m、 深さ4～ 6 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、

基底面は緩傾斜 (西側が低い)をなしており、比高差は 6 cmを測る。上面から基底面に 3～15cmの礫

を検出した。埋土は灰褐色上である。遺物は須恵器 と土師器片が出土する。

出土遺物 (第■5図 )

265～267は邪蓋で、内湾しながら下がる口縁部をもつ。268～270は不身である。268・ 269は立ち上

がりは内傾し、受部は外方にのびる。270は受部端に沈線状の凹みをもつ。271は高不の脚部で、凹線

が施されている。

時期 :出土遺物から、 7世紀前半に比定する。

A― A′   1   蜘

一

H5930m

H5930m

1 灰掲色土

□ 石

271

第 115図  SD 10測 量図・ 出土遺物実測図

(S=1:4)
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下苅屋遺跡 3次調査地

3)土 坑

SK 9(第■6図 )

調査区中央部 I・ 16区 に位置する。平面形態は楕円形、断面形態は逆台形状 を塁する。規模は長軸

0,72m、 短軸0.38m、 深さ15cmを測る。埋土は灰褐色上である。出土遺物は須恵器 と上師器の小片が

出上した。

時期 :出土遺物が小片であるため、埋土から古墳時代後期 とする。

SK 10(第■6図 )

調査区西側H～ I・ 16区 に位置する。平面形態は楕円形、断面形態はU字状を呈する。規模は長軸

1,03m、 短軸0.49m、 深さ43cmを測る。埋土は上層は灰褐色上、下層は黄灰色上である。出土遺物は

須恵器 と土師器の小片が出土する。

時期 :出土遺物が小片であるため、埋土から古墳時代後期 とする。

1 灰褐色土

2.責灰色土

第 116図  SK 9。 10測量図
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2区の遺構と遺物

(3)古代以降

1)溝
SD ll(第 117図 )

調査区北側の J～M・ 18区、SR lを切 り、

両端 は調査区外に延びる。主軸 は N-8°一W

を指 向 し、規模 は検 出長10.6m、 上場 幅

0.45～0.5m、 深さ 7～ 8 cmを測る。断面形態

は逆台形状を呈し、基底面は緩傾斜 (西側が

低い)をなしており、比高差は 3 cmを測る。

埋土は灰色土である。遺物は須恵器 と土師器

の小片、瓦片が出土する。

時期 :出上した瓦片から、古代以降に埋没

したとしか判断できない。

(4)中  世

1)柱穴

SP 27(第102図 )

調査区南東側のK。 15区 に位置する。平面

形態は楕円形、断面形態はU字状を呈し、規

模は直径35cm、 深さ29cmを 測る。埋土は灰褐

色上である。出土遺物は土師器片 と、埋土中

位から瓦器椀が出上した。

出土遺物 (第■8図 )

272は瓦器の椀である。胴部は内湾して立ち

上がり、底部には断面三角形状の貼 り付け高

台をもつ。内外面共に表面が摩滅し、調整は

不明である。和泉型H-3期 。

時期 :出土遺物から、12世紀後葉に比定す

る。

(S=1:4)

第 118図  SP 27出 土遺物実測図
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A― A′     H5950m
1

予

B― B H5950m
1

予

1.灰色土

□ 石

0         1         2m

(S=1:60)

第 117図  SD ll測 量図



下苅屋遺跡 3次調査地

(5)第VII層 出土遺物 (第 119。 120図、図版40

須恵器 :273～281は邪蓋である。273～276は 口縁部内側に段をもつ。274は天丼部 と口縁部 との境界

に稜をもち、277は天丼部 と口縁部 との境界に凹みによる稜をもつ。282～290は郵身である。282は口

縁端部内面に不明瞭な段をもつ。283～288は受部端に沈線状の凹みをもつ。歩86～2901ま 立ち上がりが、

r′

´
旦 =」

民
く
:「

「三三三三三三三三三三三三

i=============:!)!i2

2餌  狙  
＼
＼

293

0     5    1 0cm

(S=1:4)

第 119図  第Ⅶ層出土遺物実測図
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2区の遺構と遺物

内傾し、受部は外方向にのびる。291～294は 高邪である。291は不部中位に 1条の凸線が巡る。292～294

はラッパ状に広がる脚裾部である。292は端部が丸 くおさめられる。293は裾部に 1条の凸線が巡 り、

端部は平らな面をなす。294は透かしが施される。295～298は甕である。295は口縁部が大きく外反し、

顕部にタテナデ調整が施される。296・ 297は外反する日縁部で、端部は外下方にのびる。298は外傾す

る口縁部に、端部は外面が肥厚される。299～304は壷である。299は外反する国縁部で、端部は外方に

のび、端面は平 らな面をなす。3001ま 外反する口縁部で、端部は丸 くおさまる。301・ 302は外傾気味の

口縁部で、端部は丸 く納まる。303は外反気味の回縁部で、端部内面には不明瞭な段をもつ。304は外

傾気味の口縁部で、端部は内湾気味に尖る。305は提瓶である。胴部は球状で、肩部にはボタン状の突

起を貼 り付けている。胴部外面はカキロ調整が施されている。

(6)出土地 点不 明 出土遺 物 (第 120図 )

306・ 307は土師器の皿である。平底の底部から内湾して立ち上がり、306は口縁端部が丸くおさまる。

底部の切り離し技法は回転糸切りである。

′                          
ヽ
ヽ

m、

く  ~306

ヤ

299～305:第Ⅶ層

306・ 307:層不明

第 120図  第Ⅶ層・層不明出土遺物実測図
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下苅屋遺跡 3次調査地

7.3区の遺構 と遺物 伽 21酌

SR l上面では溝■条を検出した。

(1)中  世

1)溝
SD 12(第 121図

')

調査区中央部に位置する。主軸はE―粥
°一Nを指向し、南西端は耕作時 (現ftlに削平を受け消滅す

る。規模は上場幅0.24～ 0..48m、 深さ7.7～ 11.9cln、 検出長4.65‐mを測る。断面形態は逆台1形状を呈す

る。濤床はやや1凹凸があり、北東部から南西部へ傾斜 (南西部が低い)し、比高差は7.9clnを 測る。埋

土は灰褐色上で、基底部付近に褐色上がある。出土遺物はない。

時期 :埋上が下苅屋遺跡2次調査地B地区の申世遺構と同じであることから、中世とする。

A―ド H.6230m

午草斑一　弾神

♀                   写m

(S‐ 1:100)

第121図

0             1m

(s=1:40)

3区遺構配置図 ,Sp.12測量図
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4区の遺構 と遺物

8.4区の遺構 と遺物 仰 22剛

SR l上面では溝 2条を検出した。

(1)中  世

1)溝

SD 13(第 122図 )

調査区南東～北西部に位置し、両端は調査区外へ延びる。主軸は N49° Wを指向し、規模は上場幅

0.82～ 1.95m、 深さ6.8～ 11.4cm、 検出長12.2mを測る。断面形態は皿状を呈する。溝床は下層の礫層

が基底面 となり、北西から南東へ傾斜 (南東部が低い)し、比高差は14.2側を測る。埋土は灰褐色土

である。出土遺物は土師器の小片が僅かに出土した。

時期 :埋上が下苅屋遺跡 2次調査地B地区の中世遺構 と同じであることから、中世 とする。

SD 14(第 122図 )

調査区東部に位置し、北端は調査区外へ延びる。主軸はW46° Sを指向し、SD 13と ほぼ直角方向

である。規模は上層幅1.2～1.6m、 深さ3.8～ 12.8cm、 検出長4.4mを測る。清床は下層の礫層が基底

面 となり、北東から南西へ傾斜 (南東部が低い)し、比高差は 6 cmを測る。埋土は灰褐色上である。

出土遺物はない。

時期 :埋土が下苅屋遺跡 2次調査地のB地区中世遺構 と同じであることから、中世 とする。

o                           5m

(S=11100)

第 122図  4区遺構配置図
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下苅屋遺跡 3次調査地

9.5区の遺構 と遺物 卿 2倒

第ⅥⅡ層上面では旧流路を検出した。

(1)弥生時代～古代

1)自然流路

SR l(第123図 、図版38)

調査区南東部から北西部では、流路の東側の上場を検出した。北東方向から南西方向に20度 の角配

をもち傾斜する。上場付近には厚さ30～40cmの 礫層の堆積がみられる。検出幅は8.5m、 深さはlmを

測 り、西側へは緩傾斜が調査区外に延びる。埋土は3層 に大別でき、上層は黒褐色土、下層は暗褐色

上、最下層は黒褐色粘質上である。遺物は須恵器・土師器片が多 く、最下層では弥生土器の小片が僅

かに出上している。

出上遺物 (第 123図 )

308は土師器の甕である。「く」の字状の口縁部は、端部が傾斜して面をなす。

時期 :堆標層や位置関係などから、下苅屋遺跡 2次調査地で検出した自然流路につづ くものと考え

られ、弥生時代前期にはじまり古代に埋没していたと判断される。

I 耕作土
I 床土

Ⅲ 旧耕作土
Ⅳ 旧床土
SRl坦立 Eコ

1-a黒褐色土

(に ぶい責掲色混)

b黒褐色土
Cb層 よりやや暗い

2a暗褐色土
b9層よりやや暗い
。b層 より粘性を帯びる

3 黒掲色粘質土
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第123図  5区遺構配置図・壁土層断面図 。SR l出 土遺物実測図
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6区の遺構 と遺物

10.6区の追構 と遺物 御 24剛

地表面に露出する墓 2基を検出した。
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下苅屋遺跡 3次調査地

(1)近  世

1)墓
1号墓 (第 125図、図版39・ 40)

調査区北東部隅に位置しており、北側は畔により壊されている。平面形態は三角形状を呈し、規模

は南北3.6m、 東西4.5m、 地表面より上に40cm露出し、地表面より下に20cmの 掘り込みを測る。露出

した南東部には5～20cm大の礫を並べて、周りを囲んでいる。床面には土を5 cmの厚みで敷いている。

石塔は1号墓の横に移動し、まつられていた。中央部中層の礫内からは、寛永通費銭が 2枚出上した。

1 灰褐色土

2 灰黄褐色土

3 褐灰色土

4 黄灰色土

回 石

0             1             2m

(S=1:40)

第125図  1号墓測量図
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6区の遺構と遺物

出土遺物 (第 186図、図版46)

石碑 1は、板碑型で花燈形の彫 り凹みがみられる。石材は花開岩である。頂部を三角形に尖らせて

いる。規模は全長46.5cm、 幅21cm、 厚み 7～ 10cm、 重さ24。 9kgを預よる。石碑側面の上部 と、下部の厚

みを比べると、下部が大きい。塔身面の右側には「宝永四亥」、中央には「春賃妙晴信女」の銘、左側

には「二月十四日」が彫られている。

309・ 310は寛永通費銭である。309は鉄銭であり、外径24.551Mll、 重量2.802gを測る。文字形態から

古寛永通費銭である。3101ま 銅銭であり、外径24.501Mll、 重量2.644gを 測る。文字形態から新寛永通費

銭である。

時期 :墓標から、1707年 2月 14日 に没したことが半Jる 。

餓 9

重
ξ暮魯夕を10

5 cm

第126図  1号墓出上遺物実測図・古銭拓影

2号墓 (第 127図、図版41・ 42)

調査区南東部に位置し、南側は現存する水路により壊されている。東西には、集石の盛 り上が りを

2箇所並んで検出した。規模は東西 8m、 南北4.6m、 検出面より上に50cm露出しており、下に20cmの

掘 り込みをもつ。 1号墓 と同様に床面に上を約 5 cmの厚みで敷いている。石碑は2カ 所の集石の谷間

部より完形の石碑 1点 と、西側の盛 り上が り部から上半が欠損した石碑 1点を検出した。骨は西側の

盛 り上がり部の中央部中層の礫に混じって出上した。また、北東部中層からは歯が出土した。この歯

は馬の臼歯であり、10歳未満の骨であつた。礫内出上の骨片は人骨で、大腿骨 と頸骨である。床面か

石碑

(s=1:2)
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下苅屋遺跡 3次調査地
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1.灰掲色土

2.灰黄掲色土 (礫混じり)

3.灰黄掲色土

4.責褐色土

5.褐色土
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第 127図  2号墓沢」量図
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6区の遺構と遺物

らは掘 り込みが検出された。掘 り込みは、外郭をなす石組から東部が 5° 南に振れている。平面形態は

隅丸長方形、断面形態は皿状を呈する。規模は長軸 7m、 端軸2.5m、 深さ20cmを 測る。北側の壁面に

は5～ 20cm大の礫が 1段積まれている。

出土遺物 (第 128・ 129図 )

石碑 2は、石材は花商岩である。形態は板碑型で花燈型の彫 り凹みがみられる。頂部を三角形に尖

らせている。規模は全長49.6cm、 幅20.5～ 21cm、 厚み8.5～ 12.5cm、 重さ21.7kgを測る。板碑側面の厚

みは上部より下部が厚い。石碑は風化が著しく、塔身面中央部では居士の戒名が解読できるだけであっ

た。

石碑 3は、石材は花闘岩である。石碑上半部が欠損しており、残存する下半部には正面右側に十六

□、中央部に春禅尼□位、左側に二月□六日だけが解読できた。残存する規模は残存高33.5cm、 幅

o         5         1 0cm

(S=1:4)

第128図  2号墓出土遺物実測図(1)
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下苅屋遺跡 3次調査地

23.5～ 24.6cm、 厚み12～ 15.5cm、 重さ19。 3kgを測る。

時期 :1号墓 との位置関係や、墓の構造 と石碑の形態が類似 していることから、 1号墓に前後する

時期 と考える。

0          5         10cm

(S=1,4)

第129図  2号墓出上遺物実測図12)
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11.小 結

今回の調査では、弥生時代前期から古代まで機能していた自然流路や、古墳時代後期を主体 とした

集落、さらに近世墓を検出した。

(1)弥生時代～古代
l CttSX 2は 、出土遺物から中期末葉に比定した。l AttSX lは 時期を特定する遺物は出上して

いないが、弥生土器の破片が出土していることや埋上が l CttSX 2と 同じことから、同一時期の遺構

とした。周辺には同時期の集落が存在するであろう。

自然流路 SR lは、古市遺跡 1区や下苅屋遺跡 2次調査地で検出された自然流路につながるものと

考えられ、弥生時代前期から古代まで機能していたことがわかっている。古市遺跡では流路の幅は70

mを超えると想定されているが、今回の調査では、 2区 と5区で検出された流路の両岸から、流路幅

は約150mと 想定された。2区の流路南岸は、流路の岸が挟られ、砂礫層だけが堆積していることから、

河川の攻撃斜面の様相を呈していた。また、対岸である5区で検出された流路の北岸は砂礫層がなく、

粘質土層が堆積していることから、淀みであったことが想定できる。これらのことからSR lは、本調

査地を南東方向から北西方向に蛇行しながら西流していたことがわかる。

(2)古墳時代
lA～ C区・ 2区で検出した竪穴式住居址や掘立柱建物址からは、下苅屋遺跡で検出された古墳時

代後期の集落址が本調査地にまで広がることを確認した。なかでも、SK lか らは未製品を含む須恵器

が多量に出上した。隣接する下苅屋遺跡では須恵器の一括廃棄を示す土坑状の遺構が検出されており、

したがって SK lは遺物の廃棄土坑 と考えられる。

掘立 3と SK lは時期差はなく、遺構の配置状況からSK lは掘立柱建物に附設された土坑 と考え

られる。SB 7と SD 9は、遺構の一部をSR lの埋土上で検出し、さらに SR lに切 られていた。こ

れは流路の南岸付近が埋まった時期に構築し、その後の洪水等により南岸付近が再度浸食された結果

と考えられる。

2区 SB 5は、遺構の基底面の大半が掘 り込みにより壊されている。この掘 り込みは、土層の堆積状

態からSB 5を廃棄する前に掘られたものと考えられる。SB 3はカマ ドを除去した後に、東側の壁体

から外にスロープ状に傾斜して上がる突出部を検出した。これは煙道の可能性がある。ただし、南の

壁体にも同様の突出部があり、この施設がいかなる性格のものか現段階では判断できない。SB 6は住

居址内の北側に焼土を確認し、北壁付近にカマ ドの存在が窺われる。

今回検出した遺構は、 6世紀後半から7世紀中葉までの集落存在を示したものである。下苅屋遺跡

では、SR lの上流にある丘陵部に展開する窯跡で生産された須恵器の搬入。選別等を行う、いわゆる

生産地 と消費地 とを結ぶ中継的様相を示す集落を想定している。今回の調査では、集落に接する様に

SR lが流れていたことを確認し、集落 とSR lと の密接な関係が窺えた。

(3)中  世

3・ 4区 SD 12～14は、SR lが埋没した後に掘られた溝である。 3・ 4区の周辺にはSR l埋土 (砂
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下苅屋遺跡3次調査地

礫層)の上に土譲の堆積がみられ、 3・ 4区では遺構の内外に遺物が殆 ど出上 しない。一方、 lA～ 1

C区 は遺物包含層が堆積 し、SD l・ 6・ 7等の遺構が検出され、遺構内外か らも遺物が出土する。 し

たがって、地盤の不安定な 3・ 4区には農耕施設等の生産域があ り、安定 した土地 となる lA～ lC

区付近 には居住域の展開が推測 される。

(4)近  世

1・ 2号墓は礫で積まれた江戸時代前期の墓である。 1号墓は、石碑の銘から成人女性の墓である

ことがわかった。礫内より出上した2枚の寛永通費銭は、死者に持たせる六文銭 (六道銭)と考えら

れる。2号墓は石碑の銘から成人男性と成人女性の墓であることがわかった。骨の一部を検出したが、

骨は出土状況から埋葬地点を移動し、本来遺体は墓の構造から礫で囲んだ掘り込み部に埋葬されてい

たものと考えられる。

また、 2号墓は検出段階で 2基は東西に並ぶ様に2つ の盛り上がりがみられ、石碑も2点出土して

いるが、下部施設である礫で囲まれた掘り込み部は東西に長く1基分だけであった。検出状況からは、

近親者が同時に埋葬されたことを推察できる。
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遺構・ 遺 物 一 覧

(1)以下の表は遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

修)遺物観察表の各表記について。

法量欄 ( ):復元推定値

形態・施文欄 :土器の各部位名称を略記。

例)天→天丼部、日→回縁部、国端→口縁端部、日頸→回縁 。頸部、顕→頸部、

肩→肩部、把→把手、胴→胴部、胴上→胴部上位、胴下→胴部下位、邪→

郭部、郭底→不底部、脚→脚部、底→底部

胎土・焼成欄 :胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製上、金→金雲母

( )内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 (単位 :Ⅲm)

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良
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遺 構 一 覧

表43 竪穴式住居址一覧

竪穴

(SB)
時  期 平面形

規   模 (m)

長 さ(長径 )X幅 (短径 )× 深 さ
埋  土

床 面 積

(耐 )

主柱穴

(本 )

内 部 施 設

周壁溝 備  考

高床 上 坑 炉 カマド

l
6C末～

7C初頭
方形 275以上 ×2.2以上 ×022 暗褐色土 59以上 1 SX lを切る

2
6C末～

7C初頭
隅丸方形 586× 272以上 ×016

灰褐色土

暗褐色土
1354以上 ○ SK 3・ 4を切る

3 7C中葉 方形 268× 245× 019
灰褐色土

暗灰褐色上
○ ○

SK 5を切り、

SK 2に 切られる

4
7C初頭～

7C前半
不 明 18以上 ×10以上 ×02 黒灰色土 132以 上

5 7C前半 方形 64× 63× 08 暗褐色土

黒褐色土
36 52

6 7C前半 方形 675× 403X024 暗褐色土

黒褐色土
2714以上 SD 10に 切られる

7 6C後 半 方形 6_4× 63× 010～ 035
灰黄褐色土

暗褐色砂質土
SR lに 切られる

表44 竪穴式住居址の炉・ カマ ドー覧

穴
　
め

竪
　
‘

時  期 炉 カマ ド 位  置 平面形
規   模 (m)

長さ(長径 )× 幅 (短径 )X高さ
出土遺物 備   考

3 7C中葉 ○ G・ 7 不整形 116× 077× 017 須恵・土師 面積0 88rF

表45 掘立柱建物址一覧

掘立
規 模

(間 )

方 向

桁 行 梁 行

方  位

床面積

(ド )

時   期 備  考

実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

] 4× 1聞以上 南北 1 8。 1 3・ 1 45,1 75 21以上 21・ α N-17°一E 132以上
6C末～

7C初頭

2 3× 2 東西 4 57 162・ 135。 16 1 78・ 2 33 Vヽ-1° N 6C末～

7C初頭
SD 3を 切る

3 4× 3 南北
1 62・ 2 16。 1 98。

1 32
2 16・ 1 78・ 1 38 N-7° E

6C末～

7C初頭
SD 4を 切る

4 4× α 東西 N-64°一E 1654以 上 7C前半

5 1× α N-79・―E 024以上 7C前半

表46 溝一覧

溝

(SD)
地    区 断面 形

規   模 (m)

長 さ×幅 ×深 さ
方  向 埋  土 出土遺 物 時  期 偏  考

1 B^フ C・ 8～ 9 逆台形状 67以上 ×032～ 082× 008～ 013 東 西 灰褐色 土 土師・ 磁器 中世

2 C・ 9 レンズ状 2_83× 06× 008 南北
暗灰褐色土

灰褐色土
ナ シ 中世

3 F～ I・ 11～ 12 レンズ状 97以上 ×03～ 082× 001～ 008 東西 灰褐色土 須恵・土師
6C末～

7C初頭
掘立 2に切 られ る

4 E～ F・ 10-11 レンズ状 32× 04～054× 001～ 008 南 北 灰褐色 土 須恵・ 土師
6C末～

7C初頭
掘立 3に切 られ る

5 F。 ll-12 逆台形状 39以上 ×05× 016 南北 黒褐色土 土師
7C中葉

以前
SB 3に 切られる

6 D,3～ 4 皿状 48× 08-15× 006 北南 灰白色砂質土 土師・陶磁器 中世以降

7 D。 2～ 4 皿状 61× 04～068× 008 北 南 灰白色砂質土 土師・陶磁器 中世以降
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下苅屋遺跡 3次調査地

溝一覧

溝
　
ＳＤ

地 区 断面 形
規   模 (m)

長 さ ×幅 ×深 さ
方  向 埋  上 出土遺物 時  期 備   考

B～ E・ 1～ 4 逆台形状 123X048-072× 028-032 南東 暗褐色土 須恵・ 土師 6C後半
掘立 4・ SK 6に 切

られる

K。 14～ 16 レンズ状 79× 052-056× 009-016 南北
暗灰褐色土

灰褐色土
須恵・土師 7C前半 SR lに切られる

【～ J 逆台形状 435× 035～045× 004-006 東西 灰褐色 土 須恵・ 土師 7C前半 SB 6を切る

11 」～M・ 18 逆台形状 106× 045-050× 007× 008 東西 灰色土 須恵・土師 古代以降 SR lを切る

3区中央部 逆台形状 465× 024～048× 007× 012 東西 灰褐色土 ナ シ 中世

4区南東～北西部 皿 状 122× 082～ 195× 006^シ 011 南西 灰褐色土 土師 中世

4区東部 峨 44× 12-16× 004× 013 東西 灰褐色土 ナ シ 中世

表47 土坑一覧

土 坑

(SK)
地  区 平 面 形 断面形

規    模 (m)

長 さ (長径 )X幅 (短径 )× 深 さ

床面積

(ド )

埋  上 出土遺物 時  期 備   考

1

D― E
9

長方形 逆台形状 304× 175× 030
暗灰褐色上
暗灰黄褐色土
暗責褐色上

須恵・ 土師
6C末～

7C初頭

2 G。 12 円形 逆台形状 1_25× 108× 028 暗灰褐色上 須恵・土師 7C中葉以降 SB 3を切る

3
H

12-13
円形 U争伏 1.18× 112× 053

灰褐色土

暗灰褐色上
須恵・ 土師

6C末～

7C初頭
SB 2に 切 られ る

4
C― H

12

不整

楕円形
U字状 157× 115× 094 躍離

須恵・土師
6C未～

7C初頭以前
SB 2に 切ら/bる

5
F～ G
12-13

楕円形 舟底状 120× 08× 023
明黄褐色上
暗褐色土
灰黄褐色砂質と

土 師 7C中葉以前 SB 3に 切られる

6 C・ 3 円形 逆台形状 122× 106× 064 黒褐色土 須 恵 7C中葉 SD 8を切る

7 C・ 3 隅丸方形 逆台形状 092× 0.8× 008-016 黒褐色土 須 恵 7C前半 SK 8を切る

8 C・ 3 方形 皿 状 12× 1_1× 006 茶褐色土 ナ シ 7C前半以前 SK 7に切られる

9 I ・ 16 楕円形 逆台形状 072× 0,38× 015 灰褐色土 須恵 。上師 古墳後期

H-1
16

楕 円形 U字状 103× 0_49X043
灰褐色土

責灰色土
須恵・上師 古墳後期

表48 性格不明遺構一覧

冶
明
構
Ю

Ｌ
不
遺
偽

地  区 平面形 断面形
規   模 (m)

長 さ(長径 )× 幅 (短径 )× 深 さ

床 面積

(浦 )

埋  上 出土遺物 時  期 備  考

ユ
D～ E
6～ 7

不明 不明 375以上 ×22以上 ×015 531以上 黒色粘質土 弥 生 弥生 SB lイこ切られる

2
C―D
3～ 4

不整形 レンズ状 40× 26× 012～024 933以上
茶褐色土

黒色粘賃上
弥 生 弥生中期末葉

表49 SB I 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外   面 内  面

1 不蓋
口径 (128)

残高 21

口縁端部内面に明瞭な段をもつ。
○回転ナデ

◎回転ナデ→ナデ
○回転ナデ

Θ回転ナデ→ナデ
灰責色

灰色

密

◎

2 不身
径

高

口

残

(119)

20

外方向に延びる受部に、内傾する立ち上が

りをもつ。 マメツ マメツ
色

色

白

責

灰

淡

密

△
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出土遺物観察表

表50 SK l 出土遺物観察表 土製品 (|)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外画 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備老 図 赫

外   面 内   面

3 邪 蓋
径

高

稜

残

(136)

46

天丼部と口縁部の境界に稜が残る。

マ メツ マメツ
乳白色

乳白色

砂

△

4 不 蓋
口径 (124)

器高  36

天丼部と口縁部の境界は、僅かに稜をもつ。 ○回転ヘラケズリ
3/5

◎回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

長 (1)

砂

◎

5 不 蓋
口径 (114)

残高 40

内湾して下がる国縁部に、端部は尖り気味

である。

○回転ヘラケズリ
1/2

Θ回転ナデ
回転 ナデ

暗灰色

灰色

長(1)

◎

6 不 蓋
口径 (144)

残高 37

天丼部と口縁部の境界の稜は消失する。 ○回転ヘラケズリ
2/3

◎回転ナデ
回転 ナデ

暗灰色

灰色
―

密

◎

7 邦 蓋
径

高

口

残

(150)

40

内湾して下がる国縁部に、端部は丸 くおさ

まる。 回転 ナ デ 回転 ナデ
色

色

橙

橙

黄

黄

浅

浅

長 (1)

△

8 不 蓋
径

高

口

器

13 2

42

内湾しながら下がる国縁部である。

マメツ 回転 ナデ
灰色

浅黄色

長 (1～ 2)

△

9 邦 蓋
径

高

口

残

(128)

38

内湾して下がる国縁部に、端部は丸 くおさ

まる。
○回転ヘラキリ

◎回転ナデ
回転 ナデ

暗灰色

灰色

長(1)

◎
自然釉

不 蓋
径

高

口

残

(128)

36

内湾して下がる国縁部に、内傾する端部を

もつ。

○回転ヘラキリ
回転 ヘラケズ リ

◎回転ナデ
回転 ナデ

灰色

灰白色

長(1)

◎

不 蓋
径

高

口

残

(138)

36

内湾して下がる国縁部に、端部は下方にの

びる。
○回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転 ナデ

オリーブ黒色

灰白色

密

◎
自然釉

不 蓋
径

高

口

残

(130)

35

内湾して下がる口縁部に、端部は丸 くおさ

まる。
〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転 ナデ

青灰色

灰色

長(1)

◎

不 蓋
日径 (128)

残高 31

天丼部と口縁部の境界は凹む。
〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

長(1)

◎

邦 蓋
径

高

口

残

(128)

25

内湾して下がる日縁部、端部内側に段を有

する。

○回転ヘラケズリ
1/3

Θ回転ナデ
回転 ナデ

暗灰色

灰色

密

◎

不 蓋
口径 (155)

残高 41

内湾気味に下がる国縁部、端部は下方にの

びる。 (歪んでいる)

○回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転 ナデ

色

色

灰

灰

青

青

石・長(1)

◎
自然釉

邪 蓋
径

高

口

残

(88)

25

か え りが 口縁端部 よ り下方 にある。 ○回転ヘラケズリ
1/2

◎回転ナデ
回転 ナ デ

灰色

オリーブ灰色

長(1)

○

イ身
口径 139
器高 37

受部端に沈線状の凹みあり。 ◎回転ナデ

⑤回転ヘラケズリ
2/3

回転 ナデ
青灰色

灰色

長 (1～ 2)

砂

◎

邦 身
口径 117
器高 47

立 ち上が りは内傾 し、受部 は外方にのびる。

(歪んでい る)

Θ回転ナデ

◎回転ヘラケズリ
3/5

回転ナデ
色

色

灰

灰

暗

暗

石・長 (1～ 3)

○

不 身
口径 105
器高 40

受部端 に沈線状 の四みあ り。 ◎回転ナデ

◎回転ヘラケズリ

1/2

回転 ナデ
灰色

灰白色

長(1～ 2)

砂

◎

邪 身
口径 (■ 0)

残高 39

受部端に沈線状の凹みあり。 ◎回転ナデ

⑤回転ヘラケズリ
1/2

回転 ナデ
灰 白色

灰色

密

◎

不身
口径 (■ 4)

器高 32

受部端 に沈線状 の凹みあ り。 Θ回転ナデ

◎回転ヘラケズリ

2/3

◎回転ナデ

◎ナデ

灰色

灰白色

長(1)

砂

○

自然釉

不 身
日径 (108)

残高 30

受部端 に沈線状 の凹みあ り。 ◎回転ナデ

◎回転ヘラケズリ
1/2

回転ナデ
暗灰色

灰色

密

◎

０
０



下苅屋遺跡 3次調査地

SK l 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外画 )

色調
(内 面 )

上
　
成

胎
　
焼

偏 考 図版

外  面 内  面

不身
口径 (127)

残高  35

立ち上がりは内傾し、受部は外上方にのび

る。

◎回転ナデ

⑧回転ヘラケズリ

1/2

回転 ナデ
色

色

灰

灰

長(1)

◎

不 身
口径 (121)

残高 35

受部端が外上方 にのび る。
◎回転ナデ

⑥回転ヘラキリ
回転 ナデ

色

色

灰

灰

長 (1)

砂

◎

杯 身
口径 ■ 2

器高 41

立ち上が りは内傾 し、受部 は太 くやや上外

方にのびる。

◎回転ナデ

◎回転ヘラケズリ

2/3

回転ナデ
灰白色

灰白色

密

○

不 身
国径 (■ 3)

残高 32

立ち上がりは短 く、上外方にのびる受部を

もつ。 回転 ナデ 回転 ナデ
浅黄橙色

浅責橙色

長 (1)

砂

△

不 身
径

高

口

残

(96)

28

口縁端面 はやや凹み、内側 に肥厚 され る。
◎ナデ

◎回転ヘラキリ
回転 ナデ

色

色

灰

灰

長(1)

砂

◎

自然釉

不 身
径

高

口

器

(90)

32

外反気味の回縁部に、端部は平らな面をな

す。
◎回転ナデ

◎回転ヘラキリ
回転 ナデ

青灰色

白灰色

長(1)

◎

高杯

径

高

径

口

器

底

119
50
(87)

不部は立ち上がりが上方、受部は外上方に

のび、脚は短脚である。 回転ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

青

青

長(1)

◎

高邪
径

高

底

残

(94)

22

ラッパ状 に広が る短脚 であ る。

回転 ナデ 回転 ナデ
暗灰色

暗灰色

長(1)

◎

高不
底径 (134)

残高 129

3方向に2段の透かしが施される。

回転 ナデ
CttDし ,Fり )貫

廼⊃回転ナデ

色

色

灰

灰

長(1～ 2)

◎

高イ
底径 (■ 0)

残高 27

裾部はラッパ状に広がり、端面は斜めに面

をなす。 回転 ナ デ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

高不
底径 (149)

残高 19

ラッパ状に広がる裾部に、透かしが施され

ている。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

青

青

長(1)

◎

士霊
径

高

口

残

(135)

145

緩やかに外傾する国縁部。
⑤カキメ

②回転ナデ
回転 ナデ

青灰色

灰色

長(1～ 2)

◎

壺
径

高

胴

残

(152)

7 0

扁球形の胴部。

回転 ナデ 回転 ナデ
緑黒色

緑黒色

長(1)

砂

◎

自然釉

壷
径

高

底

残

上胴部に3条の凹線が施される。 廻⊃回転ナデ

廻D回転ヘラケズ

リ

回転 ナデ
灰色

灰白色

密

◎

横瓶
径

高

口

残

(102)

60

僅かに外傾す る口縁部。

回転 ナデ
◎回転ナデ

◎ナデ

青灰色

青灰色

長(1)

◎

台付壷
径

高

底

残

(168)

59

内湾しながら下がる脚部に透かしが施され

る。 カキメ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

長 (1～ 2)

砂

◎

甕
径

高

口

残

(179)

56

く」の字状の口縁部、端部は内湾する。

回転ナデ マメツ
色

色

白

白

灰

灰

石・長 (1)

△

恩
径

高

口

残

(149)

35

口縁部は段をなし外傾する。

回転 ナデ 回転 ナデ
オリーブ黒色

暗オリーブ灰色

密

◎
自然釉

凪
径

高

胴

残

(100)

44

上胴部 に 2条の沈線 と刺突文 が施 され る。 廻⊃回転ナデ

廻⊃回転ヘラケズ

リ

回転ナデ
暗青灰色

暗青灰色

長(1)

◎

平瓶
日径 61
残高 145

扁球形。頸部に1条、胴部に2条の四線。

回転 ナデ
③⑩回転ナデ

⑬ナデ
明オリーブ色

灰色

密

○
自然和
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出土遺物観察表

SK l 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

傭 考 図 版

外   面 内   面

雲
【

口径 (30)
残高 31

上方向にのびるつまみを有する。

回転 ナ デ
◎回転ナデ

Θナデ

色

色

灰

灰

長 (1～ 2)

砂

◎

甕
口径 (191)

残高 43

く」 の字状 で内湾気味 の口縁部。

マメツ マメツ
色

色

橙

橙

石・長 (1～ 2)

金

○

甕
口径 (164)

残高  58

「 くJの字状の回縁部。
⑤ヨコナデ

延レヽ ケO/cm)
マメツ

色

色

橙

橙

石・長 (1～ 3)

△

甕
口径 (166)

残高 41

緩い「く」の字状の国縁部に、端面は平ら

な面をなす。 マメツ マメツ
色

色

橙

橙

石・長 (1～ 4)

砂

○

甕
口径 (161)

残高 35

緩やかに「くJの字状を呈する日縁部、頸

部はやや凹む。
◎マメツ

Θハケ
マメツ

赤褐色

橙色

石・長(1～ 5)

砂・金

○

賽
口径 (299)

残高 118

内湾する胴部に、ゆるやかに外反する国縁

吉Fを もつ。 マ メツ マ メツ
暗灰色

橙色

石 。長 (1～ 2)

砂

○

翫

(把手)

残高  70
湾曲 して外上方 にのびる。

マメツ ナ デ
暗褐色

橙色

石・長(1～ 2)

◎

甑

(把手)

残高  46
湾曲 して外上 方 にのびる。

ナデ・ 指頭痕 マ メツ
橙色

淡黄橙色

石・長(1～ 4)

砂

◎

高不
径

高

底

残

(136)

30

ラッパ状に広がる脚裾部内面に稜をもつ。
マメツ ヨヨナデ

橙色

橙色

長(1)

◎

表51 第ⅥI層 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図b
外   面 内   面

不蓋
口径 (146)

残高  29

口縁端部内側に、かすかに段を有する。

回転 ナ デ 回転 ナデ
浅茶色

灰色

長(1)

◎

不 蓋
日径 (144)

残高 28

天丼部と口縁部の境界に、不明瞭な凹みが

みられる。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰白色

灰白色

密

○

郭蓋
口径 (140)

残高  21

内湾して下がる口縁部。

回転 ナデ 回転 ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

不蓋
口径 (114)

残高  27

内湾 して下が る国縁部。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰黒色

明灰色

密

○

邦 身
稜径 (170)

残高 32

受部 に水平 な面 を もつ。
⑤回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

青灰色

長(1)

◎

不 身
口径 (124)

残高 24

立ち上がりは内傾し、受部端が凹む。

回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

白

黄

黄

白

密

△

不 身
口径 (101)

器高 34

受部端に沈線状の凹をみもつ。 Θ回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ

1/2

回転 ナ デ
灰色

灰色

長(1)

◎

高イ
脚底径(122)

残高  12

ラッパ状 に広が る脚裾端部が、上方に肥厚

さ芹ιる。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

密

◎

高不
脚底径(103)

残高 07

脚裾端部が下方に肥厚される。

回転ナデ 回転 ナ デ
灰色

灰 白色

長(1)

○

つ
０

０
０



下苅屋遺跡 3次調査地

表52 SD l 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図浙

外   面 内   面

61 土 釜
口径 (198)

残高 22

口縁端部外側 に、断面三角形 の凸帯がつ く

ナ デ
ナデ
ハケ

にぶい費橙色

にぶい黄橙色

石 (1～ 2)

長 (1)
金

○

碗
口径 (110)

残高  20

外面に草花文が施される。

施 和 施釉

灰 白色・

灰オリーブ色

灰オリーブ色

密

○

表53 第Ⅵ層出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内画 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 コ浙

外   面 内   面

土 釜
口径 (240)

残高 21

外傾気味の日縁部に、下膨れ気味の断面三

角形の貼付凸帯をもつ。 ヨコナデ ハ ケ
褐色

黄橙色

石 。長 (1～ 2)

砂

○

土釜
径

高

口

残

(355)

39

外傾する口縁部に、丸みのある断面三角形

の貼付凸帯をもつ。 マ メ ン ケヽ
褐色

赤褐色

石・長(1～ 2)

砂

○

上金
口径 (254)

残高 31

内湾する国縁部の、端部よりやや下がる位

置に、断面三角形の貼付凸帯をもつ。 マメツ ケヽ (10本たm)
色

色

褐

褐

石。長(1～ 3)

砂

○

煤付着

土 釜
口径 (216)

残高  28

内湾する日縁部の端部に、下膨れ形の貼付

凸帯をもつ。 ナ デ ナ デ
浅茶色

浅茶色

石。長 (1～ 5)

金

○

盤
側

残高 119
平底の底部に脚部は下方にのびる。

ヨコナデ ヨコナデ・ 指頭痕
色

色

褐

褐

石・長(1～ 4)

◎
煤付着

怪
側

脚最大径 27
残高 83

下方にのびる脚の断面は、円形である。
マメツ

黄褐色

責橙色

石・長 (1～ 3)

砂

◎

Lll

口径 (112)

器高 21
底径 (80)

平底の底部より外反気味に立ち上がり、日

縁端部は丸くおさまる。
Θヨコナデ

⑤回転糸切リ
ヨコナデ

乳責色

乳責色

密

◎

llll

口径 (103)

器高 21
底径 (75)

平底の底部より外反気味に立ち上がり、国

縁端部は丸 くおさまる。 ヨコナデ ヨコナデ
乳黄色

乳黄色

密

◎

71 土錘

長

径

径

全

外

内

中心部に孔を開けている。
灰責褐色

黄灰色

細粒

○

表54 SB 2 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 画 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図赫

外   面 内  面

郷蓋
口径 (130)

残高 34

内湾して下がる口縁部、端部付近は下方に

のびる。

○回転ヘラケズリ
1/2

0回転ナデ
回転 ナデ

暗青灰色

紫灰色

石(1～ 3)

砂

◎

不 蓋
国径 (■ 0)

残高 40

内湾して下がる国縁部に、端部は外反する。
○回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転 ナデ

色責

色

淡

橙

長 (1)

砂

△

邪蓋
日径 (130)

器高 30

天丼部 と口縁部の境界の稜は消失してお

り、口縁端部は丸くおさまる。

〇回転ヘラケズリ
2/5

Θ回転ナデ
回転 ナデ

青灰色

青灰色

長(1)

◎

不 蓋
径

古同

国

残

(132)

26

内湾 しなが ら下が る国縁部。
○回転ヘラケズリ

⑤回転ナデ
回転 ナデ

色

色

灰

灰

長(1)

○

邪 身
口径 (124)

残高  43

口縁端に沈線状の凹みあり。 ◎回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ

1/2

回転 ナデ
オリーブ灰色

オリーブ灰色

石。長(1～ 5)

◎

184



出土遺物観察表

SB 2 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考 図 版

外   面 内  面

」TN身
口径 (112)

残高 27

立ち上がりは上方、受部は外方にのびる。

回転 ナデ 回転 ナ デ
灰オリーブ色

灰 白色

長(1)

◎
自然釉

イ 身
径

高

口

残

(150)

32

立ち上がりは内傾し、受部は外上方にのび

る。 回転 ナ デ 回転 ナデ
灰色

灰白色

石・長(1～ 2)

○

杯身
口径 123
器高  44

立ち上が りは内傾 し、外方 にのびる受部 は

短 い 。

①回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
ユ/2

回転 ナデ
青灰色

灰色

密

◎

郷 身
口径 (100)

残高 20

外傾気味の口縁部に、端部は外方に肥厚す

る。 回転 ナデ 回転 ナデ
暗青灰色

灰色

石。長(1～ 2)

◎

81 士堕
口径 (140)

残高  55

外傾する口縁部の端部が、段状を呈する。

回転 ナデ 回転 ナデ
オリーブ黒色

灰色

長(1)

砂

◎

表55 SB 2 出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残   存 材   質

法

偏    考 図 蛎

長さ(cm) 幅 (cm) サ享さ (cm) 重 さ (g)

砥  石 一部 凝灰岩 56 517 186 60

表56 SB 3 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備考

外   面 内  面

不 蒸
口径 (148)

残高 34

天丼部 と口縁部の境界に稜がみられる。

回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

密

○
自然釉

郷 蓋
径

高

口

残

(122)

39

天丼部と口縁部の境界に稜はみられなし
①回転ヘラケズリ

O回転ナデ
回転 ナデ

色

色

灰

白

圭日
灰

長 (1)

砂

◎

不 重

口径  99
つまみ高 1 4

天丼高 23

かえりが口縁端部と同じ高さ。
マメツ マメツ

色

色

灰

灰

密

△

不 蓋

日径  81
つまみ高 07
天丼高 22

か え りが 日縁端部 よ り下 にのびる。 蜘 回転ナデ

〇回転ヘラケズリ

1/2

回転 ナデ
灰 白色

灰 白色

密

○

郭 身
口径 (135)

残高 34

受部端に沈線状の凹みあり。
O回転ナデ

⑤回転ヘラケズリ
回転 ナ デ

灰色

灰 白色

長(1)

◎

郭 身
口径 (140)

残高 31

受部端 に沈線状 の凹みあ り。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰オリープ色

灰色

長(1～ 2)

砂

○

自然釉

不 身
口径 (132)

残高  28

受部端に沈線状の凹みあり。

回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

石。長(1～ 3)

◎

邪 身
径

一局

口

器

(103)

58

平底 の底部 よ り、外反気味 に立 ち上が る。
⑪回転ナデ

⑥回転ヘラキリ
回転 ナデ

灰 白色

灰 白色

長 ( 1 )

○

郷 身

径

高

径

口

器

底

86
32
58

底部端が外反し、外傾気味に立ち上がり、

端部は丸くおさまる。
O回転ナデ

⑮回転ヘラキリ
回転 ナデ

色

色

白

灰

灰

長 (1)

砂

○

口径 (■ 3)

器高  54
外反する国縁部。 マメツ マ メツ

明黄色

橙色

石。長 (1)

△

185



下苅屋遺跡 3次調査地

表57 SD 3 出土遺物観察表 土製 品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 (外面 )

色調
(内面 )

胎
　
焼

土

成
備考 図 版

外   面 内  面

不蓋
口径 (148)

残高 24

内湾気味に下がる国縁部、端部内側に段を

有する。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

手己(1)

◎

杯身
国径 (124)

残高  37

立ち上がりは内傾気味、受部は外方にのび

る。 マメツ マメツ
淡責色

淡黄色

石・長 (1～ 2)

△

不 身
口径 (114)

残高  27

受部端 に沈線状 の凹みあ り。
◎回転ナデ

〇回転ヘラケズリ
回転 ナデ

灰色

灰 白色

密

◎

IIN身
口径 (118)

残高 38

受部端に沈線状の凹みあり。 ⑤回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
3/5

回転 ナデ
灰色

青灰色

石・長(1～ 2)

◎

表58 SK 3 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外  面 内  面

杯蓋
口径 (130)

残高 34

天丼部と口縁部の境界の稜は消失する。

回転 ナ デ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

甕
口径 (15D
残高 28

口縁部は外反し、端部は外下方にのびる。
マメツ 回転 ナデ

乳白色

乳白色

密

△

表59 SK 4 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形  惑  ・ 施  文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

胎
　
焼

土
　

成
備 考 図版

外  面 内   面

郭蓋
口径 (114)

残高  22

内湾して下がる国縁部。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

圭目
　
圭目

手電(1)

砂

◎

不蓋
口径 (120)

残高 39

内湾して下がる国縁部。
⑮回転ヘラキリ

Θ回転ナデ
回転 ナデ

暗青灰色

暗青灰色

密

◎

101 郭 身
口径 (134)

残高  20

受部端に沈線状の四みあり。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰赤色

暗紫灰色

長 (1～ 2)

③

退
口径 (118)

残高 47

外反する口縁部は段をもち、さらに外反す

る。
⊂⊃回転ナデ

⊂⊃ハケ(8本/cm)
回転 ナデ

暗青灰色

暗青灰色

長(1)

◎

表60 第Ⅶ層出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

偏 考 図肺

外   面 内  面

杯蓋
口径 (155)

残高  26

天丼部と口縁部の境界は、僅かに稜をもつ。

回転 ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

石・長(1～ 3)

◎

不琶
径

高

口

残

(100)

25

内湾して下がる国縁都、端部内側に段を有

する。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

黒

灰

長(1)

◎

不蓋
口径 (142)

残高  25

内湾しながら下がる国縁部。

回転 ナデ 回転 ナ デ
暗灰色

灰色

密

◎

不蓋
国径 (130)

残高  24

内湾 して下が る口縁言Б。
①回転ヘラケズリ

○ 回転 ナデ
回転 ナデ

暗灰色

灰色

長 (1)

砂

③

不蓋
口径 (134)

残高  35

内湾しながら下がる国縁部。

回転 ナデ 回転 ナ デ
灰色

灰色

長 (1～ 2)

砂

◎

186



番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図飯

外   面 内   面

108 不蓋
口径 (122)

残高 33

天丼部と口縁部の境界の稜は消失する。
○回転ヘラケズリ

⑤回転ナデ
回転 ナデ

青灰色

青灰色

長 (1)

砂

◎

不 蓋
国径 (140)

器高 38

天丼部 と口縁部 の境界 の稜 は消失す る。 〇回転ヘラケズリ

1/2

⑤回転ナデ

回転 ナ デ
青灰色

青灰色

石。長 (1～ 3)

砂

◎

不蓋
口径 (142)

残高  26

天丼部と口縁部に境界をもち、端部は下方

にのびる。
①回転ヘラケズリ

O回転ナデ
回転 ナデ

灰色

灰色

密

◎

111 杯身
口径 (120)

器高  40

受部端 に沈線状 の凹みあ り。 ◎回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ

1/2

回転 ナデ
灰色

灰色

石。長(1～ 4)

◎

H2 雰 身
口径 (119)

残高  27

受部端に沈線状の凹みあり。

回転 ナデ 回転 ナデ
暗灰色

灰色

密

◎

不 身
径

古
同

口

残

(120)

26

受部は上外方にひねり出されている。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰 白色

灰 白色

石 。長 (1～ 3)

砂

△

不 身
口径 (124)

残高  26

受部端 に沈線状 の凹みあ り。
O回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナデ

明オリーブ灰色

灰黄色

長 (1)

△

イ 身
径

高

口

残

(128)

27

立ち上がりは内傾し、受部は外方にのびる。

回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

自

由

灰

灰

石 (1～ 3)

砂

○

不 身
口径 (132)

残高 33

立ち上が りは内傾 し、受部 は外方にのびる。
①回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナデ

青灰色

青灰色

石・長(1～ 3)

◎

邦 身
口径 (118)

残高  35

立ち上がりは内傾し、端部は尖り気味に丸

回転 ナデ 回転 ナデ
暗灰色

青灰色

長(1)

◎

不身
口径 (126)

残高  24

受部端 に沈線状 の凹みあ り。

回転 ナデ 回転 ナデ
明オリーブ灰色

灰 白色

長 (1)

砂

△

高邪
つまみ径(32)

残高  25

つ まみ上面凹む。
(つ まみ)回転 ナデ

①回転ヘラケズリ
回転 ナデ

褐灰色

褐灰色

長 (1～ 2)

砂

◎

高不
脚底径(135)

残高  15

ラッパ状に広がる脚裾部の端部は、上下に

肥厚される。 回転ナデ 回転 ナデ
灰 白色

灰 自色

石・長(1～ 3)

○

高邪
脚底径 95
残高 43

ラッパ状に広がる脚裾部に、端部は平らな

面をなす。

⊂D回転ナデ

⑩回転ナデ→ナナ

メナデ

回転 ナデ
色

色

責

責

浅

浅

長 (1)

△

提瓶
日径 (82)
残高  39

外反する国縁部に端部は丸 くおさまる。

回転ナデ 回転 ナデ
黒色

紫灰色

石・長(1～ 4)

◎

出土遺物観察表

第Ⅶ層出土遺物観察表 土製品

表61 SX 2 出土遺物観察表 土製品 (1)

番 号 器種 法 量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 朋

外  面 内   面

甕
口径 (152)

残高 23

日縁端部は内上方にのびる。口縁端部外面

に2条の凹線を施す。 ①ナデ ナ デ
色

色

白

褐

灰

明

石。長(1)

○

甕
径

高

底

残

77
26

平底 の底部。
⑩ マ メツ

⑮ナデ
マメツ 褐 色

石。長(1～ 5)

◎

甕
底径 (52)
残高  13

平底の底部。底部の器壁は薄い。

(加」～llk)ナ デ ナ デ
暗灰色

明褐灰色

布。長(1～ 3)

◎
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外   面 内   面

甕
径

一働

底

残

(50)

79

上 げ底 の底部。 ⑩ヘラミガキ

(指頭痕)

⑮ナデ

ケヽメ→ナデ
灰褐色

褐灰色

石・長 (1～ 4)

◎

甕
底径

残高

上げ底の底部。
(州可～底)ナ デ

象J離 し不明
⑮ナデ 明褐色

石・長(1～ 5)

◎

姿
径

高

底

残

上げ底の底部。器壁は厚い。

マメツ マメツ
灰 自色

黒褐色

石 。長 (1～ 6)

○

SX 2 出土遺物観察表 土製品

表65 SD 8 出土遺物観察表 土製品

下苅屋遺跡 3次調査地

表62 SB 4 出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

月台

焼

土

成
備考 図 版

外   面 内   面

不 身
受部径 156
残高 20

立ち上がりは内傾する。受部は上方にのび

る。 回転 ナデ 回転 ナデ 青灰色
長 (細粒)

◎

表63 掘立 4 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 敢

エ (外面 )

色調
(内面 )

月合

焼

土

成
備 考 図 版

外  面 内   面

郭 身
口径 (110)

残高  27

立 ち上 が りは上方 に短 くのびる。 日縁端部

は丸 くお さめる。受部 は水平 にのびる。 回転 ヘ ラケズ リ 回転 ヘ ラケズ リ 灰色
長 (細粒)

◎

(手担)

残高 59
頸部は「 く」の字状を呈し、口縁部は外方

に開く。
⑪ヨ⑩ナデ

(工具痕 )

ナ デ 明褐色
石・長(1～ 2)

○

表64 掘立 5 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

胎
　
焼

土

成
備考 図 版

外  面 内   面

邦 蓋
日径 (139)

残高  29

天丼部欠失。天丼部と口縁部の境は不明瞭。

国縁端部は丸い。 回転 ヘ ラケズ リ 回転 ヘ ラクズ リ
青灰色

灰白色

長 (細粒)

○

不 蓋
口径 (131)

残高  23

天丼部欠失。天丼部 と口縁部 の境 は不明瞭。

日縁端部 は丸 い。 回転 ナデ 回転 ナ デ 灰 白色
長 (細粒)

○

邪 身
口径 (125)

残高 21

立ち上がりは内傾し短 くのびる。国縁端部

は丸くおさめる。 回転ヘ ラケバ リ 回転 ヘ ラケズ リ 灰色
長 (細粒)

○

不 身
口径 (109)

残高  21

立ち上が りは内傾 して上方 に短 くのびる。

国縁端部 は丸 くお さめる。受部 は上方 にの

び る。

回転 ナデ 回転 ナデ
白色

責橙色

長 (細粒 )

△
赤焼

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外  面 内   面

邦 身
底径  57
残高  20

口縁部欠失。底部は平坦。
⑮回転ヘラケズリ

⑩回転ナデ
回転ナデ

暗青灰色

明青灰色

石・長(細粒～1)

◎

137 甕
口径 (140)

残高 20

口形k男守音Бはメとし心。

ヨコナ デ ヨヨナデ 灰色
石・長 (細粒)

○

器 台
脚底径 (293)

残高  78

脚部片。文様帯には櫛状工具による刺突文

が施される。脚端中央に1条の凹線。 ケヽ ヨコナデ
灰白色

褐灰色

長 (細粒～ 3)

◎
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

月台

焼

土

成
備 考 図飾

外   面 内   画

残高 107
底部欠失。胴部は丸 く肩が張らなし ⑪ヨコナデ

⑩ハケ→ナデ

(指頭痕)

⑪～⑩ナデ

(指頭痕 )

浅責橙色

灰 白色

石。長(細粒～1)

○

壷
回径 (181)

残高  72

口縁部は逆「ハ」字状に広がり、国縁端部

で外方に短く屈曲する。 ナ デ ナ デ
明褐灰色

褐灰色

石。長(網粒～3)

○

椀
回径 (HO)
残高  50

内湾して立ち上がる口縁部。国縁端部は劣

る。
Oヨ ヨナデ

⑪ハケ→ナデ
O～⑩ナデ 灰 白色

7f・ 長(細粒)

○
黒 jtl

甑 残高  41
偏平な把手。先端部は上方を向く

ナ デ 浅責橙色
石・長(細粒)

○

SD 8 出土遺物観察表 土製品

表70 第Ⅶ層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(I)

表66 SK 6 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎
　
焼

土

成
備 考 図版

外   面 内   面

不身
口径 (■ 4)

器高  44

立ち上がりは内傾し上方にのびる。端部は

段をなす。受部はやや上方にのびる。底部

はメ七い。

O回転ナデ

〇回転ヘラケズリ
回転 ナデ 青灰色

長 (細粒～ 4)

◎

高不 唯
睡
縞

107
95
11 7

邪部の底部と口縁部の境に2条の凹線を施

す。脚柱には2条の四線を施す。脚端は内

で接地する。

⊂D回転ヘラケズ

リ

回転 ナデ

回転 ナデ 灰色
長 (細粒～ 3)

④

表67 SK 7 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外  面 内  面

不 身
口径 (92)

残高  23

立ち上がりは内傾して短 く上方にのびる。

受部は水平にのびる。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰白色

明掲灰色

長 (綱粒)

○

表68 SP 6 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

月合

焼

上

成

備 考 図 版

外   面 内  面

不 蓋
口径 (125)

残高  26

天丼部欠失。口縁端部は短く外反し、端部

は丸くおさめる。 回転 ナデ 回転 ナ デ
暗灰色

灰黄褐色

長 (細粒～ 1)

○

表69 SP 7 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

月台

焼

土

成
備 考 図 版

外   面 内  面

棗
回径 (110)

残高  35

口縁部 は外上方に開 く。 日縁端部 は丸 くお

さめる。 日縁部 と体部 との境 に 1条 の沈線

が巡 る。

◎ナデ

⑩ハケ→ナデ
O―⑪ハケ→ナデ

⑪～⑩ハケか
褐色

明褐色

石・長 (細粒～3)

金

O

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

月合

焼

土

成
備 考 図版

外   面 内  面

邪 身
口径 (96)

残高 28

立 ち上が りは内傾 し上方 に短 くのびる。端

部 は丸 い。受部 は上方にのびる。
⑮回転ヘラケズリ

①回転ナデ
回転 ナデ 青灰色

長(細粒)

◎

不身
口径 (H4)
残高  28

立ち上が りは内湾 して上方 に短 くのぴる。

端部 は丸い。受部 は上方 にのびる。 回転 ナ デ 回転ナデ 灰白色
長 (細粒 )

△

甕
口径 (192)

残高  36

口縁部 は外反 して開 く。 日縁端部外面 に 1

条の凹線 を施す。 ナ デ ナ デ 灰 白色
長 (細粒～ 1)

○
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下苅屋遺跡 3次調査地

第Ⅶ層出土遺物観察表 土製品

表71 SB 5 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

土
　
成

胎
　
焼

備考 図翔

外   面 内   画

贅
口径 (212)

残高 22

日縁部は外反して開く。

ナ デ ナ デ 褐灰色
石・長 (細粒)

○

斐
口径 (108)

残高 28

国縁部は外方に開く。日縁端部は丸くおさ

める。 ナ デ 劉離 の為不明
灰白色

褐色

石・長(1～ 2)

○

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 敷

二 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図版
外   面 内   面

杯蓋
口径 (130)

残高  37

内湾 して下 が る口縁部。 〇回転ヘラケズリ
3/5

⑤回転ナデ
回転 ナデ

灰 白色

灰色

長 (1)

砂

◎

自然釉

杯奉
口径 (139)

残高 39

丸味をもつ天丼部より、内湾しながら下が

る国縁言Б。
①回転ヘラケズリ

O回転ナデ
回転 ナデ

色

色

茶

茶

浅

濁

石・長(1)

○

イ黙
径

高

日

残

(134)

32

内湾 して下 が る国縁部。
⑮回転ヘラケズリ

O回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

白

暗

灰

密

◎
自然釉

156 不畜
口径 (140)

残高  30

内湾しながら下がる日縁部に、端部は丸く

おさまる。
①回転ヘラケズリ

①回転ナデ
回転 ナ デ

灰 白色

灰色

密

炭混入

○

不 蕗
径

古回

口

残

(128)

30

内湾して下がる口縁部。
①回転ヘラケズリ

①回転ナデ
回転 ナ デ

灰 白色

灰 白色

長 (1)

砂

○

イ蓋
径

高

口

残

(140)

36

内湾して下がる国縁部。
⑮回転ヘラケズリ

O回転ナデ
回転 ナデ

青灰色

灰色

長 (1)

砂

◎

不 蓋
径

高

口

残

(142)

29

外傾 して下が る口縁部。
〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転 ナデ

色

色

灰

灰

石。長(1～ 3)

◎

jIN蓋
径

甘
同

日

残

(134)

36

やや凹む天丼部より、内湾気味に下がり、

口縁部は下方にのびる。
○回転ヘラケズリ

○回転ナデ
○ナデ

O回転ナデ
灰色

灰色

石。長(1～ 3)

〇

不 身
径

高

口

残

(130)

38

受部端に沈線状の凹みあり。
O回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナ デ

暗青灰色

灰色

石・長(1～ 3)

◎

邦 身
受部径(124)

残高 33

立ち上がりは内傾気味で、外方にのびる受

部は丸味をもつ。
○回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ
回転 ナデ

灰黒色

灰色

密

◎

邪 身
口径 (132)

残高 43

受部端に、沈線状の凹みあり。
○回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナデ

青灰色

青灰色

長(1～ 2)

◎

lTN身
日径 (138)

残高 34

受部端 が凹 む。

マメツ マメツ
黄褐色

浅責白色

石 。長 (1～ 2)

△

不 身
日径 (120)

残高  46

立ち上がりは内傾し、受部は外上方にのび

る。

○回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ

3/4

回転 ナデ
色

色

灰

灰

石・長(1～ 3)

○

不身
日径 (132)

残高  34

立ち上がりは内傾気味に立ち上がり、受部

は外方にのびる。
①回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ
回転 ナデ

灰色

灰色

長 (1)

砂

◎

不身
径

高

日

残

(122)

36

立ち上がりは内傾し、受部は外方にのびる。
Θ回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナデ

色

色

茶

茶

灰

明

密

○

不身
口径 (H4)
残高  44

受部端に沈線状の凹みあり。 O回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ

3/4

回転 ナデ
オリーブ灰色

オリーブ灰色

長 (1～ 2)

砂

◎
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出土遺物観察表

SB 5 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法 量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外   面 内   面

不 身
口径 (137)

残高  31

受部端 に沈線状 の凹みあ り。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰オリーブ色

灰色

石。長(1～ 2)

◎
自然釉

不身
口径 (130)

残高  32

立ち上がりは内傾し、受部は外方にのびる。
◎回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナ デ

青灰色

青灰色

石・長(1～ 4)

◎

高不
回径 (147)

残 高  21

外傾する口縁部に稜がみられる。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

長(1)

◎

172 高 郭
国径 (108)

残高  47

不部の 2条の凸線に狭まれて、「ノ」字状に

列点文が施される。邪基部に透かしが看取

される。

④回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ
回転 ナデ

灰色

淡灰色

密

◎

高邪
径

高

底

残

(106)

52

外反して下がる脚部に、端部は丸くおさま

る。 回転 ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

密
口径 (245)

残高 249

胴部 は球状 で、口縁端部 は面 をなす。 ○回転ナデ

⑩タタキ→ナデ

⑥タタキ

Θ回転ナデ

⑩ 同心 円文 タタキ

暗灰色

黒色

密

◎

175 甕
国径 (142)

残高  45

外反する国頸部外面に、ヘラ記号がみられ

る。 タタキ→ナデ 回転ナデ
淡灰色

淡灰色

密

◎

甕
口径 (164)

残高  56

直立気味 に立 ち上が る日頸部 に、端部 は外

反す る。 タタキ。指頭痕 マメツ
色

色

橙

橙

長(1～ 2)

○

177 奏
口径 (161)

残高  80

口縁部は外反し、端部は外方にのび丸 くお

さまる。
◎ハケ

⑩タタキ

⑤回転ナデ

⑩同心円文夕タキ
→ナデ

浅黄橙色

浅黄橙色

長 (1)

砂

△

士霊
口径 (■ 8)

残高  54

頸部より外反して立ち上がり、国縁端部は

外方にのびる。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

長(1)

◎

士霊
口径 (111)

残高  73

肩部は張りが弱く、口縁部は外反し、端部

は外下方へ肥厚する。

⊂Dナデ

⑩ 回転ナデ

⑩カキメ

回転ナデ
灰色

灰色

長 (1)

砂

△

巨
回径 (132)

残高  33

外反する口縁部に、端部は下外方にのびる。
延⊃回転ナデ

⊂Dハケ(5本たm)
回転 ナデ

暗青灰色

暗青灰色

石 。長 (1～ 2)

◎

一笠 残高  56
外傾気味 に立 ち上が る。

ナ デ
⑩円孤タタキ

⑮回転ナデ

色

色

褐

灰

灰

淡

密

◎

平瓶
口径 (86)
残高  46

外反気味の日頸部に端部は尖る。

回転 ナデ 回転ナデ
黄灰色

黄灰色

石・長(1～ 3)

○

ほ 残高  61
胴中位に「ノJ字状の列点文が施される。

円孔あり。

廻⊃回転ナデ

∽ 回転ヘラケズリ

⑥ナデ

回転ナデ
灰色

灰色

密

○

甕
径

高

口

残

(172)

38

内湾気味の口縁部に、端面は平らな面をな

す。 マメツ ヨコナデ
橙茶色

橙茶色

石・長 (1～ 2)

△

翫 残高  45
湾曲 して上外方 にのびる。

ナ デ マメツ
明茶色

明茶色

長(1～ 2)

○

不 蓋
径

高

口

残

(138)

41

天丼部と口縁部の境界に稜がみられ、口縁

端部内面に不明瞭な段を有する。
〇回転ヘラケズリ

⑤回転ナデ
回転 ナ デ

色

色

灰

灰

石。長(1～ 2)

○

不 蓋
口径 (130)

器高  46

天丼部 と口縁部 の境界 に稜 をもつ。 ⑮回転ヘラケズリ
2/5

Θ回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

ITh蓋
口径 (134)

残高  27

天丼部と口縁部の境界に稜をもつ。

回転 ナデ 回転 ナ デ
青灰色

青灰色

石・長(1～ 5)

◎

191



下苅屋遺跡 3次調査地

SB 5 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考 図版

外   面 内   面

不 蓋
口径 108
器高 33

天丼部と口縁部の境界に稜をもつ。
⑮ナデ

O回転ナデ
○す旨ナデ

○回転ナデ
色灰

色

青

灰

長(1)

砂

◎

邦 素
口径 (148)

残高  41

口縁端部 内面 に不明瞭 な段 あ り。
○回転ヘラケズリ

O回転ナデ
回転 ナデ

色

色

灰

灰

長(1)

◎

郷 蓋
口径 (135)

残高 41

天丼部 か ら口縁部 まで、内湾 して下が る。 ①回転ヘラケズリ

2/3

①回転ナデ

回転 ナ デ
灰色

灰色

長(1)

砂

○

邪 き
口径 (133)

器高 39

内湾 しなが ら下が る口縁部。 〇回転ヘラケズリ
3/5

0回転ナデ
回転 ナデ

色

色

白

白

灰

灰

密

◎

不 蓋
国径 (132)

器高 37

天丼部 と口縁部の稜は消失する。 ⑮回転ヘラケズリ
3/4

0回転ナデ
回転 ナデ

青灰色

青灰色

石・長 (1～ 5)

砂

◎

郵 蓋
口径 (140)

残高 26

内湾気味に下がる国縁部に、端部は丸 くお

さまる。 回転ナデ 回転 ナデ
灰赤色

灰色

石。長(1)

○

郭 身
口径 (139)

器高  40

受部端 に沈線状 の凹みあ り。底部 は歪 む。 O回転ナデ

○回転ヘラケズリ

3/5

回転 ナデ
オリーブ灰色

灰色

石・長(1～ 3)

◎
自然釉

不身
口径 (120)

器高 44

受部端に沈線上の凹みあり。 O回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
ユ/2

回転 ナ デ
色

色

灰

灰

長(1～ 2)

◎

必 身
口径 (128)

器高  45

受部端に沈線状の凹みあり。 ⑤回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ
3/4

◎回転ナデ

⑮ナデ
灰色

灰オリープ色

長 (1～ 3)

砂

○

邪 身
口径 (140)

器高  42

受部端 に沈線状 の凹みあ り。 Θ回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
4/5

回転 ナ デ
青灰色

青灰色

石・長(1～ 5)

砂

◎

45

郷 身
径

高

日

器

118
43

受部端に沈線状の凹みあり。 ◎回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ

1/2

Θ回転ナデ

⑮ナデ
青灰色

青灰色

長(1)

◎

不身
径

高

日

器

116
37

受部端 に沈線状 の凹みあ り。 O回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
1/2

回転 ナ デ
青灰色

青灰色

丁ミ(1)

◎

杯身
口径 (142)

残高 36

受部端に沈線状の凹みあり。 ⑤回転ナデ

⑥回転ヘラクズリ1/2

ナデ

◎回転ナデ

⑤ナデ
青灰色

青灰色

石。長(1～ 3)

◎

不身
日径 (122)

器高 42

受部弟に沈線状の凹みあり。 O回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ
2/3

回転 ナデ
灰白色

灰白色

長 (1)

砂

△

イ身
径

一品

口

器

(122)

43

立ち上がりは内傾し、受部は外方に短い ⑤回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ

1/2

回転 ナデ
色

色

灰

灰

長(1)

○

不 身
日径 (106)

器高 35

立ち上がりは内傾し、受部は外上方にのび

る。

Θ回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
2/3

回転 ナデ・ 指ナデ
灰色

灰色

長(1)

◎

高邪

回径  145
つまみ高 07
器高  48

天丼部と口縁部の境界に、稜が僅かにみら

れる。

(つ まみ)ナ デ

⑮回転ヘラケズリ3/5

0回転ナデ

回転 ナ デ
黒色

黒色

長(1)

◎

高不

口径 (135)

つまみ高 13
器高  36

天丼部 と口縁部の境界に稜をもつ。 ∈亘⊃①回転ナデ

①回転ヘラケズリ
1/2

回転 ナデ
暗灰色

暗灰色

長 (1)

◎

高邪
脚底径 (138)

残高  87

下方向に広がる脚部は屈曲をもち、 3方向

の透かしが施される。 回転 ナデ 回転 ナデ
青灰色

青灰色

長(1)

◎

高不
脚底径 (147)

残高  78

ラッパ状に広がる脚部中位に凹線が2条、

下位に 1条みられ、 3方向に透かしが施さ

オτる。

回転 ナデ 回転 ナ デ
色

色

灰

灰

密

◎

つ
る

〔
υ



出土遺物観察表

SB 5 出土遺物観察表 土製品 (4)

番 号 器 種 法 量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外   面 内   面

高不 残高  99
ラッパ状 に広が る脚部。

回転 ナデ
回転 ナデ 。しば り

痕

色

色

灰

灰

長 (1)

砂

△

士霊
胴径 (198)

残高 146

肩部に張りを有する。

カキメ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

石・長 (1～ 5)

砂

◎

一宝
径

高

国

残

(66)

70

胴部 は球状 を呈 し、頸部 は外傾気味 に立 ち

上が る。
⑬回転ナデ

⑩カキメ
回転 ナ デ

色

色

灰

灰

石・長 (1～ 2)

砂

○

甕
径

高

回

残

(174)

24

外反す る口縁部 に、端部 は肥厚 され る。
⊂⊃回転ナデ

⑤ ハ ケ→回転 ナデ
回転 ナデ

灰色

黒灰色

密

○

提瓶
口径  58
残高 46

外反す る口頸部 に、端部 は丸味 を もつ。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰黒色

灰色

密

○

甑 残高 121
外傾する胴部の外方に、断面楕円形の把手

がつく。

①指 ナデ

⑩回転ナデ→指ナ

デ

同心円文 タタキ→

ナデ

指頭痕

色

色

灰

灰

三日
　
圭同

長 (1～ 3)

◎

口径 (123)

器高 134

器高が口径よりやや大きく、上胴部と下胴

部に2～ 3条の凹みをもつ。

◎ハケ(5本 /clm)

⑩タタキ→ヨコナデ

⑥ケズリ

回転 ナデ
暗灰色

暗灰色

石 。長 (1～ 2)

砂

◎

器 台 残高 82
脚部に4方向の透かしを刻み、 2条の凹線

を狭んで、列点文が施される。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

石。長 (1～ 3)

◎

甕
口径 (193)

残高  63

「く」の字状の口縁部に、端部は平らな面を

なし、頸部は凹む。
⑤ヨコナデ

⑩ハケ(8本/cm)
ヨコナデ

色

色

橙

橙

石 。長 (1～ 5)

砂

◎

甕
口径 (198)

残高 69

「く」の字状を呈する国縁部に、端部は平ら

な面をなす。
⑤ヨコナデ

⑩ハケ(9～ 10/cm)
マメツ

色

色

橙

橙

石・長 (1～ 4)

金

◎

奏
径

高

口

残

(158)

82

外傾気味の口縁部に、端部は内傾する面を

なす。
Θヨコナデ

⑩ハケ(14本 /cm)

Θヨコナデ

⑩ハケ

色

色

橙

橙

石・長 (1～ 4)

金

◎

甕
口径 (230)

残高  45

緩やかな「 く」の字状 を呈す る国縁部。

マメツ マメツ
色

色

橙

橙

石・長 (1～ 4)

砂 。金

○

甕
径

高

口

残

(184)

40

内湾する口縁部に、端部は平らな面をなす。

ケヽ (8本/cm)
色

色

橙

橙

石・長 (1～ 3)

金

◎

222 甕
口径 (170)

残高 37

内湾気味の日縁部。

ヨコナデ ヨコナデ
色

色

橙

橙

石・長 (1～ 5)

金

◎

223 甕
口径 (180)

残高 39

緩やかに「くJの字状を呈する国縁部、頸

部に凹みがみられる。
Θヨコナデ

⑩ハケ①本/cm)

◎ヨコナデ

⑩ハケ∝本/cl l)

色

色

橙

褐

石・長 (1～ 2)

金

◎

甕
口径 (100)

残高 51

緩やかな「 くJの字状 を呈 す る国縁部。

ヨコナデ
⊂Dヨ ヨナデ

Oハケ18本/cm)

赤褐色

赤褐色

石・長 (1～ 2)

金

◎

225 甕
口径 (229)

残高 61

外傾気味の口縁部に端部は外反する。

マメツ マメツ
明赤褐色

明赤褐色

石・長(1)

◎

226 甕
口径 (205)

残高 51

外傾気味 の口縁部 に、端部 は外反す る。
Oヨ コナデ

⑩ハケ(4本/cm)
ヨコナデ

明赤褐色

明赤褐色

長 (1)

◎

L」
l 残高  70

湾曲 して外上方 にのび る。

クヽリ・ハケ ヨコナデ
明赤褐色

明赤掲色

石。長 (1～ 2)

◎

甑 残高  65
外上方 にのびる。

マメツ マメツ
橙色

明赤褐色

長 (1～ 2)

砂

◎

不 明
口径 (118)

残高 115

内傾する上胴部に、口縁は窄み気味。
①ハケ(5～6本/cm)

⑩マメツ
マメツ・カキトリ

色

色

橙

橙

長(1)

○

∩
υ



下苅屋遺跡 3次調査地

表72 SB 6 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 jln

外   面 内  面

邪 蓋
口径 (151)

器高  54

丸味をもつ天丼部より、内湾して下がる国

縁部。

⑮回転ヘラケズリ
3/5

⑤回転ナデ

⑮ナデ

O回転ナデ
緑灰色

緑灰色

石。長(1～ 2)

◎

邪 蓋
口径 (147)

残高  42

内湾 して下が る口縁部 に、端部 は丸 い。
⑮回転ヘラケズリ

○回転ナデ
回転ナデ

灰色

淡灰色

長・石(2～ 7)

◎

イ 蓋
口径 (141)

残高  43

丸味をもつ天丼部より、日縁部は下方にの

びる。

〇回転ヘラケズリ

3/5

0回転ナデ

回転 ナデ
青灰色

青灰色

石・長(1～ 2)

◎

不 蓋
口径 (141)

器高  42

内湾して下がる口縁部。
〇回転ヘラケズリ

O回転ナデ
回転 ナデ

灰黒色

灰色

密

○

不 蓋
日径 (150)

残高 36

丸味をもつ天丼部に、外傾して下がる口縁

部。
○回転ヘラケズリ

Θナデ→回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

長(1～ 5)

○

郭 蓋
口径 (140)

残高  29

やや凹む天丼部に、外傾して下がる日縁部。
〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転 ナデ

色

色

灰

白

黄

淡

石。長(1～ 2)

○

不 身
口径 (148)

残高  43

受部端 に沈線状 の凹みあ り

マメツ マメツ
浅責灰色

浅黄灰色

石 (1～ 2)

△

イ 身
口径 (125)

残高 45

受部端に沈線状の凹みあり。 Θ回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
3/4

回転 ナデ
灰色

灰色

長(1～ 3)

○

イ 身
日径 (128)

残高 28

受部端 に沈線状 の凹みあ り。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

石 (1～ 2)

金

△

不 身
口径 (124)

器高  34

受部端に沈線状の凹みあり。 ◎回転ナデ

⑥回転ヘラケズリ

2/3

回転 ナデ
灰色

青灰色

石。長(1～ 4)

○

郷 身
口径 (151)

残高  45

内傾気味の長い立ち上がりに、受部は外方

にのびる。 マメツ マメツ
浅責茶色

浅責茶色

石・長(1～ 2)

○

不 身
口径 (H6)
残高 41

立ち上がりは内傾し、受部は外方にのびる。
Θ回転ナデ

⑤回転ヘラケズリ
回転 ナデ

黄灰色

青灰色

石・長(1～ 4)

○

高邦
国径 (132)

残高  33

内湾する杯中位に稜をもち、回縁部は外反

する。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

淡灰色

密

○
自然釉

高邪 睡
姉

19の

70

外反して下がる脚部は、 3方向の透かしが

施される。 回転 ナデ
廻Dナデ

廻⊃回転ナデ

淡灰色

灰色

密

○

高郭
脚底径 (172)

残高  15

ラッパ状に広がる脚裾部は、透かしが施さ

れる。 回転 ナデ 回転 ナ デ
灰色

オ リーブ色

密

○
自然釉

娩
径

高

口

器

(86)

64

口縁部はやや内傾し、端部は尖り気味。 ⑤回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
1/3

回転 ナデ
色

色

灰

灰

圭目
　
三日

密

Θ

甕
口径 (260)

残高 52

外傾する口縁部。
ハケ(3本 /clll) マ メツ

橙色

橙色

長(1)

◎

饗
日径 (200)

残高 34

外傾 す る口縁部。

マメツ マメツ
明赤褐色

明赤褐色

石 。長 (1～ 3)

△

甕
日径 (164)

残高 44

「く」の字状の回縁部に、端部は外方にやや

肥厚される。 マメツ ケヽ(3～4本/cm)
色

色

橙

橙

長(1)

◎

甕
口径 (170)

残高 41

外傾 す る日縁部。

マメツ マメツ
色

色

橙

橙

石。長(1～ 4)

砂

O

194



出土遺物観察表

SB 6 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

胎

　
焼

土

成
備 考 図 版

外  面 内  面

甕
口径 (228)

残高 69

緩やかに外反す る国縁部。 ハケ(4本たm)

(5本/cm)
マメツ

橙色

橙色

石。長(1)

◎

甕
日径 (206)

残高 101

緩やかに「 く」の字状 を呈 す る口縁部。

マ メツ
黄橙色

橙色

石 。長 (1～ 5)

砂

○

甕
口径 (210)

残高 59

内湾す る国縁部 に、頸部 はやや凹む。

マメツ マメツ
責橙色

黄橙色

石・長 (1～ 4)

砂

○

甕
口径 (210)

残高  48

内湾す る口縁部。

ヨコナデ マメツ
明赤褐色

明赤褐色

石・長 (1～ 3)

金

◎

甕
口径 (171)

残高  47

「く」の字状に屈曲した口縁部外面が肥厚さ

オ■る。
⑤ マメツ

⑩ハケ(6本/cm)
マメツ

橙色

橙色

石 。長 (1～ 3)

金

△

甕
口径 (190)

残高 40

内湾す る国縁部 に、端部 は丸 くおさまる。

ヨ コ ナ デ マメツ
黄橙色

橙色

石 。長 (1～ 2)

砂

◎

256 一霊

径

高

口

残

(150)

58

「くJの字状で、外反気味の口縁部。

マメツ
Oハケ(4本/cm)

⑩ナデ
淡橙色

明橙色

石・長(1～ 2)

○

鉢
径

高

口

残

内湾気味 に立 ち上が る国縁部。

ハケ(5～6本 /cm) ケヽ(6本 /clll)

明赤褐色

明赤褐色

石 。長 (1～ 2)

砂

◎

不明
口径 (100)

残高 56

内傾して窄む口縁部。

ケヽ (4本/cm) ヨコナ デ
黒色

浅黄橙色

密

◎

表73 SB 6 出土遺物観察表 石製品

番 号 器   種 残   存 材   質

法

備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 〕享さ (cm) 重 さ (g)

スクレイパー ほぼ完形 サヌカイト 76 34 0 75 15 93

表74 SB 7 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 (外面 )

色調
(内 面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外   面 内  面

恩 残 高  62
扁球形 の胴部中位 に円子し。 廻D回転ナデ

廻⊃回転ヘラケズ

リ

回転 ナデ
暗灰色

灰色

長 (1)

砂

◎

表75 SD 9 出土遺物観察表 土製品

番 号 器 z48 法量 (cm) 形 態 。 施 文

調 欺
エ (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外   面 内  面

不蓋
口径 (134)

残高  16

口縁端部内面 に不明瞭 な段 を もつ。

回転 ナデ 回転 ナデ
暗オリーブ灰色

灰 白色

密

◎

不蓋
口径 (140)

残高  21

内湾気味 に下が る国縁部。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

密

◎

t4N身
口径 (120)

残高  35

立 ち上が りは内傾 し、受部 は外方 にのびる。

回転 ナデ 回転ナデ
色

色

灰

白

褐

灰

密

△

不 身
回径 (130)

残高 35

立ち上がりは内傾し、受部は外上方にのび

る。
O回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰 白色

灰 白色

密

◎
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表76 SD 10 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法 量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備 考 図版

外   面 内   面

265 不発
口径 (126)

残高  29

内湾 しなが ら下が る日縁部。

回転 ナ デ 回転 ナ デ
灰色

灰 白色

密

◎

邪 諸
国径 (132)

残高  25

内湾気味 に下が る国縁部。

回転 ナ デ 回転 ナデ
灰 白色

灰色

密

◎

イ蓋
径

高

口

残

136
35

内湾して下がる日縁部。
⑮回転ヘラケズリ

○回転ナデ
回転 ナデ

灰 自色

灰色

密

◎

不 身
回径 (134)

残高  33

立ち上が りは内傾 し、受部 は外方 にのび る。

回転 ナ デ 回転 ナデ
灰色

灰 白色

密

◎

不 身
口径 (129)

残高  27

立ち上が りは内傾 し、受部 は外方 に短 い。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰色

密

◎

不 身
受部径 (146)

残高  30

受部端 に沈線状 の凹みあ り。
○回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナ デ

青灰色

青灰色

密

◎

高不
脚底径 (14

残 高  3

脚裾部はラッパ状に広がり、凹線が施され

ている。 回転 ナデ 回転 ナデ
オリーブ灰色

オ リープ黒

石。長 (1～ 2)

◎
自然釉

表77 SP 27 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考 図 版

外   面 内  面

272 椀
径

高

口

器

(154)

55

胴部は内湾して立ち上がり、底部に断面三

角形状の貼付高台をもつ。 マメツ マメツ
色

色

灰

灰

暗

褐

石・長 (1)

砂

○

表78 第ⅥI層 出土遺物観察表 土製品 (I)

番号 器 種 法 量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考 図版

外   面 内   面

邪 蓋
口径 (150)

残高  47

口縁端部内面に不明瞭な段をもつ。 ①回転ヘラケズリ

1/2

0回転ナデ

回転ナデ
灰色

灰色

石。長(1)

○

不 蓋
口径 (138)

残高  27

天丼部 と回縁部 の境界 に稜 をもつ。

回転ナデ 回転 ナ デ
色

色

自

白

灰

灰

密

○

イ 蓋
径

高

口

残

(124)

25

口縁端部内側に段を有する。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰 白色

灰 白色

密

○

不 蓋
口径 (144)

残高  23

口縁端部 内面 に不明瞭な段 を もつ。

回転 ナデ 回転 ナ デ
色

色

灰

灰

密

◎

不 蓋
口径 (130)

残高 29

天丼部と口縁部の境界に、凹みによる稜を

もつ。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

邪 蓋
口径 (131)

残高  30

内湾 して下が る国縁部。

回転 ナ デ 回転 ナ デ
灰色

オリーブ灰色

長(1)

○

郷 蓋
国径 (143)

残高  40

内湾 して下が る口縁部。
⑮回転ヘラケズリ

①回転ナデ
回転ナデ

灰白色

灰白色

長 (1)

砂

○

邪 蓋
日径 (136)

残高  32

内湾気味 に下が る日縁部。
⑮回転ヘラケズリ

①回転ナデ
回転 ナ テ

緑灰色

緑灰色

密

◎

∩
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出土遺物観察表

第Ⅶ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土
　
成

胎
　
焼

備 考

外   面 内  面

不蓋
口径 (124)

残高  19

内湾気味に下がる国縁部の端部は尖り気味

である。 回転 ナデ 回転 ナデ
青灰色

青灰色

長(1)

◎

不身
口径 (146)

残高 28

口縁端部 内面 に不明瞭 な段 をもつ。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰 白色

灰 白色

密

○
自然釉

郷 身
径

高

口

残

(130)

23

口縁端部に沈線状の凹みあり。

回転 ナデ 回転 ナデ
オリーブ灰色

オリープ灰色

長(1)

◎

不 身
口径 (120)

残高 31

立ち上がりは直立気味に長く、受部は上方

に短い。
O回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナデ

灰 白色

灰 白色

密

△

邪 身
口径 (140)

残高 38

立ち上がりは内傾し、受部端は外方にのび

る。
○回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナデ

明オリープ灰色

明オリーブ灰色

石・長 (1～ 2)

△

杯 身
径

高

口

残

(131)

26

立ち上がりは内傾し、端部は上を向く。受

部は外方にのびる。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

自

白

灰

灰

長(1)

○

不 身
径

高

口

残

(129)

35

受部端 に沈線状 の四みあ り。
O回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナ デ

灰 白色

灰 白色

密

◎

邪 身
径

一局

口

残

(126)

32

立ち上がりは内傾し、受部は外上方に短く

のびる。

◎回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
3/5

回転 ナデ
色

色

灰

灰

長(1)

◎

イ身
径

高

口

残

(130)

29

立 ち上が りは内傾 し、受部 は外方にのび る。
⑤回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転 ナデ

灰 白色

灰 白色

密

△

不身
口径 (110)

残高  30

立ち上がりは内傾し、受部は外方にのびる。

回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

黄

白

浅

灰

長 (1)

△

高不
口径 (122)

残高 24

イ中位に1条 の凸線が巡る。

回転 ナデ 回転 ナデ
オリーブ灰色

オリーブ灰色

密

◎

高不
脚底径(124)

残高 25

ラッパ状に広がる脚裾部に、端部は丸くお

さまる。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

灰 白色

長(1)

◎

高邪
脚底径 (98)

残高 13

ラッパ状に広がる脚裾部に、 1条の凸線が

巡り、端部は平らな面をなす。 回転 ナデ 回転 ナデ
青灰色

青灰色

石。長(1～ 2)

◎

高邪
脚底径 (114)

残高  14

ラッパ状に広がる脚裾部に、透かしが施さ

ヤをる。 回転 ナデ 回転 ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

甕
径

高

国

残

(338)

82

口縁部は大きく外反し、端部に稜を有する。
O回転タデ

⑪タテナデ
回転 ナデ

灰オリーブ色

灰オリーブ色

密

◎
自然 TtH

甕
口径 (222)

残高  25

外反す る口縁部 に端部 は外下方にのびる。
⑩ 回転 ナデ

⑪タタキ→ナデ
回転 ナデ

青灰色

青灰色

長(1)

◎

甕
径

高

口

残

(318)

24

外反する国縁部に、端部は外方にのびる。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰黄色

灰責色

密

△

甕
口径 (260)

残高 27

外傾 す る国縁部、端部 は外面が肥厚 され る。

回転 ナ デ 回転 ナ デ
オリーブ黒色

灰オリーブ色

長(1)

◎
自然釉

士霊
口径 (140)

残高 60

外反する国縁部に、端部は外方にのび、面

をなす。
O回転ナデ

⑪カキメ
回転 ナデ

赤灰色

赤灰色

長(1)

○

壷
径

一局

口

残

(170)

35

外反す る国縁部 に、端部 は丸味 をもつ。
⊂⊃回転ナデ

◎ハケ→ヨヨナデ
回転 ナ デ

灰 白色

灰 白色

密

◎

∩
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第Ⅶ層出上遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考 図 版

外   面 内   面

口径 (112)

残高  37

外反す る口縁部 に、端部 は丸 くお さまる。

マメツ マメツ
褐色

浅黄色

長 (1)
△

士霊
径

高

口

残

90
60

外反する口頸部に、端部は丸くおさまる。
◎回転ナデ

⑩ハケ

“

本/o→
回転 ナデ

灰 白色

暗灰色

密

◎

一更
口径 (80)
残高 33

外反気味の口縁部に、端部内面は不明瞭な

段をもつ。 回転 ナデ 回転 ナデ
灰色

青灰色

長(1)

◎

一霊
径

高

口

残

(89)

49

外反気味の口縁部に、端部は内湾気味で尖

る。 回転 ナ デ 回転 ナ デ
オリーブ灰色

オリーブ灰色

密

○

提瓶
径

高

胴

残

上胴部側面にポタン状突起の把手を貼付。
⑬回転ナデ

⑩カキメ
回転 ナデ

灰色

灰白色

石(1～ 3)

◎
自然釉

表79 層不明出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 (外面 )

色調
(内 面 )

土
　
成

胎
　
焼

備考 図筋

外   面 内  面

皿
口径 (84)
器高 12

平底の底部 よ り、内湾 して立 ち上が る。
Θマメツ

⑤糸切リ
マメツ

浅責色

浅黄色

石 (1～ 2)

○

皿
径

高

口

残

(84)

14

平底の底部より内湾気味に立ち上がり、国

縁端部は丸くおさまる。
⑪ヨコナデ

⑮回転糸切リ
ヨヨナデ

乳 白色

灰色

密

○

表80 SR I 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎
　
焼

備考 図肪

外   面 内  面

甕
径

高

口

残

(130)

32

「く」の字状の回縁部に、端部は傾斜する面

をなす。 マメツ マメツ
橙色

橙色

石・長 (1～ 3)

砂・金

◎

表81 1号墓出土遺物観察表 銭貨

番 号 銭 名 初鋳年 銭径 (mm) 子し径 (mm) 外縁厚 (mm) 内側厚 (mm) 重 量 (g) 備    考 図版

寛 永 通 賛 1626
タテ 2448
ヨコ 2455

5 52

5 58
2 802 古寛永通賛銭

寛 永 通 賓
タテ 2422
ヨコ 2450

6 38

6 50
2 644 新寛永通賓銭
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第 6章 ま と

本書で報告された 3遺跡は、松山市道「平井・水泥線」の総長 l kmに わたる区間のうちの 4地点に

おける調査である。ここで、これらの調査の成果について簡単にまとめておきたい。

調査は大 きくいって、 2つ の柱から成 り立っており、ひとつは沿線を蛇行しながら西流する大規模

な流路、もうひとつはこの流路周辺に展開する各期の遺構の調査である。調査自体、幅20mに満たな

い道路幅の、しかも小間切れの調査であるため、流路についても遺構によって構成される集落の様相

も断片的な把握にしかなり得ないが、流路に関しては調査成果にカロえて、現況地形から読みとるとお

およそ第130図 のように復元できようかと思う。この流路は遅 くとも弥生時代前期後半以前には形成さ

れ、 7～ 8世紀前後には南北両岸が埋まり、最終的に13・ 14世紀には全体が埋まっていたものと考え

られる。

流路沿線では、 6世紀後半から7世紀前半を中心に、弥生時代から中世・近世に至るまでの遺構・

遺物の検出がみられ、また流路内あるいは包合層遺物 として縄文時代晩期や弥生時代前期の遺物が出

上している。この一連の調査では縄文時代や弥生時代の遺構 は希薄ではあったが、近年やはり道路関

連の遺跡 として、主にこの流路の北段丘上で行われている「古市遺跡 2次調査」、あるいは「五楽遺跡」

などの調査によって、これらの時期の遺構が確認されてお り、これらの成果 とあわせて考えると、該

期の集落が流路北段丘上に展開するのはほぼ確定的である。同様 に、古代の掘立柱建物などの遺構 も

同段丘上にまとまってみられ、本調査出上の古代の遺物 との関連 はやはり段丘上に強 く認められる。

一方、古墳時代後期や中世の遺構は、もちろん段丘上にも存在するが、本調査における当該期の中

心はむしろ本調査の西南端の流路南岸、「下苅屋遺跡 3次調査地」周辺に展開している。古墳時代後期

についていうと、調査では該期の竪穴住居、掘立柱建物、廃棄土坑などが検出されている。この 3次

調査地の東隣接地は1996(平成 7)年、松山市教育委員会により「下苅屋遺跡」として調査が行われ、

やはり竪穴住居、掘立柱建物、廃棄土坑などが検出されている。さらに、これらの遺構 とともに出土

する焼け歪み、あるいは焼成不良の須恵器や窯壁片などの出土から、この集落 と須恵器窯業集団との

関わりが指摘されている。調査地北から北東部の丘陵麓には駄馬、駄馬姥ケ懐、茨谷 (ば らだに)、 悪

社谷、枝柔下池 (し だのしたいけ)な どの 6世紀後半から8世紀代の須恵器窯址群が存在しており、

このエリアは松山平野東南部古窯址群 と総称され、松山平野南部の砥部古窯址群 とともに、当該期の

一大窯業生産地であることがわかっている。したがって、この集落の性格を「下苅屋遺跡」の調査で

は、これら窯業生産地から消費地への中継点、集積地 として位置づけている。今回の調査では、この

集落がさらに西へひろがる様相が明らかになるとともに、須恵器を多量に出土する集積あるいは廃棄

土坑の検出もみられ、集落の性格 としても先の調査を補強するようなかたちとなった。なお、加えて

述べてお くと、さらに西に隣接するエリアの調査が近年「下苅屋遺跡 4次調査」 として行われ、やは

り数棟の竪穴住居および掘立柱建物が検出されており、集落 としてかなりな広が りを持っていること、

また小鍛冶の可能性の高い竪穴住居が検出されるなど、この集落の多面的な性格が明らかになりつつ

ある。

中世段階の遺構のひろが りも、本調査および上述の「下苅屋遺跡 4次調査」の成果をあわせると3

次調査周辺のエリアに展開しており、このエリア周辺に居住域のひとつが想定される。道路沿線の大

〔
υ



ま  と  め

部分は中世段階には流路が埋積した状況になっている。これらの部分に建物等の痕跡が検出されず、

鋤跡や溝、あるいは水路等が検出されているところから判断すると、調査区の大部分は中世以降、現

在に至るまで水田域として利用されていたものであろう。

以上簡単に調査の成果をまとめてきたが、特に古墳時代後期以降の窯業生産と流通にかかわる集落

としての機能を想定した場合、調査で検出された流路は水運を考えに入れると大きな意味を持つこと

になる。13・ 14世紀には確実に埋積してしまっている流路が 6世紀後半から7世紀代にかけて―どのよ

うな状態
―であったのか、 7・ 8世紀には両岸部分は既に埋まっているようではあるが流路全体として

は水運をある程度担えるような状態であったのかどうか、今後周辺のエリアでの調査の大きな柱のひ

とつとすべき課題であろう。

〔文献〕

山本 健―・山之内志郎 1古市遺跡2次調査地 (1区 )」「五楽遺跡 (1、 5区 )」 『松山市文化財調査年報IX』 松山市

教育委員会・働松山市埋蔵文化財センター 1997

菓田 茂敏・ 岡根なおみ 「駄場姥ケ懐窯址」『小野川流域の遺跡』松山市教育委員会・動松山市埋蔵文化財センタエ

1996

重松 佳久 「下苅屋遺跡」見松山市文化財調査年報ⅧI』 松山市教育委員会・働松山市埋蔵文化財センター 1996
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写真図版例言

1.遺構の撮影は、各調査担当者がおこない、下苅屋遺跡 3次調査では高所作業車を使用した。

使用機材 :

カ メ ラ アサヒペンタックス 67     レンズ ペンタックス 67 551mll他

ニコンニューFM2           ズームニッコール 28～851BIll他

フィルム プラスXパン・ネオパンSS

2.遺物の撮影は、大西がおこなった。

使用機材 :

カ メ ラ  トヨビュー 45G       レンズ ジンマー S 2404111

ス トロボ  コメット/CA 32・ C B 2400(バ ンク使用)

スタンド他 トヨ/無影撮影台・ ウエイ トスタンド101

フィルム  プラスXツ ンヾ

3.白黒写真の現像 。焼き付けは、一部を除いて大西がおこなった。

使用機材 :

引 伸 機 ラッキー450MD         レンズ エルニッコール 13541m

ラッキー90A/1S                  a■ ルニッコール  50Hlal

印 画 紙 イルフォードマルチグレー ドⅣRC

フィルム現像剤  コダックD-76・ HC■0

4.航空写真は、株式会社パスコに委託して撮影した。

【参考】 『埋文写真研究』Vol.1～ 10

〔大西 朋子〕
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1.調 査前全景 (東 より)

2.SD l oSR l検 出状況 (西 よ り)
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1.SD l遺物出土状況 (東 より)

2.SD l oSR lの上層堆積状況 (北 よ り)



古市 遺 跡 1区

SR l 10層遺物出土状況 (1)

SR l 10層遺物出土状況 (2)
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SD l ・SR I完掘】犬況 (東 よ tサ
)

1'1譲 :

2.sD l・ SR I完掘状況 (西 よ り)


